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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　白はく桜おうは、人生で最大の危機を迎むかえていた。

「白桜、念の為ために聞くぞ。私は噓うそは嫌きらいだ。それを踏ふまえて慎しん重ちように答えろ」

　目の前で片かた膝ひざをついた龍りゆう宝ほう帝ていが鋭するどい視線を向ける。その眼光の鋭さにカタカタと震ふるえた。

「お前は、女なのか？」

　何とか言い逃のがれしなければと考えを巡めぐらせる。額に汗あせが流れて、ぽたりと床ゆかに落ちた。

　頭が真っ白で何も思いつかなかった。もうこれ以上は無理だと囁ささやく自分がいる。

「────────はい」

　龍宝帝が目を見開いた。立ち上がって、持っていた扇せん子すを畳たたみに叩たたき付ける。

「連れて行け！　私と国を騙だました大罪人だ」

　絶望のあまり、力が抜ぬけて床に突つっ伏ぷした。

　その一言は、大切な夢と愛する家族、そして信しん頼らいする仲間達との別れを意味していた。
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　白桜は薄うす暗ぐらい牢ろうの中で膝を抱かかえて座り、昨日の悪夢のような出来事を思い出していた。

　跡あと取とりのいない白びやつ虎こ家を存続させる為に、一年以上女なのに男と偽いつわっていた。

　白虎家の跡取りとして官かん吏りになり、夢だった大学寮りようの改革もいよいよ大おお詰づめまできた。

　もう少しで夢が叶かなうと喜んだのもつかの間、神じん祇ぎ官かんの扇せん夕ゆうが龍宝帝の前で白桜は女性だと暴ばく露ろした。そして龍宝帝に問い詰められ、言い逃れができずに女である事を認めた。

　それからの事はよく覚えていない。衛兵達に引きずられるようにして、大だい内だい裏りにある牢に入れられた。それから丸一日経たったが、いまだに頭の中は混乱している。

　こんな形で女だという秘密がばれるとは思ってもいなかった。

　これからどうなるのだろうと考えると、不安で胸が押しつぶされそうだ。

「白桜……！　大だい丈じよう夫ぶか？」

　戸の向こうから声が聞こえて、慌あわてて顔を上げた。膝立ちになって戸までにじり寄る。

　頑がん丈じような木戸にしがみつくようにして、耳を当てた。

「青せい丞じようですか？　わたしは無事です。……それより、主上のご様子はいかがですか？」

　しばらくの沈ちん黙もくがあったが、やがて青丞が低い声で囁いた。

「正直に言うが、主上の怒いかりはかなりのものだ。いまはまだ話を聞いてもらうのは無理だろうが、俺が必ず何とかしてやる。とりあえず屋や敷しきに戻もどってもいいという許可はもぎとった。謹きん慎しんせよと命令が出ているが、ここよりはましだろう」

　屋敷に戻れると聞いて、こんな状じよう況きようだがほっとした。

　おそらくその許可をもらうのに、青丞はかなりの尽じん力りよくをしてくれたはずだ。

「ありがとうございます！　それと扇夕様……いえ、扇夕はどうしてますか？　おそらく扇夕は凌りよう箔はくと繫つながっています。わたしの秘密を扇夕に伝えたのは、凌箔に違ちがいないんです！」

　証しよう拠こはない。しかし、自信はあった。

　扇夕が秘密を公表した時、自分だけに見せた冷れい酷こくな笑えみが脳のう裏りに焼き付いている。

「ああ、俺も扇夕の話を聞いていてそう思った。扇夕に四神の声が聞こえるなんて話は俺も信じていない。秘密を知っていて、扇夕に伝えた可能性があるのは凌箔だけだろう」

　さすがに青丞は勘かんが鋭いと目を見張った。

「あの二人は何か企たくらんでいます。早く止めないと、この国が滅め茶ちや苦く茶ちやにされてしまう！」

「わかった。扇夕の事は俺が調べる。だからお前は大人しく屋敷で謹慎していろ。これ以上何かして、更さらに主上の怒りをかう事だけはするな」

　唇くちびるを嚙かみしめた。こんな大変な時に動けないなんて、悔くやしくて仕方ない。

　だが下手へたに動けば、自分だけでなく大切な家族までどうなってしまうかわからなかった。

「はい……」

　返事をしたが、心の中は口くち惜おしさでいっぱいだ。

　その気持ちを抑おさえきれずに、握にぎり締しめた拳こぶしを床に叩き付けていた。
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　いつもは使用人達が行き交かって騒さわがしい白虎家の屋敷だが、ここ数日はまるでみんなが息を潜ひそめているかのように静かだった。

　自室で正座していた白桜は、じっと正面の壁かべを見つめる。

「とうとう女だと知られてしまった。主上と世間を騙した罪は重いだろう。わたしだけでなく白虎一族全員が連帯責任で処しよ刑けいだと言われる可能性が高い。みんなを救うにはどうしたら……」

　屋敷に戻ってから三日経つが、一族の行く末が心配で一いつ睡すいもできていなかった。

　寝ね不ぶ足そくで頭はうまく働かないし、身体からだはふらふらする。だけど横になっても、家族や親類縁えん者じやが自分の秘密のせいで処刑になったらと考えると、いてもたってもいられなかった。

　みんなの命を救う為にはどうしたらいいかと考え込んでいると、襖ふすまの向こうから声がした。

「失礼します」

　襖を開けて顔を見せたのは、女によう房ぼうの橘たちばなだ。

「橘……。顔色が悪いよ」

　彼女の方に膝でにじり寄る。橘は秘密を早くから知っていて、協力してくれていた。

「大丈夫です。心配なさらないでください」

　笑みを浮うかべているが、無理をしているのがよくわかった。

「すまないな。橘にはたくさん協力してもらっていたのに、こんな結果になってしまって」

「いえ、私はいいんです。ただ、白桜様や旦だん那な様がこれからどうなるのかと考えると……」

　震えている彼女の肩かたに手を置いて、ゆっくりと微笑ほほえむ。

　秘密を知っていた事がわかれば、彼女も処しよ罰ばつされる対象に入ってしまうだろう。

「わたしが何とかする。わたしは白虎家の跡取り白桜だ。たとえ女だという秘密が明らかになったとしても、白虎一族を背負う気持ちには変わりない。一族も、もちろん橘もわたしが守ってみせる」

　目を見つめて大きく頷うなずくと、橘がようやく心からの笑みを見せてくれた。

「信じております。白桜様」

　橘の肩を軽く叩いて、なるべく明るい声を上げた。

「それより何か用事だったのか？」

「あ、申し訳ありません。四神の跡取りの方々がお見えです。お通ししてよろしいですか？」

「みんなが来てくれたのか。では、案内してくれ」

　橘が一礼して、襖を閉めた。それを見届けて、胸に手を当てる。

　何とかしてみせると言ったが、本当はまだ何もいい案は浮かんでいない。このままだと一族だけでなく、橘のように自分に深く関かかわった者まで処罰されるかもしれなかった。

　そう思うと、叫さけび出しそうなほどの不安と恐きよう怖ふが心を支配した。

　胸に当てた手をぎゅっと握り締め、何とか気持ちを奮い立たせる。

「まだだ！　まだ逆転できる機会はあるはずだ。必ず大切な人達を守ってみせる！」

　家族の顔を思い浮かべて大きく深呼吸し、頼たよれる仲間達を迎える為にその場に正座した。







　白桜が仲間達を迎える為に入り口に向き直ると、同時に襖が開いた。

「大丈夫か、白桜」

　声をかけたのは、青せい龍りゆう家の青丞だ。そして朱雀すざく家の朱しゆ咒じゆ、玄げん武ぶ家の鵬ほう玄げんが続いて部屋に入ってくる。彼らはいままでさまざまな危機を一いつ緒しよに乗り越こえてきた、四神の跡取り達だった。

　陽や真ま乙と国こくを守護すると言われているのは、白虎、朱雀、玄武、そして青龍の四神だ。

　それぞれの四神を祀まつる者達は、四神の一族と言われ、陽真乙国の中でも名門貴族として扱あつかわれる。次期帝みかども四神の跡取りの中から選ばれる事になっていた。

　四神の跡取りになるのはこの上ない名めい誉よだったが、跡取りになるには細かな条件がある。

　四神から跡取りを擁よう立りつせよとのお告げが下った時に、その条件が揃そろった者がいないと、一族は地位を剝はく奪だつされて都を追放となる。

　一年以上前になるが、そのお告げが下った時、まさに白虎家には跡取りになれる年ねん齢れいの男子がいなかった。だから自分が跡取りの男子であると偽って、都で暮らす事になったのだ。

　一族が祀る白虎の像に触ふれ、髪かみは白虎家の特とく徴ちようである白銀に、そして瞳ひとみは紅に変わった。

　もし本当は女だという秘密を知られたら、帝と世間を騙だました罪で処刑されるかもしれない。

　いつでもその覚かく悟ごはしていた。

　しかし男としての暮らしにも慣れて、官吏として働けるようにもなって、もうずっと秘密を隠かくしたまますごせるかもしれないと思いかけていた。

　そんな頃ころに、扇夕と出会った。

　そしてとうとう数日前、彼に女だという秘密を公表されて、いまは謹慎中だ。

　屋敷の外には龍宝帝が手配した見張りがいるので、外には出られなかった。

　部屋に入ってきた青丞達と輪になって座り、彼らの顔を一人一人見つめた。

（みんなはわたしが女だという秘密に気付いていたけど、黙だまってくれていたし、他ほかにばれないように気を遣つかってくれてもいた。それなのに、こんな結果になるなんて……）

「すみませんでした……！」

　申し訳なくて涙なみだが出そうだった。それをぐっと堪こらえて頭を下げると、鵬玄が腰こしを浮かせた。

「いや、お前が謝る事ではない。まさか、扇夕があんな事を言い出すとは思わなかった。意表を突つかれたせいで彼を止められなくてすまない」

　大内裏で起きた事は、いまでも思い出すと息ができなくなるくらい苦しくなる。

　扇夕は四神から、跡あと取とりにふさわしくない者がいる。それは白虎家の白桜だと告げられたと言い、理由は彼ではなく彼女……つまり白桜は女性だからだと言い放った。

　その瞬しゆん間かん、頭が真っ白になった。

「鵬玄のせいじゃない。あんな事を言うなんて、誰だれも思いもしなかったんだ。……おそらく扇夕と凌箔は繫がっている。四神の声が扇夕に聞こえるなんて絶対に噓うそだ。四神の声が聞けるのは帝だけなんだから。だったら扇夕はわたしの秘密を誰に聞いたのかと考えたら、凌箔しか思い当たらない」

　膝ひざに置いた拳を握り締めた。いままで必死で女だとばれないように頑がん張ばってきたのに、こんな形で秘密が知られてしまうとは思わなかった。

　それでも、ここでくじけるわけにはいかない。顔を上げて、みんなを見回した。

「謹きん慎しん中にずっと奉ほう納のう舞まいの時に起こった事件の事を考えていたんだけど、聞いてくれるか？」

　鵬玄達が頷いたのを見て、居住まいを正した。

　青丞にはある程度話をしていたが、自分の中でも事件の整理をする為ために、口を開く。

「奉納舞の舞ぶ台たいの床ゆかを崩くずしたり、舞まい装しよう束ぞくや楽器を傷付けたのは、おそらく扇夕だ。四神の夢を見てお告げを聞いたと言って、自分でそのお告げ通りの事件を起こしていたんだ」

「まさか……！　そんな事をして扇夕に何の得がある？　そんな事をする理由はなんだ？」

　鵬玄の疑問はもっともだった。それが自分でもずっと引っかかっていた。

「それはわたしにもわからない。だけど扇夕は凌箔と組んで必ず何か企たくらんでいる。きっとこの国を揺ゆるがすような何かに違ちがいないんだ。わたしは女だけど、この国の官かん吏りとして必ず彼の企みを止めてみせる……！」

　みんなが同意するように頷いた。青丞が力強い視線をこちらに向ける。

「お前の気持ちはわかった。俺達もお前を助けたいと思っている。幸い、お前の秘密はあの場にいた者達しかまだ知らない。四神の跡取りの一人が女だったと世間に知られたら大おお騒さわぎになるからと、主上があの場にいた者達に口止めしたからな」

　それは唯ゆい一いつの朗報だった。あの場にいたのは、龍宝帝と四神の跡取り達。

　そして龍宝帝の腹心達四人と扇夕だ。朱咒が軽く肩を竦すくめた。

「女が男のふりをして官吏になっていたなんて知られたら、主上としてもまずいからね。官吏に任命したのは主上なんだから、秘密が公おおやけになったら主上も責任を問われる。まずはその辺りをどうするか考えてからでないと、白桜をやたら処分はできないよ」

〝処分〟という言葉が震ふるえそうなほど恐おそろしかった。

　しかしそれを顔には出さないように気を強く持った。

（どうやらしばらく時間が稼かせげそうだな。主上が処分を決める前に、一族のみんなを救う方法を考えなければ。それに扇夕の事も放ってはおけない。彼が何を考えているかわからないけど、絶対に止めなければ！）

　心に決めていると、鵬玄がこちらに顔を向けた。

「それと、白桜。実は主上が、上総かずさだ様が都へ戻もどられ次し第だい、すぐに大だい内だい裏りへまいるようにと命じられている。白桜が男のふりをしていたのを知らぬはずはないから、事情を聞きたいと言われていて……」

　白虎家の当主である祖父の上総は、事情があって都を離はなれていた。

　先日もうすぐ帰ると文ふみが来て、龍宝帝にもそれを報告していた。

「おじいさまは、まだ帰られていないんだ」

　朱咒が考え込むようにあごに手を当てた。

「いまの主上はかなり気が立っていらっしゃるから、できたらしばらく戻られない方がいいだろうね。本当の事を言うと、主上は上総様が帰って来ないのは、白桜の秘密が知られたのがわかって逃にげているからだと思われているようなんだ」

「そんな！　それは違うよ」

　慌あわてて身を乗り出すと、朱咒が抑おさえるように手で制した。

「わかっているよ。だけど主上はそう疑っていらっしゃる。上総様が下手へたに何か言うと、それを言い訳だと断じて、即そつ刻こく首を斬きられてしまうかもしれない」

　それが冗じよう談だんでも何でもないとわかっていた。

　背筋がぞっとしたが、何とか顔には出さないでいると、鵬玄が眉まゆ根ねを寄せた。

「何て事を言うんだ、朱咒！……白桜、大だい丈じよう夫ぶだ。そうはならないよう、俺達で主上に事情を話して、お前や上総様の処分を軽くしてもらえるように願い出ようと思っている。何とか罰ばつを受けなくてすむように説得するから」

　青丞と朱咒が同意するように頷うなずいた。みんなの気持ちは嬉うれしかったが、すぐに首を振ふった。

「そんな事を願い出たら、きっと主上はみんながわたしの秘密を知っていて黙っていた事に気付くだろう。そうしたら、みんなも罪に問われる可能性が高い」

　一人一人じっと目を見つめた。これは謹慎している間に決めていた事だった。

「だから、わたしの秘密は知らなかった事にしてほしい。お願いです」

　きっと上総も事情を知ればそう言うはずだと思った。

　頭を下げると、鵬玄が驚おどろいたように目を見開く。

「そんな事ができるわけないだろう！　絶対にお前を助けてみせる」

「でも、わたしのせいで罰を受ける人をこれ以上増やしたくないんだ。わたしを助けようとしたせいで、みんなまで主上の怒いかりをかうような事になったらと思うと……」

　落ち着こうと心に言い聞かせているのに、声が震えた。

「しかし……！」

「待って、鵬玄」

　朱咒が今にも立ち上がりそうな鵬玄を手で制した。

「白桜の言う事も一理あると思うよ。主上の怒りはかなりのものだ。白桜を心から信しん頼らいしていたから、裏切られたという気持ちが強いんだと思う」

　朱咒が目をやると、青丞がこちらを気にしつつも頷いた。

「主上は……父は、大内裏で長い間、派は閥ばつ争いや裏切りを経験してきた。口に出さないだけで辛つらい目にもあっていると思う。そのせいで昔から噓や偽いつわりを嫌けん悪おしている。父が心から信頼できる者はかなり少ないだろう。白桜はその父の心からの信頼を勝ち取っていたんだと思う」

　噓をついていたとわかった時の龍宝帝の顔を思い出す。

　嫌悪の表情がありありと浮うかんでいた。俯うつむくと朱咒が身を乗り出して肩かたに手を置く。

「そう落ち込まないで。白桜は確かに噓をついていたけど、主上を裏切ったりはしていない。いままで官吏として主上の思う以上の働きをしたから、それだけ信頼されていたんだよ」

　朱咒は微笑ほほえみつつ、そっと鵬玄へと顔を向けた。

「だけど、いま私達が主上に白桜を助けてくださいと願い出るのは、確かに得策じゃないかもしれない。もし私達まで主上の怒りをかったら、誰が白桜を助ける為に動くと言うんだい？」

　鵬玄が何か言おうとしたが、青丞がそれより早く口を開いた。

「俺も今すぐ白桜の謹慎を解いてやりたい、主上に罰を与あたえないでほしいと願い出たい。だが、主上の怒りは思ったよりかなり強いから、逆効果になるかもしれない。俺達まで謹慎させられたら、白桜を助ける為に動けないし、扇夕の企みを暴あばく者がいなくなる」

　声にも表情にも悔くやしい色があらわれていた。

　そんな自分を抑えようとしたのか、青丞が胸に手を当てた。

「今すぐは白桜の処分はないだろう。主上も白桜の事に気付かなかった責任を追つい及きゆうされてはまずいからな。まずは扇夕を調べて、やつの目的が何か知る事が先決だ。扇夕の罪を暴ければ、主上に白桜の事を許してもらえる交こう換かん条件にできるかもしれない」

　鵬玄が唇くちびるを嚙かみしめている。

　しかし何も言わない所をみると、それが最善の策だとわかっているようだった。

「……まだ希望はあります」

　なるべく明るい声を上げた。重苦しい空気を一いつ掃そうするほどの、強気な笑みを浮かべる。

「青丞が言ったように、扇夕の企みを暴ければ、まだ希望の光は見えるはずです。屋や敷しきの外には見張りがいて、わたしはここから出られないので、自由に動けるみんなにお願いしたい。彼の事を調べてください。お願いします！」

　頭を下げると、鵬玄がようやく頷いた。

「わかった。不本意だが、お前を守るのに俺達が動けないのはまずい。お前の秘密は知らなかった事にしよう」

　朱咒が小さく息をついてから、腕うで組ぐみをした。

「そうだね、やっぱりそれがいま私達にできる最良の選せん択たくだと思う。……それにしても扇夕の目的はなんだろうね。四神祭の妨ぼう害がいだとしたら、楽器が燃やされた時に予備の楽器を手配した意味がわからない。何もしなければ、楽器がなくて奉納舞ができなかったはずなのに」

　顔を上げて、奉納舞の時の事を思い出した。

「わたしもそれを考えていました。舞まい装しよう束ぞくを切り裂さいたのも、まだ四神祭まで余よ裕ゆうがある時で、実際に新しい舞装束を用意する時間は十分にありました。舞ぶ台たいの床ゆかを崩くずしたのだって、練習用のものではなく、本番用の舞台に仕し掛かけをすれば四神祭は確実に失敗したのに」

　扇夕が四神の夢を見たと言って、その通りに事件を起こしているのではないかというのは、早い段階で疑っていた。

　しかし扇夕は四神祭の責任者で、祭りの妨害が目的ならもっと確実な手を使えるはずだと思って、その疑いを一度は消した。それが間違いだったといまなら思う。

「もしかしたら、彼の狙ねらいは四神祭の妨害ではなくて、もっと別の事ではないでしょうか？」

　呟つぶやくと、青丞が眉根を寄せた。

「別の事とは？」

「それはまだわかりません。ただ、凌箔が絡からんでいるのは確かなので、主上を狙って何か計画を立てているんだとは思います」

　青丞が厳しい顔つきになる。

「凌箔か……。お前に言われて、凌箔と扇夕に繫つながりがないか調べたが、今の所何も出てこない。やつらの目的もはっきりしないし、まずどこから調べるべきか」

　ふと、彼の噓うそを暴く為ためにやろうと思っていた事を思い出す。

「まずは扇夕の命令で舞装束や楽器の見張りをしていた武官を調べてはどうでしょうか。彼らが扇夕に命じられて、見張るふりをして楽器や舞装束を傷付けたのだと思うんです。本当は、わたしが調べるつもりだったんですが……」

「あの神じん祇ぎ官かんの武官だという二人の男か」

　鵬玄が目を見開いて、口元に手を当てた。

「扇夕は、四神が楽器を傷付けるというお告げを下した夢を見たと言った。それで念の為に俺が見張りを手配しようとしたら、断って自分の配下を見張りにつけた。俺の手をわずらわせたくないというような事を言っていたが、あの二人が犯人だったとしたら、確かに筋は通るな」

　鵬玄は自分の言葉に納なつ得とくするように頷いて、すぐに立ち上がる。

「では俺はさっそくあの二人の身み柄がらを取り押さえよう。それと、朱咒」

　名前を呼ばれただけで、朱咒はさっと片手を上げた。

「わかっているよ、私は扇夕を調べればいいんだろう。どういう生まれで、官かん吏りになってどういう仕事をしてきたか。どこで凌箔と繫がっているか調べてみよう」

　朱咒が立ち上がると、青丞も腰こしを上げた。

「では、俺は主上の周りに目を配ろう。扇夕が凌箔と繫がっているなら、最終的な目的は主上のはずだ。あやしい動きをしている者がいないか調べよう」

　部屋をあとにしようとする彼らに向かって、思わず声を上げた。

「わたしにも……わたしにも何かさせてください」

　胸に手を当てると、振り向いた青丞が優やさしい目つきになった。

「焦あせるな。お前は謹きん慎しんしていろ。扇夕と四神祭の事件の真相は俺達が調べるから任せておけ」

　鵬玄が近寄ってそっと肩に手を置いた。

「そうだ。屋敷を抜ぬけ出したのが知られたら、主上の怒りが更さらに大きくなるだろう。大人しくしていてくれ」

　懇こん願がんするような声だった。朱咒が微笑んで頷く。

「じっとしているのは辛いだろうけど、いまは我が慢まんしないといけないよ。私達を信用して」

　説得されて、唇を嚙みしめた。

「……わかりました。ではよろしくお願いします」

　この状じよう況きようでは自分にできる事はないだろう。

　ただ一つ、できる事があるとしたら、彼らを信じて待つ事だけだった。




　　　　[image: ]




　青丞達が帰って、夜の闇やみが屋敷を覆おおい始めていた。

　白桜はろうそくに火をつけて、部屋に明かりを灯ともした。

　そして文ふ机づくえの前に座って腕組みをし、昼間の話を思い出す。

「とりあえず、しばらくは処分はないと考えてもいいだろうけど、油断はできないな。謹慎中だから外には出られないけど、わたしにできる事は何かないだろうか」

　女だとばれた以上、白虎一族の存続は絶望的だ。

　都を追放されるだけならまだいい方で、全員処しよ刑けいも十分あり得る。

「父上や姉様、それにおじいさままで処刑なんて事になったら……いや、いまはそうならないようにするにはどうすればいいかを考えよう。……やっぱりあの計画を実行するしかないか」

　みんなを救う為に、どうすればいいかをずっと考えていた。

　そしてかなり無む謀ぼうで運頼だよりではあるが、ある計画を思いついていた。

「でも、実行するにはわたしの力だけではだめだ。いろんな人の協力がいる。まずはおじいさまの協力がいるな。この間届いた文ふみにはもうすぐ帰るとあったけど、いったい、いつ……」

　考え込んでいると、廊ろう下かを駆かけてくる音がした。

　よほど慌あわてているのか声もかけられずにいきなり襖ふすまが開いて、橘が駆け込んでくる。

「白桜様！　旦だん那な様が戻もどられました！」

　天は自分に味方しているかもしれない────口元を綻ほころばせてすぐに立ち上がった。







「橘に聞いたぞ。秘密がばれたというのは本当か！」

　白桜は襖を開けて飛びこんできた上総の顔を見て、思わず目を潤うるませた。

　久しぶりに見る祖父の上総は、少し瘦やせたような気がした。

　長旅のせいか無ぶ精しようひげが生えていて、眼光が以前にも増して鋭するどくなっている。

「おじいさま、よくご無事で……」

　つい、堪こらえていた涙なみだがあふれ出た。上総は大切な家族で、誰だれよりも信しん頼らいできる存在だ。

　無条件で自分の味方をしてくれる上総の姿を見ただけで、心が安心感に包まれる。

「帰ってくるのが遅おそくなってすまなかった。弟夫ふう婦ふが流行はやり病やまいにかかって、医師の手配と看病で忙いそがしくてな。お前の事が心配だったが、弟達を放って一人で帰るわけにもいかず」

「わかっています。おじいさま。大おお叔お父じ様達の具合はいかがですか？」

「医師の話ではもう大だい丈じよう夫ぶらしい。命の心配はいらなくなったし、世話する者を手配して急ぎ戻って来たのだ。……それにしても、お前の秘密がばれてしまったとは……。いったい、何がどうなって秘密を知られたのだ。話してみろ」

　上総は孫思いの優しい祖父だ。涙をぐっと堪えて、冷静になろうと心を落ち着けた。

「話せば長いのですが、神祇官の扇夕と凌箔が繫がっているようなのです。おそらく凌箔が扇夕にわたしが女だと言う秘密を話し、扇夕が主上の前でそれを公表しました」

「なんと……！」

　上総にいままでの事を話した。凌箔が親友の叢むら雲くもの敵かたきを討うとうと主上に反旗を翻ひるがえした事。四神がお告げをする夢を見たと扇夕が言い、そのお告げ通りに楽器や舞装束が傷付けられた事。

「……おそらく、扇夕は四神のお告げを聞いたと言って、自分でその通りに事件を起こしているものと思われます。わたしの秘密を主上に話した時も、四神のお告げで聞いたと言っていました。しかし、彼は優しげな外見とは裏腹に問題のある人物のようでして」

「六年前の事件の事だろう？」

　上総が言いにくそうに口を開いた。

「ご存じなんですか？　ではもしかして、如月きさらぎ様の事も？」

　如月は、凌箔の親友であり六年前無実の罪を着せられて自害したはずの叢雲だった。

　名前を変えて過去を隠かくして生きていたので、その真実に辿たどりつくまでに時間がかかったが、証しよう拠こを揃そろえて話をすると本人も認めた。

「如月の事まで調べたのか……！」

　上総が目を見開いた。その様子を見て、確信する。

「やっぱり如月様が叢雲だとご存じだったんですね。凌箔が白虎家の跡あと取とりとして都に来たばかりの頃ころ、彼に学問を教えていたのは当時大学寮りようの学生だった叢雲だった。叢雲を雇やとったのはおじいさまのはず。だったら彼が名前を変えて生きていた事も知っていたはずです」

　上総は左大臣だ。大だい内だい裏りを取り仕切っている如月とは懇こん意いにしている。

　六年前にも叢雲として彼と会っているはずだから、如月が叢雲だと知っていたはずだ。

　上総が、やや目を伏ふせた。

「如月の過去は口にしてはならないと、きつく主上に命じられていた。六年前の扇夕の汚お職しよくの事もわしは知っていた。叢雲が罪を被かぶる代わりに大学寮の改革に協力するようにと交こう換かん条件を出していた事も。……実はわしは当時の大学寮の頭かみとは知り合いでな」

「本当ですか？　当時の大学寮の頭は、扇夕の祖父だと聞きました。そして扇夕は主上の腹はら違ちがいの弟にあたるとも。その頭と主上は、いろいろと因いん縁ねんがあったと聞きましたが」

「ああ、先代の帝みかどが頭の娘むすめを気に入り、側室にしたいと仰おつしやった。だが娘にはもう夫婦の約束を交かわした青年がおってな。大学寮の博士をしていた男で、頭のお気に入りだった。それなのに、先代の帝が強ごう引いんに娘に言いよって、いつのまにか子どもができていて」

　上総が言いにくそうに、こちらに目を向けた。

「まあ、そういう事で、青年を気に入っていた頭の怒いかりはすさまじくてな。わしは先代の帝と頭の間に立って、どちらもなだめたりして大変だった」

「では、その時の子どもが扇夕ですか？　その事があったから、先代の頭は主上の事も嫌きらっていると聞きましたが」

「ああ、おかげで主上が進める大学寮の改革に大反対して、博士達を言いくるめて反対運動を起こした。しかし、扇夕がおかした罪を叢雲が被って彼を罪に問わないという条件で、大学寮の改革に賛成して、そのままいまの頭に地位を譲ゆずったのだ」

　上総はさすがに左大臣として長く大内裏にいるだけあって、細かい裏の事情にも精通しているようだった。

「複雑な生おい立ちからか生来のものか、扇夕の心は見かけの美しさとは反対に邪じや悪あくな色に染まっていた。それにはわしも主上も気付いていたが、改革に協力し二度と罪はおかさないという話を信じて罪を見み逃のがした。主上が神じん祇ぎ官かんで伯はくの位を与あたえたのは目の届く所においておく為ためだ」

　扇夕の事を思い出す。

　女だという秘密を公表した時の彼は、自分にだけわかるように、冷れい酷こくな笑えみを浮うかべた。

　あれがきっと、本来の彼の表情なのかもしれない。

「扇夕は必ず何か企たくらんでいます。如月様は……叢雲は生きていると凌箔は知りましたが、復ふく讐しゆうをやめる気はないようです。何とかもう一度凌箔に会って説得したいんですが、わたしは謹慎を言い渡わたされていて」

「ああ、屋や敷しきの外に見張りがいたな。帰ってきた時に見張りに気付いて、嫌いやな予感がした。もしや、秘密が知られたのではないかとな。もしお前と話ができないとまずいと思って、見張りに気付かれないようにして何とか屋敷に入ったが」

　さすがに四神の古ふる狸だぬきと言われる上総だと舌をまく。きっと見張りに見つかっていたら、すぐに上総も引っ立てられて、龍宝帝の所に連れて行かれただろう。

「白桜。わしは大内裏に行ってくる。わしがお前に無む理り矢や理り男のふりをさせたと主上に話す。何とか、お前だけでも助けてもらえるように……」

　腰こしを浮かしかけた上総の手を握にぎった。そして強い視線を向ける。

「おじいさま。青丞達の話では、主上はかなりご立腹のようです。もう事はわたしやおじいさまだけでなく、白虎一族全体の問題に発展しています。このままでは田舎いなかの父上や姉様、そして富士山にいる大叔父様達を含ふくめた一族全員が罰ばつを受けるでしょう」

「わかっている。だが、そんな事はさせぬ。もともとお前に男のふりをさせたのはわしじゃ。責任はすべてわしにある。主上の前で腹を切ってでもお詫わびする」

　上総は本気の目をしていた。

「待ってください。……実はわたしに考えがあります」

「考えだと？」

「ええ。成功する見込みは低いし、命がけになるでしょう。ですが、このままでは何も知らない一族のみんなまで処刑されてしまうかもしれません。この計画がうまくいけば、万に一つの可能性ですが、罰を受ける人たちを少なくできるかもしれない」

　自分でもうまくいくはずがないと思っているが、それでも強い口調を心がけた。

「遠くない将来、わたしは噓うそをついて主上と世間を騙だました罪で処刑される。恐おそろしいけれど、男のふりをすると決めた時から覚かく悟ごはできています。ですが関係ない一族のみんなだけは救いたいんです。だから命をかけて一か八ばちかの賭かけをします。協力してください、おじいさま」

　上総が驚おどろきに目を見開いた。やがてその目に涙が浮かぶ。

「……成長したな。白桜。都に来たばかりの頃はおどおどしていて、本当に白虎一族の跡取りとしてやっていけるのかと心配だったが。いまのお前は力強い目でまっすぐに相手を見るようになった。────お前は立派な白虎一族の跡取りだ。わしはお前を誇ほこりに思う」

　その言葉が何より嬉うれしくて、そっと微笑ほほえんだ。

「ありがとうございます。わたしは跡取りとしてみんなを救います。だからその計画を実行する為に、おじいさまには大内裏に行ってもらうよりも別の事をしてほしいのです。旅から帰って来た事は、まだ誰も知りませんよね？」

「あ、ああ。見張りに見つからないように屋敷に入ったから、橘に会ったぐらいだ」

「では、橘にはおじいさまの事は口止めしておきます。わたしの言う通りに動いてください」

「いったい、何をする気なのだ？」

　わけがわからないといったような表情だ。

　胸に手を当てて、大きく息をついた。

　自分でもまだ完全とは言えない計画で、一つ間違えば何もかもが失敗する。

　だから頭の中を整理して、まずは一番知りたい事を口にした。

「教えてほしい事があります。これがこの計画の一番の肝きもになります。この質問の答え次し第だいでは、もう一度旅に出てもらいます」

　さきほど考えた計画を上総に話して聞かせた。

　まだおぼろげな計画で、成功する見込みは薄うすい。

　案の定、上総が困こん惑わくして首を振ふる。

「それは……そんな事がうまくいくはずがない。やはりわしが主上の所に行って、腹を切る」

　背を向けようとした上総の着物を握り締しめて、引き留めた。

「いいえ！　死ぬのはできる事をすべてして、それでもどうしてもだめな時の最終手段です。みっともなくても最後まであがきましょう。一族のみんなを救う為に！」

　前に回り込んで両手をしっかりと握った。

　目を合わせると上総がしばらく考え込んで、やがて頷うなずいた。
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「寒いと思ったら、雪か……」

　白桜は庭に面した廊ろう下かに出て、空を見上げた。

　厚い雲が空に浮かんでいて、白い雪がひらひらと舞まい落ちている。

　広い庭には、いつのまにか雪が降り積もっていて、一面白い世界になっていた。

「荒あれた庭を隠すのにはちょうどいいな」

　苦く笑しようして、廊下に座った。ひんやりとした床ゆかには、埃ほこりが積もっている。

　屋敷で謹きん慎しんせよと命じられて、四ヶ月が経たっていた。

　この四ヶ月の間にいろんな事があったと思う。

「白桜様、お風邪かぜを召めされますよ」

　声をかけたのは橘だ。廊下をやってくる彼女に微笑んだ。

「たくさん着込んでいるから平気だよ。橘こそ、掃そう除じはそこそこにしてゆっくりしなよ。屋敷は広いから一人で掃除していたら、夜になってしまうよ」

　四ヶ月前までは何十人も使用人がいたが、いまは橘を含めた数人だけになっていた。

　そのせいで橘は毎日朝から晩まで休む間もなく屋敷を片付けて回っていた。

「大だい丈じよう夫ぶです。お屋敷は私の家も同然。家を綺き麗れいにするのは、苦ではありません」

　明るい声と表情だったが、彼女の手にあかぎれができているのには気付いていた。

「では、わたしも手伝おうかな」

「とんでもありません。白桜様は白虎家の跡あと取とりです。掃除なんてさせられません。私にお任せください」

　胸を叩たたいて微笑む彼女を見ていると、勇気づけられた。

　この四ヶ月の間、橘の優やさしさと強さにどれだけ救われただろう。

（橘の事はわたしも家族だと思っている。だから、これ以上彼女を見ているのが辛つらい……）

「……橘、もう一度言うよ。相応のお金を用意するから、都を離はなれた方がいい。これから先、白虎一族はどうなるかわからないんだし」

　目を伏ふせると、橘が慌あわてたように隣となりに座った。謹慎している間、使用人のほとんどに暇ひまを出していた。残ってくれた彼女には感謝しているが、ここにいても巻き込むだけだと思った。

「何を仰おつしやるんですか。たとえ使用人が一人もいなくなっても、私は最後までここにいます。私は子どもの時に親を亡なくして以来、ここで育ったんですから。白桜様も旦だん那な様も家族なんです。一いつ緒しよにいさせてください」

　気持ちは嬉しかった。しかしこのままでは彼女の為にならないとも思った。

「……でも」

「あの……」

　二人で話していると、庭先の方から声がかけられた。

　見ると、従者の琥珀こはくだ。まだ少年と言っていいぐらいの年ねん齢れいで、黒い短めの髪かみとつり上がった猫ねこ目めが印象的だった。ほうきを持った琥珀が、門の方に目を向けた。

「お客さんが来てますけど」

「琥珀！　お客さんではなくて、お客様ですよ。それから来ているではなくて、いらっしゃってますと言いなさいといつも言っているでしょう。いくら子どもでも、そんな言こと葉ば遣づかいは白虎家の従者として許されませんよ」

　橘が目くじらを立てたが、琥珀はすました顔だ。

「大丈夫ですよ。没ぼつ落らく寸前の貴族なんだから従者の話し方がおかしくても誰だれも気にしないし」

「はあ!?　いま、何て言いました！」

「まあまあ橘、落ち着いて。……琥珀、お客様はどなた？」

「知らない男二人です。やたら体格がよくて目つきが悪い人と、背が高くて海の色みたいな髪と瞳ひとみをした人です。二人ともすごく恰かつ好こういいですよ」

　鵬玄と青丞だとわかって、すぐに立ち上がった。

「橘……いや、琥珀。君が二人を広間に案内して。失礼のないようにね」

　琥珀が頷いて門の方へと駆かけていく。

　鵬玄と青丞に会うのは、約一ひと月つきぶりだ。

　青丞達は、屋や敷しきに出入りしているのが龍宝帝に知られると更さらに怒いかりをかうかもしれないと、訪問を控ひかえていた。白桜の様子を見に来たと言えば見張りは通してくれるが、あとから龍宝帝に何を話したと厳しく詮せん議ぎされるらしい。

　二人の顔を思い浮うかべると、自然と口元が綻ほころんだ。

「会えるのが楽しみだ」

　本音を呟つぶやいて、母おも屋やの広間へと向かった。







「久しぶりだな、白桜。元気だったか？」

　鵬玄と青丞の顔を見ると、嬉しくて胸がいっぱいになった。白桜は大きく頷く。

「ええ。二人とも、ようこそいらっしゃいました。朱咒は？」

　鵬玄が座りながら口を開いた。

「今日は大学寮りようの受験結果の発表だからな。あいつはその準備を手伝っているから来られなかった」

「受験結果の発表！　そうか、もうそんな季節ですね。平民達の受験も行われたと聞きました。いよいよ大学寮が身分の差なく誰にでも開放される事になるんですね！」

　彼らと向かいあうように座って、思わず笑えみをこぼした。

　平民達の入学は、夢に繫つながる大きな一歩だった。

　秋に行われた四神祭で、大学寮の改革について四神に伺うかがいを立てる為ために奉ほう納のう舞まいを行った。

　妨ぼう害がいはあったが、何とか四神祭は成功し、龍宝帝から平民の入学を許すと勅ちよく旨しも下された。

　その勅旨通り、貴族に交じって平民達も入学試験に挑いどんだと、一月前訪ねてきた青丞に聞いていた。

　夢は身分も男女の区別もなく、能力がある者が大だい内だい裏りで官かん吏りとして働ける世の中になる事だ。

　この国では、貴族の女性は家族や伴はん侶りよにしか顔を見せずに、御み簾すの中でただじっとして暮らす。それが当たり前だとされていた。

　しかしそれでは女性に戻もどった時に、もう二度とこの国の為に働けず、官吏として知り合った人々とも会えなくなる。

　白桜として味わった充じゆう実じつ感かんや自由、そして大切な人達を失うのは絶対に嫌いやだった。

　女に戻ってもやりがいのある仕事がしたくて、大学寮の改革の為に奔ほん走そうした。

　そしてとうとう、龍宝帝から近い将来女性の入学も許可できるよう取り計らうという言葉をもらっていた。

（こんな状じよう況きようでは、もし女性の入学が許されたってわたしが女に戻って大学寮に入学するなんて絶対に無理に決まっているけど、それでも改革がうまくいきそうで嬉うれしい）

　心の中で呟いたが、渋しぶい顔をしている青丞と鵬玄に気付いた。

「どうかしたんですか？」

　鵬玄がちらりと青丞に目を向けて、言いにくそうに口を開いた。

「身分の差なく、受験は行われた。今日の発表では平民達の中にも合格者が出ているようだ。ただ……ここにきて、平民達の入学を取りやめようという動きが出てきている」

「何だって……！　どうしてそんな事になったんだ？　だって、もう受験も終わって今日は合格発表だろう？　いまさら平民の入学を取りやめるなんて！」

　腰こしを浮かせると、青丞が手で制した。

「落ち着け。まだはっきり取りやめると決まったわけではない。ただ……扇夕がな」

　その名前を聞いて、眉まゆ根ねを寄せた。

「扇夕がどうしたんですか？」

　鵬玄が青丞と一度目を見合わせた。そしてこちらに視線を戻す。

「実は扇夕は、夢で四神のお告げを聞いてその通りの事件が起こった事から、大内裏で神の使いだと言われて、特別視されるようになっていてな」

「それは狂きよう言げんだ。夢を見たと言って、彼が自分の配下に命じて事件を起こさせていたに違ちがいないんだ！」

　それは以前にも話していたはずだが、青丞が渋い顔をする。
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「俺もそう思うが証しよう拠こはない。お前に言われて、扇夕の配下で事件が起こった部屋を見張っていた武官を調べようとしたが、もうすでに職を辞して大内裏から姿を消していた」

　悔くやしくて唇くちびるを嚙かみしめた。あの武官達を調べなければと思っていた矢先に、扇夕に女だと公表され、牢ろうに入れられたり屋敷で謹慎したりと身動きがとれなかった。

　その隙すきに、どうやら武官達に逃にげられたようだ。鵬玄が腕うで組ぐみをする。

「扇夕は神の声が聞こえる四神の使いと神格化されて、大内裏でも多数の崇すう拝はい者がいるらしい。あいつは四神がお告げになったと言って、政治にまで口を出すようになった。そしてお前が謹慎している四ヶ月の間に、大内裏でかなりの権力を持つまでになったんだ」

「そんな！　主上はそんな状態を指をくわえて見ているようなお方ではない。扇夕を止めてくださらないのか」

　龍宝帝は清せい廉れん潔けつ白ぱくな人物だ。

　扇夕の横暴を見て見ぬふりをするはずがない。そう思ったが、青丞が小さく息をつく。

「実は、扇夕はやんわりとではあるが、主上に女を官吏として登用した責任を追つい及きゆうするような事を言っているらしい。お前の秘密は他言しないようあの場にいた者達に口止めしているが、それも扇夕は黙だまっていてほしければと暗に含ふくめて、主上に自分の要求を告げているようだ」

（それって、扇夕が主上を脅おどしているって事か。そして脅しの材料はわたしの秘密……！）

　自分が龍宝帝の弱みになっていると知り、頭の中が真っ白になった。

「では、平民達の入学を取りやめるよう言い出したのはやはり……」

　おそるおそる口にすると、青丞が頷うなずいた。

「ああ、扇夕だ。他ほかにも、あいつは大内裏の人事や地方の役人達の事、年ねん貢ぐなどにも口を出すようになっている。主上は扇夕に弱みを握にぎられた形になっているから、そう強くは拒きよ否ひできないし、何よりあいつは神の使いだと一目置かれているから扱あつかいが難しくなっているんだ」

　扇夕の顔を思い浮かべた。優やさしげな美しい顔の奥に邪じや悪あくな心を持っている。

　苦しくて悔しくて息もできないほどだが、何とか気持ちを落ち着けて、いままでの事を頭の中で整理した。

「……扇夕の目的はこれだったのかもしれませんね」

　そして出た答えはそれだった。拳こぶしを握り締しめると、鵬玄が首を傾かしげた。

「どういう事だ？」

「四神の夢を見たと言って、そのお告げ通りに事件を起こす。目的は四神祭の妨害かと思われましたが、彼は燃やした楽器の代わりを手配したりして、祭りは滞とどこおりなく行えるようにした。彼の本当の目的はきっと、自分を神の使いだと世間に印象づける事だと思います」

　青丞と鵬玄を交こう互ごに見つつ、話を続けた。

「四神のお告げを聞いたと言って、その通りの事件が起こればみんな彼に一目置くでしょう。彼はおそらくこれからも四神のお告げだと言って、自分に都合のいい事ばかり言うに違いありません。でも四神祭の時に実際にお告げ通りの事が起こっているから、みんな信じてしまう」

　そんな知ち恵えを彼に授さずけた人物には心当たりがあった。

　頭に浮かんだのは白金の髪かみと紅の瞳を持つ男だ。

「おそらく、扇夕が神の使いだとみんなが信じるよう計画を立てたのは、凌箔だと思います。扇夕に大内裏で大きな発言力を持たせて、何かするつもりです」

　憶おく測そくだが自信はあった。

「それはあり得る話だな。しかし、主上に話したとしても信じてくださるだろうか」

　鵬玄が腕組みすると、青丞があごに手を当てて考え込んだ。

「証拠がなければ難しいだろうな」

　口を閉じた二人に向かって、思わず身を乗り出す。

「何とか主上にお目にかかれないでしょうか？　わたしから主上に説明させてほしいんです。扇夕達はきっとこの国を揺ゆるがすような何かを企たくらんでいるはずです。主上とこの国に危険が及およぶ前にそれを突つき止めたいんです」

　自分の気持ちをぶつけたが、鵬玄と青丞は難しい顔のままだった。

「……それは無理だ」

　呟つぶやくような声は青丞だった。鵬玄が頷く。

「四ヶ月経たっても、主上の怒いかりはおさまっていない。おそらくお前を深く信用していた分だけ、噓うそをつかれた事で裏切られた気持ちが強いんだと思う。いまお前が主上の前に出れば、火に油を注ぐようなものだ。今すぐ処しよ刑けいだと言われるかもしれない」

　青丞がそっと肩かたに手を置いた。

「お前は大人しくしているしかない。いま動けば命に関かかわるぞ」

　わかっているが、じっとしているのは耐たえられなかった。何より、自分のせいで龍宝帝の弱みを握った形になっている扇夕が、好き放題している事が許せない。

（悔しい……！　外に出られさえすれば、扇夕の噓を暴あばく為に動けるのに！）

　今すぐにでも屋や敷しきを抜ぬけ出して大だい内だい裏りに行きたかった。そんな気持ちを何とか抑おさえつける。

（落ち着け。まだだ。まだもう少しだけ待たなくては。いま動けばあの計画が台無しになる）

　上総に無む謀ぼうだと言われた計画は、いまも進行中だ。計画に従って上総は姿を消している。

　自分がしなければならない事は、ここでじっと待つ事だった。

　仕方ないとわかっていても、何もできない自分の無力さを思い知って、叫さけび出したいくらいの口くち惜おしさが身体からだを支配した。

「お茶を持って来ました」

　どうにかその気持ちを押し殺していると、襖ふすまの外から声がした。

　琥珀の声だ。何とか気を取り直して息をつく。

「入って、琥珀」

　襖を開けた琥珀を見て、青丞が眉根を寄せた。

「さっきここに案内してくれた従者だな。初めて見る顔だが」

「最近屋敷に入った琥珀と言います。実は彼を紹しよう介かいしようと思っていたんです。……彼は橘の遠とお縁えんの者で、わたしが女である事やその他の事情も知っています。知恵もあって身も軽く、屋敷から出られないわたしの代わりに、青丞達との連れん絡らく役をしてもらおうと思います」

　琥珀がお茶がのった盆ぼんを正面に置いて、膝ひざに手を乗せた。

「よろしくお願いします」

　ぶっきらぼうな声に、鵬玄が軽く首を傾げる。

「男……だな。ずいぶん綺き麗れいな顔をしている。こんな子どもが役に立つのか」

　上から下までじっくりと眺ながめた鵬玄に、琥珀がにやっとした。

「年ばかりとっていても、自分の事も満足にできない人もいます。そんな人よりは役に立てると思います」

　自信に満ちた言葉は、とても少年のものとは思えなかった。

　思わぬ反論に驚おどろいたのか、鵬玄が軽く目を見開いたが、すぐに苦く笑しようした。

「なるほど。これは面おも白しろい。俺はお前みたいな生意気で自信過か剰じようなやつが好きだ。いつも下を向いて、人についてまわるしかできないようなやつよりよっぽどな。口が達者なのと同じくらい、実力もあるともっといいがな」

「期待には添そえると思います。よろしくお願いします」

　手をついて、琥珀が頭を下げる。

　鵬玄は悪党さえも裸足はだしで逃げるという妖よう鬼き帝ていと呼ばれるほどの凄すご腕うでの武官だ。

　彼の一睨にらみで誰だれもが震ふるえ上がるというのに、琥珀はその彼を前にしても一歩も引く気配はなかった。

（よかった。相性はいいみたいだな。これから鵬玄達には琥珀を可愛かわいがってもらわないといけないし）

　琥珀の紹介がすんでほっとしていると、青丞が何か思い出したようにこちらに目を向けた。

「では、何かある時は琥珀に頼たのんで屋敷まで来させろ。門番に琥珀が来たらすぐに取り次ぐように言っておく。それと話は変わるが、胡こ蝶ちようがお前を最近大内裏で見ないと心配していた」

　胡蝶とは、青丞の従姉妹いとこで、女性初の官かん吏りを目指している女性だ。

　胡蝶には、実は好きだと告白もされていた。

　完全に自分を男だと信じているので、いつも彼女に会うと申し訳ない気持ちになる。

「あいつはまだお前の秘密を知らないから、何かあったのではないかと思っているようだ。よかったら、文ふみでも書いて安心させてやってくれ」

「わかりました。では、病にかかった事にしましょう。うつるといけないから、見み舞まいは遠えん慮りよするけど、もうしばらくしたら元気になると書いて文を送ります」

　大内裏にはさまざまな知り合いができた。

　事情を知らない者達は、自分が長く大内裏を訪おとずれないのを不ふ審しんがっているに違ちがいない。

　龍宝帝に会って直接話をしたいのは山々だ。

　しかしいまは、じっと〝待つ〟事が自分の立てた計画を成功させる為ためには必要だった。

　悔くやしさに身体が引き裂さかれるようだったが、自分だけでなくみんなを救う為には、いまは何より我が慢まんが必要だった。
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「春はもうすぐそこまで来ているはずなのに、今年は寒さがひどいな」

　雪はやんだが、身体の芯しんまで凍こごえるような寒さは続いている。

　白桜は雪が積もった庭を眺めながら、ぶるっと身体を震わせた。

「ただいま帰りました」

　庭先から声が聞こえてそちらを向くと、琥珀が歩み寄ってくる所だった。

「ああ、ご苦労様、青丞には会えたか？」

「はい。屋敷にいらっしゃったので、話を伺うかがってきました」

　屋敷に来たばかりの頃ころは、言こと葉ば遣づかいがなっていないと橘に怒おこられてばかりだったが、短期間でずいぶんと成長したようだ。日に日に立ち居振ふる舞いや言葉遣いが従者らしくなっていた。

「青丞はなんと言っていた？」

　廊ろう下かに座ると、琥珀がやや声を潜ひそめた。

「やはり大学寮りようへの平民達の入学は、取り消しになる可能性が高いようです」

　思わず目を見開いた。先日合格発表があって、春の入学式まであと一ひと月つきほどになっていた。

　いまになって入学を取り消すなんて、あってはならない事だ。

「そんな……！　やっぱり扇夕の差し金なのか？」

「はい。扇夕が四神のお告げがあったからと、平民達の入学を取り消すよう帝みかどに迫せまっているようです。いまはまだ何とか帝と青丞様達で押さえ込んでいるようですが、扇夕の四神の夢を信じる者達が多くて、平民達の入学を撤てつ回かいしようという動きが激しくなっているみたいです」

　恐おそれていた事態が起こっているようだ。

　四神は陽真乙国にとって神聖なる存在だ。

　次期帝も四神のお告げで決まるし、国の大事に関わる事も、唯ゆい一いつ四神の声を聞ける帝が伺いを立てる事になっていた。

　それなのに帝の他ほかに四神の声を聞ける者がいて、彼の言う通りの事が現実でも起こったら、その人物の事を信じてしまう者もいるだろう。

　特に龍宝帝は強い意志のもとに政治を行っていた事もあって、強ごう引いんな部分がある。

　大学寮の改革に反対していた貴族達は、こぞって扇夕の味方をすると予想ができた。

「青丞様達は、受験も終わって合格発表もしたしもうすぐ入学式もあるのに、いまさら平民達だけ入学を取りやめるなんてできないと主張しています。ですが扇夕の味方をする貴族がかなりいて、彼らはそれに大反対して、大内裏が真っ二つにわかれているそうです」

　それは予想ができた事だった。

　このままだと、苦労してようやく進めた大学寮の改革が頓とん挫ざしてしまうだろう。

　何より、扇夕の夢のお告げが噓だとわかっているのに、それを証明できないでいるいまの状じよう況きように身を置く事が悔しくて辛つらくて仕方なかった。

「……もうそろそろいいんじゃないか？」

　言葉は自分に向けたものだった。

　この状況を打破する為にある計画を立てたが、それにはまだ〝待つ〟事が必要だった。

　しかしこれ以上扇夕の好きにさせるわけにはいかない。

「……あと少しですよ。確実になるまで待った方がいいのでは？」

　琥珀が密ひそやかな声を出した。彼は計画を知っている数少ない一人だ。

「でも、扇夕を放ってはおけない。屋や敷しきでじっとしていたら、彼の暴走がひどくなるばかりだ。確かにわたしが立てたあの計画には〝待つ〟事が必要だけど、それもあと数日だ。もしその数日待っている間に扇夕の意見が通ってしまったら、大学寮の改革は失敗に終わる」

　それだけは何としてでも阻そ止ししたかった。

（青丞達も扇夕の噓うそを暴あばく為に動いてくれているけど、大だい内だい裏りが扇夕の意見で真っ二つに割れるって事は、彼の崇すう拝はい者は思ったより多いみたいだ。きっと苦戦しているに違いない。……もう我慢も限界だ。屋敷でじっと様子を見ているしかできないなんて耐たえられない！）

　気持ちを抑おさえられずに立ち上がり、大きく息を吸い込む。

　扇夕の事を放ってはおけないのも本心だが、自分にはもう一つ、どうしても大内裏に行かなければならない理由があった。

「それに、そろそろ計画に従って、主上にお目にかからなければならない。わたしが立てたあの計画を成功させる為には、主上を説得する必要があるんだ。主上と二人で話をする為には、どうしても大内裏へ行かなければ」

　噓をついているとわかった時の龍宝帝の顔を思い出すと、震えがくるほど怖こわかった。

　しかし怖いからと言って屋敷に閉じこもったままでは、謹きん慎しん中に必死で考えた計画を実行できなかった。

　琥珀が困った顔をしつつ首を振る。

「ですが、青丞様から〝そのうち白桜が我慢ができなくなって屋敷を出たいと言うだろうが、絶対に出すな〟と言われました。いまはまだ女だって知っているのはごく一部だけど、大勢の人に知られたら庇かばえなくなるからと」

「それはよくわかっている。だけどそれでは計画が台無しになる。それは琥珀もわかっているだろう？」

　見つめると、琥珀が戸と惑まどうような顔をした。しかしすぐに表情を引き締しめる。

「はい。……では、いよいよ大内裏へいらっしゃるのですか？」

　興奮する気持ちをどうにか落ち着けようと深呼吸した。

　まずは冷静に事にあたらなければならない。

「ああ。わたしは白虎家の跡あと取とり白桜。その名に恥はじない行いをする。一族を救って、扇夕の噓を暴いて企たくらみを止める。それがわたしの務めだ！」

　決意して、まずは見張りのいる屋敷から抜ぬけ出すにはどうしたらいいか、考える事にした。
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　白桜は琥珀の奏かなでる横笛の音に耳をすませていた。

　凜りんとした音色は聞いていると勇気がわいてくるようで、心を落ち着かせるのには最適だ。

　琥珀が最後まで吹ふき終えると、もっと聞いていたかったのにと残念な気持ちにすらなる。

「いつ聞いても見事だな、琥珀の笛は」

「白桜様もずいぶん上手になりましたよ。俺が屋敷に来た頃はまったく吹けなかったのに」

　手にしているのは琥珀からもらった横笛だ。実は彼に笛を教えてもらっていた。

　何もする事がないと自分の無力さに叫さけび出したい気持ちになる。

　そんな時、笛を奏でると不思議と気持ちが落ち着いた。

「でも、まだまだだ。うまく吹けるようになったら、青丞達に聞いてほしいな」

　大内裏は今頃どうなっているだろうと思いを馳はせた。扇夕の暴走に、龍宝帝達は頭を悩なやませているようだ。何もできない自分自身が悔しくて仕方ない。

「白桜様、お客様です」

　笛をぎゅっと握にぎり締めていると、橘の声がした。

「客？　もしかして、胡蝶姫ひめか？」

「はい。白桜様から文ふみを頂いていらっしゃったそうです。いま、屋敷の見張りの者と話をされています。どういたしましょう？」

「外から訪ねてくる者までは見張り達も止めはしない。広間に通してくれ」

　ようやく自分にも何かができる機会が巡めぐってきたかもしれない。

　そう思うと、心が高こう揚ようして手が震ふるえた。

　いまから行う事が成功するかどうかは大きな賭かけだった。







　白桜は広間に入って正座し、姿勢を正した。じっと待っていると、襖ふすまが開く音がする。

「白桜様！　ご無事だったのですね！」

　耳に心地ここちいい美しい声だった。振り向くと、その声を持つにふさわしい容姿の胡蝶が、優美という言葉が似合うしぐさで腰こしを下ろしておじぎした。

「お久しぶりでございます。お会いしとうございました」

　身の丈たけほどの艶つややかな黒くろ髪かみ。色白の細ほそ面おもてに切れ長の目。唇くちびるには朱しゆ色いろの紅がさしてある。

　久しぶりに見る胡蝶は、相変わらず見とれるほど綺き麗れいだった。

　胡蝶が形のいい眉まゆを心配そうに寄せて、上から下までじっくりと見つめた。

「白桜様。ご病気だという文がまいりましたが、そのすぐあとに大事な用があるから会いたいという文が来て。どういう事かよくわからなかったのですが、とりあえず駆かけつけました。そうそう、お見み舞まいの品も用意してまいりましたのよ」

　駆けつけたという割には、準備がいいようだ。胡蝶は襖を開けて庭先を手で示した。

「えっ!?　これ、全部見舞いの品ですか？」

　思わず我が目を疑った。十人ほどの従者が庭にいくつも木箱を運び込んでいる。

　二人で抱かかえてようやく持てるというぐらいの大きさの木箱には、食料や着物や小物、それに薬と真っ白なさらしが山ほど積み込まれていた。

「何の病かよくわからなかったので、思いつく限りの薬と手当ての道具。それから食欲がないといけないので食べるものと、汗あせをかいていたら着き替がえもいるだろうと、いろいろ持ってまいりましたの」

　胡蝶は女性初の官かん吏りになるのが夢で、大内裏でもその賢かしこさは群を抜いている。

　その頭脳でかなりいろんな事を想像したようだ。

　大量の品々を前にして、思わず顔が引きつった。

（そういえば、前に主上に青丞との結けつ婚こんを申し込まれた時も、庭いっぱいの贈おくり物をされたよな。胡蝶は主上の姪めいだ。贈り物をたくさんするのは血筋なのか!?）

　あまりにたくさんの見舞いの品に驚おどろいたものの、何とか気を取り直す。

「ありがとうございます。実は病は噓なのです。申し訳ありません！」

　頭を下げると、胡蝶がきょとんとした。

　怒おこられるかと覚かく悟ごをしたが、胡蝶は嬉うれしそうな声を上げる。

「まあ、よかったわ。白桜様がご病気だと文に書いてあったので、胸が押しつぶされそうなほど心配でしたの。お元気なら、わたくしも嬉しいですわ」

　心の底から喜んでいる様子だった。それを見て、よけいに罪悪感にさいなまれる。

（本当に心配してくれていたんだな。わたしは胡蝶姫にも噓ばかりついている……）

「すみませんでした。実は胡蝶姫にお願いがあって来ていただいたんです。二人だけで話をしたいので、従者には母おも屋やから出てもらってもいいですか？」

　顔を上げると、胡蝶はすぐに頷うなずいた。

「しばらく大内裏にいらっしゃらないのには、何か理由があるのでしょう？　わたくしもそれを伺うかがいたいと思っておりました」

　胡蝶が従者の方に目を向けると、彼らは全員で礼をして荷物を置いて庭から出ていく。

　誰だれもいなくなったのを確かく認にんして、胡蝶が襖を閉めた。

　無む駄だのない所作で正面に座った胡蝶が、真しん剣けんな眼まな差ざしを向ける。

「……変な噂うわさを聞きましたの。白虎家の白桜は、龍宝帝の怒いかりに触ふれて、謹慎させられていると。それがどんな理由かまではわかりませんが、主上にお聞きしたら、白桜の話はするなと怒った表情をされて」

　心配げな表情を浮うかべて、胡蝶が話を続ける。

「それで青丞に白桜様の事を聞きましたら、いまは事情があって白桜には会えないと言うばかり。はっきりした事がわからずに、いてもたってもいられませんでした。そこに白桜様から文を頂いたので、主上には知られないようこっそりまいりましたの」

　貴族の姫がこっそり大内裏を出るなんて普ふ通つうならあり得ない。しかも胡蝶は龍宝帝の姪だ。

　龍宝帝の目を盗ぬすんでここまでやってくる行動力には、目を見張るものがあった。

「白桜様……。いま、大内裏は嫌いやな空気が流れております。扇夕様が四神のお告げを夢に見たと言われて、主上のお決めになった事に四神が反対されていると次々と異議を唱えたりされて。でももっとおかしな事に、主上は扇夕様に反論せずにその通りになさるのです」

　胡蝶は綺麗な顔に嫌けん悪おの色を浮かべていた。

「主上が扇夕様の意見をお聞き入れになるのは、どう考えてもおかしいと思うのです。大学寮りようの改革だって、平民達の入学がもうすぐだというのに、扇夕様が四神が反対されている夢を見たから、中止にするかもしれないなんて仰おつしやって」

　やはり大だい内だい裏りでは扇夕の発言力が大きくなっているようだ。

　そして、龍宝帝が彼を抑えられない理由は……。

（わたしのせいだ。わたしの秘密を盾たてに扇夕は主上を脅おどしている。女だと気付かず官吏だと認めた責任を追つい及きゆうされたら、主上の立場だって危あやうくなる）

「聞いてらっしゃいますか？　白桜様！」

　胡蝶に呼びかけられてはっとした。

「す、すみません。聞いています」

「大内裏の嫌な雰ふん囲い気きの事も相談したくてまいったのですが……。屋や敷しきの周りに武官がおりました。最初は外からの侵しん入にゆう者を防ぐ為ためかと思いましたが、呼び止められて話をした感じではどうも様子が違ちがいます。彼らは屋敷を見張っているような気がしましたの。違いますか？」

　鋭するどく聞かれて、頷くしかなかった。

「……失礼します」

　そこへ声が聞こえて、襖が開いた。琥珀がお茶ののった盆ぼんを手に入ってくる。

　胡蝶が居住まいを正した。そんな彼女にちらりと目を向けて、琥珀が動きを止める。

　そして何度も目を瞬またたかせた。

「すげー綺麗なお姫様だ！」

　頰ほおを染めた琥珀がぽろっと口にした。その言葉に胡蝶が眉根を寄せる。

「うわーうわー都ってすげー。こんなに綺麗な人がいるんだな」

「琥珀、言こと葉ば遣づかい。また橘に叱しかられるよ」

　こそっと声をかけると、琥珀がもう一度目を瞬かせた。

「も、申し訳ありませんでした」

　頭を下げた琥珀に、胡蝶が苦く笑しようした。

「可愛かわいらしい坊ぼうやだこと」

　艶あでやかな笑えみを向けられたが、琥珀はむっとした顔になる。

「坊やじゃない。俺はもうすぐ十三歳です！」

「あら、では坊やじゃない。いいこと、都では女性の顔をまじまじ見るのは失礼なのよ。覚えておきなさい」

「でも、あなたはとても綺麗だから見とれたんだ」

　臆おく面めんもなく口にした琥珀に、今度は胡蝶が目を瞬かせた。

「面おも白しろい坊やだこと」

　口元に手を当てて笑う胡蝶に、まだ琥珀はむっとしていた。

「だから坊やじゃないって言ってるのに」

「まあまあ、琥珀。いま胡蝶姫ひめと大事な話をしているんだ。席を外してくれるか？」

　琥珀が渋しぶ々しぶといった表情で、お茶を置いて襖の方へと足を向けた。

「……失礼しました」

　襖を閉じるのを見届けて、胡蝶に頭を下げる。

「すみません。最近従者になったばかりで、礼れい儀ぎがなってなくて」

「いいえ。気にしていませんわ」

　手でお茶を勧すすめてから、気を取り直して胡蝶を見つめた。

「話を戻もどしますが、扇夕の事はわたしも心配しているのです。実はわたしは、彼が四神の夢を見たと言うのは噓うそだと思っているんです」

　胡蝶を呼んだのは、彼女の協力が必要だからだ。協力を頼たのむからには、彼女にも事情を知る権利があると思った。胡蝶は驚いた表情一つせず、静かにお茶を一口含ふくんだ。

「実は、わたくしもそうではないかと考えておりますの。四神のお告げを聞けるのは帝みかどだけ。四神祭の時に扇夕様が夢で四神のお告げを聞き、その通りの事が実際に起こったと言われていますけど、それだってあやしいですわ。自分で事件を起こした可能性だってありますもの」

　さすがに胡蝶は勘かんが良かった。

「ええ、わたしもそう思います。ただ、証しよう拠こがなくて」

「証拠がなければ、捜さがせばいいのですわ。屋敷に閉じこもっているなんて白桜様らしくありません。大内裏に出仕してくださいませ。一いつ緒しよに扇夕の罪を暴あばきましょう」

　そうしたいのは山々だ。返事できないでいると、胡蝶が眉まゆ根ねを寄せた。

「そうしたいのに、できないという顔をされていますわね。屋敷に見張りもいた事ですし、主上が何か怒っていらっしゃるようですし。謹きん慎しんさせられているというのは本当なのですね」

　小さく頷くと、胡蝶が手をとってじっと目を見つめた。

「わたくしをお呼びになったという事は、何かしてほしい事があるのでしょう？　何でも仰ってください。……白桜様をお慕したいしております。あなたの為なら、どんな事でもいたします」

　胡蝶の愛情は素す直なおに嬉しかったが、受け入れる事はできない。なぜなら自分は女だからだ。

（胡蝶姫に協力してもらうなら、何もかも話すべきだ。もう彼女に噓はつきたくない）

　真実を話したら騙だましていたと嫌きらわれる可能性は高かった。

　それでも、もう隠かくし事はしたくなかった。彼女は都に来て初めてできた女性の友達だ。

「胡蝶姫。ずっと隠していた事があります。それをお話ししたいと思うんですが、聞いてもらえますか？」

　おそるおそる見上げると、胡蝶は目を丸くしつつも頷いた。

「ええ。何でも仰ってください。何を言われても、白桜様への愛は変わりませんから」

　微笑ほほえみを向けられてくじけそうになったが、思い切って口を開いた。

「実は……」

　胡蝶の手をぎゅっと握にぎり返して、大きく息を吸い込んだ。

「実は……わたしは『女』なんです！」

　目を見て告白したかったが、そんな度胸はなかった。俯うつむいたまま口早に真実を話すと、握っていた手からすっと力が抜ぬけた。そのまま彼女の手が畳たたみに落ちる。

（なじられても怒おこられても仕方ない。……でも、泣かれたらどうしよう）

　胡蝶が大好きだから、涙なみだを流す姿は見たくなかった。

「……噓をついていて、すみませんでした。白虎一族を救う為には、どうしても跡あと取とりの男子が必要で……」

　男のふりをした理由をかいつまんで説明した。話し終わると、しばらく沈ちん黙もくが辺りに流れる。何も反応がない事が気になって目だけを胡蝶へと向けると、彼女は呆ぼう然ぜんとしていた。

　大きな黒い瞳ひとみは焦しよう点てんがあっていなかった。

「大だい丈じよう夫ぶですか？」

　声をかけると、胡蝶がびくっとして何度か目を瞬かせた。

「えーと。それでは、白桜様は……女性だという事ですか？」

　いつも凜りんとしていて、はっきりとものを言うのに、いまはとぎれとぎれだった。

　胡蝶の動どう揺ようが表れているようで、申し訳ない気持ちでいっぱいになる。

「はい。ちなみに、以前尚侍ないしのかみとして大内裏に上がった〝里り桜お姫〟はわたしです。胡蝶姫には花はな嫁よめ修しゆ業ぎようしていただきましたよね」

　強こわばった笑みを浮うかべると、胡蝶がぽかんと口を開けた。

「そういえば……！　白桜様と里桜姫は本当にそっくりだと思っていましたの。でも、髪かみはかつらを使うにしても目の色は……。ああ！　幻まぼろしの秘薬でございますわね！」

　小さく頷うなずいた。白虎家に代々伝わる古文書には、四神の跡取り達の特別な髪と目の色を黒に戻す秘薬の作り方が書かれている。効くかどうかは本人の体質次し第だいで、数日から十日ほどで効果が切れてもとに戻ってしまうのが難点だった。

　胡蝶が何度も何度も頷きながら声を上げた。

「……ああ、ああ、なるほど。そういう事でございますか。中ちゆう宮ぐうにと望まれていたのに断られたのは、白桜様と里桜姫が同一人物だったからですね。普ふ通つうは中宮に望まれて断るなんてあり得ないのに、どうしてだろうと思っていましたの。納なつ得とくしました。それにしても……」

　胡蝶の大きな目が、ふいに涙で潤うるんだ。

「こ、胡蝶姫!?　泣かないでください」

「そう言われましても、勝手に涙が出てしまうんです。だって女性相手に恋こいをしていたんですよ。白桜様になら、嫁とついでもいいと思っていたのに。一生あなたに添そい遂とげようと心に決めていましたのに……！」

　龍宝帝の姪めいである美しい彼女にはふるほど縁えん談だんがあった。しかしそれを全部断って、学問の道を突つき進んでいる。そんな彼女が唯ゆい一いつ好きだと告白したのが、自分だった。

　さすがに申し訳なくて、彼女の肩かたに手を置いた。

「ごめんなさい。わたしが本当に男だったら、胡蝶姫に妻になってもらいたかったんですが……。胡蝶姫の事は、都で初めてできた女性の友達だと思っているんです」

　胡蝶が涙を浮かべたまま、こちらに顔を向けた。

「友だと、言ってくださるんですか？」

「もちろんです。胡蝶姫は尊敬できる女性です。女性初の官かん吏りになりたいと仰おつしやって、常に努力されている。実はわたしも将来女に戻ったら、大学寮りように入って、〝里桜〟として官吏になりたいと思っているんです」

　胡蝶の手をそっと握った。白くて細い指は美しかった。

「胡蝶姫は、同じ夢を持つ同志だとわたしは思っています。都に来て男ばかりの環かん境きようの中で、胡蝶姫とお茶を飲んだりお話をしたりするのはとても楽しかった。唯一の安らぎの時間でした」

　微笑んで、じっと目を見つめた。

「胡蝶姫が大好きです。騙していたので嫌われるのは覚かく悟ごしていますが、それでもわたしにとって、胡蝶姫は一番の女性の友達です」

　胡蝶は黙だまって話を聞いてくれていた。口を閉じると、しばらく沈黙が流れる。

「……たとえ、白桜様が女でも、好きだという気持ちは変わりません」

　ようやく口を開いた胡蝶が、ゆっくりと微笑んだ。

「ええっと、その好きというのは……？」

　焦あせった声を上げると、胡蝶が袖そでで口元を覆おおった。

「勘かん違ちがいしないでくださいませ。殿との方がたに対する好きとはまた違うものです。女性として、友として、白桜様が好きだという事です」

「ありがとうございます！……でも胡蝶姫を騙していたのに、許してくださるんですか？」

　心配げな視線を送ると、胡蝶が腰こしに手を当てた。

「騙していたのは確かに許せませんわ。だけど白虎家の跡取り不足が原因で、白桜様が男のふりをしなければ、一族が都を追放になったんでしょう？　一族を守りたいという気持ちはわかります。きっとわたくしにも、噓をついて申し訳ないと思ってくださったんでしょう？」

　胡蝶の目は優やさしかった。彼女は賢かしこいだけでなく、人を思いやる気持ちも持っている。

　そんな所が大好きだ。

「白桜様が女性も大学寮に入学できるようにと主上に訴うつたえてくださったと聞いて、とても嬉うれしかった。わたくしを友達だと思ってくださるように、わたくしも白桜様を大切なお友達だと思っています。白桜様が本当に男だったら、妻にしていただきたかったのですが……」

　最後の言葉は本音だったようで、胡蝶は悔くやしそうな顔をしていた。

　どう返事していいかわからなかったのであいまいに微笑むと、胡蝶が毅き然ぜんとした顔になる。

「〝官吏になる為ために女性も大学寮に入学できるようになる〟それがわたくし達に共通する夢です。それを叶かなえる為には、まず目前に迫せまっている平民達の入学を成功させないといけません」

「ええ。ですがわたしはいま、女だという事が主上に知られて、屋や敷しきで謹慎させられています。このままでは、扇夕が平民達の入学を邪じや魔まするのを止められない」

　謹慎している四ヶ月、ずっと何もできない自分に苛いら立だちを感じていた。

　今日でそれを終わりにしたかった。

「扇夕に四神の声が聞こえるなんて話はまったくのでたらめです。その証拠を見つけ出して、扇夕が大学寮の改革を邪魔するのを阻そ止ししたいんです。そこで、胡蝶姫ひめにお願いがあります」

　彼女の協力が欲しくて、危険を承知でここに来てくれるよう文ふみを出した。

　できたら彼女を巻き込みたくないが、もういまの状じよう況きようではそんな事を言っていられない。

「仰らなくてもけっこうです」

　返ってきた言葉に、目を見開いた。

「え？」

「ここから抜け出す手助けと、大だい内だい裏りにこっそり入る為の協力をしてほしい、そうお願いしようとされたのでしょう？」

　にっこり笑った胡蝶に、思わず苦く笑しようした。大内裏一の才さい媛えんにはかなわない。

　胡蝶が堂々と胸を張った。

「もちろん、協力いたしますわ。このままだと、平民達の入学が中止になる可能性が高いです。そうなったら、わたくし達の夢である女性の入学も現実になる見込みはなくなってしまいます。そんな事は絶対にさせません。わたくしは、必ず女性初の官吏になってみせます！」

　力強い宣言を聞くと、勇気がわいてきた。

　同じ夢を持つ胡蝶の言葉は何より嬉しかった。

「ありがとうございます。ですが、わたしを手伝ったのがばれたら、胡蝶姫の立場も危あやうくなる。青丞にも大人しくしていろと言われていて……」

　協力してもらう為に来てもらったが、いざそうなると躊ちゆう躇ちよした。

　自分のせいで彼女が罰ばつを受ける事になったらと思うと、不安が心に広がる。

　しかし胡蝶は不敵な笑みを浮かべて大きく首を振ふった。

「殿方はいざという時に度胸が足りないのです。女性は何もできないと思っている殿方が多すぎます。わたくし達がどれだけの事ができるか、殿方達に見せてさしあげましょう」

　胡蝶の目は真しん剣けんだった。その目に勇気づけられて、大きく頷いた。

「わかりました。わたしも覚悟を決めます。このままでは扇夕にこの国を滅め茶ちや苦く茶ちやにされてしまう。彼が噓うそをついている証しよう拠こを見付けなくては。できる限り、胡蝶姫には迷めい惑わくをかけないようにしますので、屋敷からの脱だつ出しゆつと大内裏への潜せん入にゆうの手引きをして頂けますか」

　了りよう承しようの笑えみを浮かべた胡蝶を見て、さっそく準備の為に立ち上がった。
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　白桜は胡蝶をともなって、廊ろう下かを歩いていた。

　屋敷を抜ぬけ出す準備に取りかかる為、一いつ旦たん自室に戻もどるつもりだった。

「お待ちください」

　ふいに声をかけられて庭を見ると、屋敷を見張る武官が立っている。

　武官は龍宝帝の命令で、自分が外に出ていかないよう見張っているが、屋敷の中にまで入ってくる事はあまりない。思わず身構えて胡蝶を背に庇かばい、武官と向き合った。

「何でしょうか？」

　なるべく冷静な声を出したが、背中には冷や汗あせをかいていた。

（まさか、抜け出すつもりなのがばれたのか？）

　武官は屈くつ強きようで、視線は鋭するどい光を放っていた。

「胡蝶姫がいらっしゃると知らされておりませんでしたので、大内裏へ問い合わせました。たったいま如月様から返事がまいりまして、胡蝶姫は神社へ詣もうでる為に外出されたはず、主上に見つかるとまずい事になるので、すぐに戻ってくださいとの御ご伝言です。胡蝶姫、こちらへ」

　胡蝶と目を見合わせた。どうやら如月が武官の話を龍宝帝に回さず止めてくれたようだ。

　内ない緒しよで会いに来たとわかれば、胡蝶も龍宝帝に叱しかられるぐらいではすまないので助かったが、このまま彼女を帰すわけにはいかなかった。

（困ったぞ、いま胡蝶姫を連れて行かれたら、屋敷を抜け出す機会を失う。何とかしないと）

「胡蝶姫とは積もる話があります。せっかく来ていただいたのでお茶ぐらい差し上げてから……」

「いいえ。如月様が、主上が胡蝶姫の留守に気付かれる前に、急いで戻ってくださいと言われております」

　胡蝶が袖を引っぱって、そっと耳に口を寄せた。

「どうしましょう。このまま帰ってしまったら、しばらくは外出を禁じられると思います」

　自分にしか聞こえないような小さな声だった。

　何とか胡蝶をとどまらせる理由を考えるが、急にはいい案が浮うかばなかった。

「白桜様、お茶をお持ちしましたが」

　そこへ声をかけたのは琥珀だった。背後から茶器ののった盆ぼんを両手で持って、廊下を歩いて来る。そしてさっと武官に目をやった。

（あれ？　お茶はさっき持って来てもらったけど……）

　不思議に思っていると、琥珀がこちらにだけわかるように、そっと口角を上げた。

　その笑みに何か含ふくみがあると一いつ瞬しゆんで悟さとる。

「うわっ！」

　歩み寄った琥珀が何かに躓つまずいたのか、ふいに前のめりに倒たおれ込んだ。

「きゃっ！」

　持っていた盆もひっくり返って、胡蝶の裳も唐から衣ぎぬの裾すそに茶がこぼれる。

「ああ！　申し訳ありません。胡蝶姫！　お怪け我がはありませんか？」

　琥珀が慌あわてて胡蝶の前に跪ひざまずいた。

「ええ。裾にお茶がかかっただけですから、怪我はありません。でも着物が……」

　お茶で濡ぬれた着物を見て、ぴんときた。

「これはいけない！　せっかくいらしたのに、汚よごれた着物で帰すわけにはいきません。着物はありますので、どうかお着き替がえになってください」

　膝ひざをついて胡蝶の汚れた裳唐衣の裾を手に取り、大げさに声を上げた。

　琥珀が芝しば居いがかった様子で、廊下に正座し頭を下げる。

「申し訳ありません。どうか、お許しください。すぐに着物を持ってまいりますので！」

　その様子を見ていて、胡蝶の口角もわずかに上がった。

　どうやら何をしたいのかわかってくれたようだ。

　眉まゆ根ねを寄せて、怒おこったような顔になる。

「汚れたままでは大内裏に戻れませんわ。着替えてから帰るので、少し待っていてください」

　不ふ機き嫌げんそうに唇くちびるを尖とがらせた顔も美しかった。武官が仕方なさそうに頷うなずく。

「では、お急ぎください。門の所で待っておりますので」

　武官が背を向けて、門の方へと戻っていった。

　姿が見えなくなったのを見届けて、琥珀に目を向ける。

「助かったよ、琥珀！」

　立ち上がった琥珀が肩かたを竦すくめた。

「胡蝶姫に抜け出す手伝いをお願いされるのだろうと思いまして。武官と話している白桜様が困っている顔をされていたので、まだ抜け出す準備ができていないのだろうなと思って、足止めしてみました。……あの、ぬるいお茶にしたんですけど、熱くなかったですか？」

　自分に話しかける時は普ふ通つうだが、胡蝶と話す時の琥珀はやや俯うつむき加減で、頰ほおが赤かった。

「ええ。大だい丈じよう夫ぶですわ。それにしても機転が利きく坊ぼうやだこと」

「だから、坊やって言わないでください」

　胡蝶が微笑ほほえんで、そっと琥珀の肩に手を置いた。

「ありがとう、琥珀。時間を稼かせいでくれたから、助かりましたわ」

　見つめられて、琥珀の顔が更さらに真っ赤になる。その様子を見て、胡蝶が更に口を開いた。

「ありがとうついでに、もう一働きしてくださるかしら。琥珀」

　名前で呼んでもらえて有う頂ちよう天てんになったと顔に書いてある琥珀が、すぐに大きく頷いた。
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「胡蝶姫ひめ、牛ぎつ車しやに二人いらっしゃるようですが、誰だれが乗っているか御み簾すを上げて確かく認にんさせていただけますか？」

　門にいたのは、さきほど庭に入ってきた武官だった。彼に声をかけられて、白桜はびくりとする。胡蝶の牛車には、侍じ女じよと従者が十人ほど付き添そっていた。

　武官が御簾を上げようとすると、胡蝶の鋭い声がした。

「女性がいる御簾を上げるなど無礼でしょう」

「ですが、龍宝帝から白虎家の屋や敷しきの出入りを細かく確認するようにと言われています。来られた時は、牛車には胡蝶姫一人のはずでした。御簾越ごしにお二人乗っていらっしゃるのが見えるので、もう一人が誰か、帝みかどの命により確認させていただきます」

　強ごう引いんに武官が御簾を上げる。そして中を確認して、視線を鋭くした。

「そちらは、どなたですか？　胡蝶姫」

　牛車に乗っている女性は二人。

　一人は胡蝶、そしてもう一人は──。

「この侍女は白虎家の遠とお縁えんの娘むすめで、わたくしが行ぎよう儀ぎ見習いの為ために預かったのです。いま、足を痛めているので、牛車に乗せました。琥珀、ご挨あい拶さつなさい」

　胡蝶は真剣な表情だが、目が笑っていた。

　それもそのはず、牛車に一いつ緒しよに乗っているのは、かつらを被かぶって裳唐衣を着た琥珀だ。

「────こんにちは」

　十二歳の琥珀はまだ背も低く、声変わりもしていないようだ。

　細身で綺き麗れいな顔立ちをしているので、女装がすばらしいほどよく似合っていた。

「まあ、無ぶ愛あい想そでごめんなさい。わたくしがこれからびしばし鍛きたえようと思っておりますのよ。ほほほほほ」

　口元を隠かくして笑う胡蝶と、仏ぶつ頂ちよう面づらの琥珀を見て、武官が御簾を下げた。

「白桜様とは顔が違ちがうな。……申し訳ありませんでした。ではどうぞ」

　促うながされて、牛車の牛の手た綱づなを引いた。そしてそのまま通りの角まで歩くと、足を止める。

　被っていた笠かさを上げて、牛車の御簾を見つめた。

「牛車にわざと二人乗せて、注意をそちらに向ける。そしてわたしは秘薬を飲んで髪かみと目を黒くし、牛うし童わらわの恰かつ好こうをして見張りを欺あざむく。慌てて立てた作戦だったけど、うまくいきましたね」

　ほっとした声を出すと、御簾がすごい勢いで上げられた。

「どうして俺がこんな事をするんだよ！」

　顔を出したのは真っ赤になった琥珀だ。

　女装してくれと頼たのんだが、最初はどうしても嫌いやだと断られた。

　しかし何とか胡蝶と二人で説得したのだ。

「いかにもあやしい人ひと影かげを作って武官の目を牛車の中に引きつけたかったんだ。おかげでわたしには注意が向かなかったから、うまく抜ぬけ出せたよ。ありがとう。それにしても……」

　まじまじと琥珀の姿を見つめた。

「すごく美人だ。求愛の文ふみが山のように来ること間違いなしだよ」

「はあ!?　二度と女装なんてやらない。絶対ですよ。早く着替えさせてください！」

　わめく琥珀の肩に胡蝶が手を置いた。

「お黙だまりなさい。たかが女装くらいなんですか。わたくし達はいまから、この国を救う為に隠おん密みつ行動をするのですよ。もっと気合いをいれなさい」

　びしっと言い放たれて、琥珀が泣きそうな顔になった。

「あなたに見られるのが恥はずかしいのに……」

「何か言いましたか？」

　胡蝶の鋭するどい返しに、琥珀がぶすっとしながらも首を振ふった。

「何でもないです！」

　苦く笑しようしつつも、琥珀に目を向ける。

「不本意だろうけど、大だい内だい裏りまでそのままで頼むよ。大内裏へは素す性じようを隠して潜せん入にゆうするからね。うまく潜もぐり込めないと、胡蝶姫に迷めい惑わくがかかるよ」

　その一言に琥珀がはっとした。

「……わかりました。このまま頑がん張ばります」

（あれ？　琥珀の顔がずいぶん凜り々りしくなったぞ。……そうか。胡蝶姫に迷惑をかけたくないんだな。さっきも胡蝶姫に坊やじゃなくて名前を呼ばれてすごく嬉うれしそうだったし。もしかして、本当に胡蝶姫が好きなのかな？）

　琥珀は胡蝶と話をするたびに、顔を赤くしたり青くしたりと忙いそがしそうだ。

　胡蝶は確か二十歳はたちを越こえたくらいで、琥珀はまだ十二歳だ。

　年の差のある二人は傍はたから見るとまるで姉弟きようだいのようだった。

（うーん。たとえ琥珀の方が年が上だったとしても、胡蝶姫を振り向かせるなんて無理だと思うけど、でも二人は何だか見ていると面おも白しろいな）

　二人の会話を聞きつつ、牛の手綱を引っぱって前へと進んだ。

　胡蝶姫が屋敷に連れて来た従者の数は、あらかじめ見張りの武官が数えているはずだ。

　出ていく時に人数が増えているとあやしまれるので、自分の代わりに胡蝶姫がもっとも信しん頼らいする従者に屋敷に残ってもらった。

　その従者に自分の着物を着せ、白銀の髪のかつらを被ってもらい、身代わりを頼んだ。

　橘に事情を話して武官の目を欺けるように補ほ佐さしてもらっているから、しばらくは見張りの目をごまかせるはずだ。

「さあ、ここからが本番だ。必ず扇夕の噓うそを暴あばいて、大学寮りようの改革を成功させましょう！」

　決意の声が青空に響ひびくと、胡蝶と琥珀が大きく頷いた。
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　久々に来る大内裏は、重苦しい空気に包まれているような気がした。

　白桜は胡蝶の従者として大内裏の門を潜くぐり、琥珀を連れて彼女の部屋へと来ていた。

　後宮に胡蝶の部屋があるので、もし男の恰好の時に見つかれば、その場で手打ちにされてもおかしくない。何とか見つからずに胡蝶の部屋まで辿たどりついてほっとしていた。

　すぐに彼女の着物を借り、隣となりにあるもう一つの部屋で着き替がえる。

　長い黒くろ髪かみのかつらを被って裳も唐から衣ぎぬを着て部屋に戻もどると、胡蝶が目を見張った。

「確かに、以前大内裏にいらした里桜姫そっくりですわ。……本人だから当然ですけど」

「あの時は本当に騙だましていてすみませんでした。……これからは胡蝶姫の侍女を名乗る予定ですが、大だい丈じよう夫ぶですか？」

「はい。わたくし付きの侍女は数人おりますから。新しく入った者だと仰おつしやれば誰もあやしまないと思います」

「ちょっと待ってください！　どうして俺は女装したままなんですか？」

　怒いかりからか恥ずかしさからか顔を赤くしている琥珀に向き直った。

「ここは後宮だよ。護衛以外は男子禁制なんだから、琥珀も女装しないと動きづらいだろう」

　腰こしに手を当てると、琥珀が不満そうに口を尖とがらせた。その様子を見て、胡蝶が息をつく。

「白桜様、抜け出す時に琥珀の協力が必要だったのはわかりますが、どうして大内裏まで連れて来られたのですか？　子どもには危険な任務ですのに」

「子どもって言わないでください。俺はもうすぐ十三歳だって言ってるでしょう。十三歳は元服する年です。つまり、俺はもうすぐ大人です」

「でもまだ十二歳でしょう。どちらにしろわたくしより九つ年下の子どもです」

　ぴしゃりと言い切られて、琥珀がむっとした。

「女のくせに気が強い……あっ！」

　口にしてから失礼だったと気付いたのか、琥珀が慌あわてたように口元を押さえた。

　胡蝶は涼すずしい顔をしていたが、目には怒りの炎ほのおが灯ともっている。

「わたくしは女のくせにと言われるのが、一番嫌きらいです。だったらこう言い返しましょう。男のくせにおちびちゃんね」

　にっこりと笑われて、琥珀が真っ赤になった。

　確かにまだ成長途と中ちゆうの彼は、自分よりも胡蝶よりも背が低い。

　それは琥珀も気にしていたようだ。拳こぶしを握にぎり締しめて、胡蝶に食ってかかった。

「いまにあなたより大きくなってみせます！　そうなったらおちびちゃんという言葉は取り消してください。それから……俺をちゃんと大人の男として見てください」

　精いっぱい背せ伸のびしている琥珀が、可愛かわいらしく思えた。

　どうやら彼は本気で胡蝶の事が気になっているようだ。身の程ほど知らずといえばそうかもしれない。九つも年上の、龍宝帝の姪めいに向かってそんな事を言うなんて。

　しかし胡蝶は笑ったりはしなかった。

「いいですわ。でもわたくしより背が低い間は、あなたはお子様という扱あつかいにさせてもらいます。わたくしより背が高くなったら、あなたを大人として扱ってさしあげますわ」

　琥珀がぱぁっと表情を明るくした。

「絶対ですよ。すぐに大きくなってみせますから！」

　勢いこんで身を乗り出した琥珀を、慌てて手で制した。

「ちょっと落ち着いて。……胡蝶姫ひめ。すみません。琥珀が失礼な口を利きいて」

　頭を下げると、胡蝶が軽く息をついた。

「わたくしは大丈夫ですけれど、もう一度聞きますが、どうして琥珀を連れて来たのですか？　大内裏に入る前に着替えさせて屋や敷しきに帰せば良かったでしょうに」

「琥珀はとても賢かしこくて身が軽くて役に立つんです。屋敷で胡蝶姫が武官に連れて行かれそうになった時も機転を利かして時間を稼かせいでくれた。大事なわたしの相棒です。それに彼は最近都に出てきたばかりで世間知らずですが、いろんな経験をさせてやりたいと思っているんです」

　目を向けると、ようやく琥珀が口を閉じて大人しくなった。

「では、胡蝶姫。着物はお借りします。さっそく扇夕の事を調べに行ってまいります」

「ええ。お気をつけになって。白桜様は、以前は里桜姫として尚侍ないしのかみの地位につかれていたので、女装をしていてもそれを知っている方には見つかる可能性が高いです。くれぐれも知り合いに見つからないように行動してください」

「ええ。前髪が長いかつらを被かぶっているので、少しは顔が隠かくれるとは思うんですが、なるべく俯うつむいて歩くようにします。後宮から出れば、知り合いに会う事もないと思うんですが……」

　大内裏には官かん吏りは千人以上、侍じ女じよや女によ官かんも何百人といる。

　働く人達に紛まぎれれば、きっとうまく行動できるはずだ。それでも不安が心を占しめた。

（注意して行動しなくては。見つかったらわたしだけでなく、大内裏に連れて来てくれた胡蝶姫にも迷めい惑わくがかかる）

　気持ちを引き締めて、襖ふすまへと足を向ける。

「琥珀、行こうか。……では、胡蝶姫。神じん祇ぎ官かんへ行ってまいります」

「気をつけて。何か協力できる事があったら、いつでも仰ってくださいませ」

　胡蝶に見送られ、必ず扇夕の企たくらみを暴くと心に決めて、大内裏での一歩を踏ふみ出した。
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　女官達が後宮の廊ろう下かをしずしずと行き来していた。

　なるべく俯き加減で大人しく歩いているが、どうも彼女達の視線がこちらに向いているとわかって、白桜は首を傾かしげる。

（何でみんなこっちをじろじろ見るんだ？　わたしが白桜だってこんなにすぐばれるはず……うわぁぁぁ！）

　斜ななめ後ろを歩く琥珀に目をやって、心の中で悲鳴を上げる。慌てて琥珀の手を引っぱって、廊下の隅すみまで移動した。辺りに誰だれもいない事を確かめて、琥珀に囁ささやく。

「琥珀、女性の恰かつ好こうをしているんだから、裾すそがはだけるぐらい大おお股またで歩いてはだめだよ！」

　豪ごう快かいな歩き方のせいで、琥珀の着物の裾が乱れていた。

　それを直していると、琥珀が眉まゆ根ねを寄せる。

「どう歩けばいいんですか？　女性がどう歩くかなんて気にした事がないのでわかりません」

「とりあえず、わたしを見習って歩いてくれ」

「白桜様だって、かなり大股ですよ。周りにいる女官と比べるとだいぶ浮ういてますけど」

　うっと言葉に詰つまった。

　女性の恰好をするのは久しぶりなので、すっかり女らしいしぐさというものを忘れている。

「……さっきの女官達の視線は、わたしにも向けられていたみたいだな。気をつけるよ。だけど琥珀も女装が嫌いやなのはわかるけど、ここは堪こらえてくれ。……一いつ緒しよにみんなを救おうって約束しただろう？」

　その一言で、琥珀の表情が引き締まった。

「潜せん入にゆうしているから、おおっぴらには捜そう査さできないし、あまり嬉うれしくない状じよう況きように置かれる事も多いと思う。だけど大きな事を成し遂とげる為ためには、それなりの試練も犠ぎ牲せいも必要だ。琥珀には期待しているんだ。頼たのむから、協力して」

　目を見つめて訴うつたえると、琥珀が小さく頷うなずいた。

「さっきは胡蝶姫に生意気な事を言って、すみません」

　小声の謝罪だった。彼のこんな素す直なおな所は気に入っている。

「今度胡蝶姫に会ったら直接言うんだよ。じゃあ、神祇官に行こうか。後宮は知り合いも多いし、早く出たいんだ」

　今度はしぐさに注意して、長い裾を持ってしずしずと歩いた。

　琥珀もぎくしゃくとはしているが、同じようなしぐさをしてついてくる。

　胸をなで下ろしつつ、廊下の角を曲がると、ふいに誰かとぶつかった。

「うわっ！」

　額が誰かの胸にあたった。慌てて額を押さえると、頭の上から声がした。

「おお、これはすまなかったな。大丈夫か？」

　知っている声だ。顔を見なくても、相手が誰だかわかった。

（兵ひよう部ぶ省しようの蔵くら持もち卿きようだ！　まずいっ。里桜姫として会った事があるし、白桜としても会った事があるぞ！）

　彼は龍宝帝の腹心の一人で、太刀たちの腕うでが立ち、清せい廉れん潔けつ白ぱくで曲がった事が嫌いな人物だった。

「はい、大丈夫でございます。失礼しました」

　やや甲かん高だかい声を心がけて返事し、俯いたまま蔵持卿の隣をすり抜ぬけようとした。

「待て」

　低い声で呼び止められて、びくりとする。

（まずい！　ばれたのか？　蔵持卿はわたしが女だって扇夕が公表した時にもその場にいたし、もし見つかったら、ただじゃすまないぞ……！）

　冷や汗あせが額をつたった。

　このまま逃にげたい所だが、そんな事をしたらよけいにあやしまれるだろう。

「……何でしょうか？」

　俯き加減のまま、前まえ髪がみで顔を隠すようにして、蔵持卿に向き直った。

「こちらの女官は初めて見る顔だな。ずいぶん綺き麗れいな顔立ちをしている。……名前はなんという？　実は私には今年二十歳はたちになる弟がいるのだが、兄の私が言うのもなんだが女性の顔にかなりこだわりがあって。だが、そなたなら弟は絶対に気に入るだろう！」

　話を聞いて、一気に力が抜けた。

　蔵持卿はこちらを見てもいない。彼の視線は、琥珀に注がれていた。

「え、いや、あの……」

　困ったように焦あせる琥珀が、ちらちらとこちらに目をやる。

「申し訳ありません。わたし達は胡蝶姫のもとで行ぎよう儀ぎ見習いをしております。この子はこう見えて、まだ十二歳なので、そのようなお話はちょっと……」

「十二歳か。いやいや、結けつ婚こんはまだ先でよい。弟は兄の私もひくほどの美しい顔好きだからな。この者ほど美しければ、あと数年は苦もなく待つであろう」

（やんわり断っているんだから察してくれよ！　いや、そういえば主上の腹心達は、みんな自分の都合のいい事しか耳に入らない、とんでもない人達だった……！）

「それは困ります。あの……」

　なんと言って断ればいいか考えていると、琥珀がきりりとした表情で蔵持卿を見つめた。

「私はまだ行儀見習いの身。まずは必要な所作を身につけてからでないと、そのようなもったいないお話はお受けできません」

　きっぱり言い切った琥珀に、さすがの蔵持卿も目を瞬またたかせた。

　まだ年若い少女（と蔵持卿は思っている）に凜りんとした態度で言い返されたのに驚おどろいたようだ。

　その隙すきを見み逃のがさなかった。

「せっかくのお話でしたが、本人がそう申しておりますので。急いでいるので、失礼します」

　琥珀を促うながして礼をし、慌あわててその場をあとにした。

　しばらく歩いてようやく後宮から出ると、ほっと息をつく。

　辺りに誰もいないのを確かく認にんして、琥珀に向き直った。

「うわぁぁぁ。びっくりした。まさか蔵持卿に会うなんて」

　後宮に自由に出入りを許されている男性は、帝みかどとその家族。そして腹心達だけだ。

　よりにもよって、扇夕が秘密を公表した時に居合わせた蔵持卿に会うとは思わなかった。

「蔵持卿……あの人は偉えらい人なんですか？」

「そうだよ。主上の腹心の一人で、兵部省の蔵持卿だ。よく覚えておくといい。とてもすばらしい方だから」

　想そう月げつの事件の時も大たい雅がが謀む反ほんを起こした時も、蔵持卿は身体からだを張って龍宝帝を守った。

　この国の兵達をまとめ上げる精神力と体力を兼かね備えた武官として、陽真乙国の貴族の中でも一目置かれる人物だった。

「後宮を出た事だし、女装はやめよう。後宮以外で女官がうろうろしていると、逆にあやしまれるからね。これからは従者のふりをする方が目立たない。着物は持って来たから、どこか人のいない部屋を見付けて着き替がえよう」

　胡蝶の部屋を出る時から持っている包みは、中に従者の着物が入っていた。

　宿直とのいに使う部屋は昼間は誰もいないはずだと思って、紫し宸しん殿でんの方へと向かう。

　以前宿直した時に使っていた部屋の様子を窺うかがうと、どうやら誰もいないようだった。

「琥珀、先に着替えて。廊下で誰も来ないか見張っているから」

　頷いた琥珀が部屋に入ったので、襖の前に立った。

　しばらくそのままでいると、二人の貴族が廊下を歩いてくる。

　身なりからして格上のようなので、座って頭を下げた。

（何でここにいるのかって聞かれたら、主上に巻物を届けに来たって言おう。そういう用事を言いつけられて、紫宸殿に女によ官かんが来る事はあるし）

　何とか気を落ち着けた。こそこそしていたら、きっとあやしまれるだろう。

　緊きん張ちようして身を強こわばらせたが、貴族達は自分達の話に夢中らしく、こちらを見もしなかった。

　通り過ぎていく彼らの足をおじぎしたまま見つめて、心の中でほっとする。

「────青丞様が結婚されるというのは本当だろうか」

　ふいに耳に入った話し声に、身体がぴくりと動いた。

　黙だまってそのままでいると、貴族達は話を続けた。

「扇夕様の妹の蛍ほたる姫ひめとだろう。どうやら本当らしいぞ。蛍姫の美しさは兄の扇夕様を上回るほどだそうだ。しとやかでかいがいしく、いままでもふるほど縁えん談だんがあったらしい。それを断り続けていたのは、青丞様に片思いしていたからだそうだ。ようやくその恋こいが実るらしい」

　貴族達の姿が廊ろう下かの角を曲がって見えなくなっても、おじぎをしたまま動けなかった。

（青丞が……結婚？　扇夕の妹と？　青丞からはそんな話、聞いてない……）

　貴族達の話を何度も頭の中で反はん芻すうする。

　やがて頭は真っ白になり、何も考えられなくなった。

　貴族達は噂うわさ好きで、大だい内だい裏りにはいつでも変な噂が流れている。

　だから、きっとこれも単なる噂に違ちがいないと思った。

（でも火のない所に煙けむりは立たないって言うし。もしかしたら、結婚の話も本当にあるのかもしれない。青丞ももう結婚したっておかしくない年ねん齢れいだし。……あれ？　なんだろう。息がうまくできない気がする。胸が苦しい……）

　青丞は何度も好きだと言ってくれていた。

　里桜姫として会っていた時も、自分が女だという秘密を知ってからもずっと。

　そんな彼の気持ちにはまだ応こたえられていない。

　はっきりした態度をとらないのがいけないのに、青丞が結婚するという噂を聞いただけで頭が真っ白になるなんて、いったいどういう事だと自分を叱しつ咤たした。

「どうしたんですか？」

　声をかけられて、はっとした。

　振ふり向くと、裳も唐から衣ぎぬを脱ぬいで狩かり衣ぎぬ姿になった琥珀が立っている。

　慌てて大きく深呼吸した。

　いまは正体を隠かくして大内裏に潜せん入にゆうしている。

　うろたえたら、ぼろが出てしまうかもしれない。

「……いや、何でもないんだ。わたしも着替えるから、見張っていてくれ」

　琥珀と入れ替かわって部屋に入ると、さきほどの貴族達の話がまたしても頭に蘇よみがえる。

　四ヶ月間謹きん慎しんしていた。その間に、青丞にもいろいろとあったのかもしれない。

　扇夕はとても綺麗な顔をしていた。妹の蛍姫はそれを上回るほどの美しさという。

　だったら、きっとかなりの美女だろう。

　考えると、目元が熱くなった。感情の波がこみ上げて来て、瞳ひとみに涙なみだが浮うかぶ。

　しかし涙がこぼれる前に、上を向いてぐっと堪こらえた。

「わたしは白虎家の跡あと取とり、白桜。いまのわたしの役目は、扇夕の噓うそを暴あばいて野望を砕くだく事。そして白虎一族を救う事だ。それ以外は考えてはならない」

　自分に言い聞かせて、さきほどの貴族の話を頭から追い払はらい、手早く着物を着替えた。







　白桜は短い癖くせ毛げのかつらを被かぶった。秘薬のおかげで髪も黒くなってはいるが、このかつらの方が前髪が長めなので、何とか顔を隠せる。不自然でない程度に変装できている事を鏡で確認して、従者がよく着ている狩衣に着替えて部屋を出た。

　見張りをしてくれていた琥珀がこちらを向いて、首を傾かしげる。

「……どうかしましたか？　何だか、目が赤い気がしますけど」

　慌てて目元に手をやって俯うつむいた。泣いていたなんて、知られたくなかった。

「目にゴミが入ってこすったんだ。大した事はないから大だい丈じよう夫ぶ。それより、神じん祇ぎ官かんに急ごう」

　足早に廊下を歩いて建物から出て、神祇官へと向かった。

　神祇官に来るのは、四神祭以来だ。木こ陰かげから入り口を覗のぞいていると、琥珀が声をかけた。

「ここに、扇夕って人はいるんですか？」

「ああ、ここの責任者である伯はくの位を頂いている。扇夕は主上の腹違いの弟にあたるらしい。その地位を利用して、六年前に不正を行った。その罪は大学寮りようの改革へ賛成する事と引き替えに、叢雲という人物が被ったんだ。そして扇夕はいまもここで何食わぬ顔をして働いている」

「……それはまた、手て強ごわそうな敵ですね。どんな人物かもっと詳くわしく教えてください」

　扇夕を頭に思い浮かべる。初めて会った時は、優やさしい人物だと思っていた。

「綺麗な顔と穏おだやかな物もの腰ごしで、一見すると優しそうに見える。だけど……」

　女だという秘密を公表した時、彼はこちらにだけわかるように、冷たい笑えみを浮かべた。

　その表情は彼の邪じや悪あくな心を映しだしているかのようで、心底ぞっとした。

「……心では何を考えているのかわからない人物だ。絶対に彼の前では油断するな」

　低い声を上げると、琥珀が真しん剣けんな表情で頷うなずいた。

　神祇官を見張りながら、いままでの事を頭の中で整理した。

（ようやくここまでこられた。もうすぐ春だ。そうなったら、あの計画を実行できる。計画を成功させる為ために、我が慢まんに我慢を重ねて謹慎の日々を耐たえたんだ。苦しかった日々を無む駄だにしないようにしないと）

　謹慎している間は、一日が一年に感じるほどだった。扇夕の企たくらみを暴きたくて、じっとしていられなかった。何とかそれを堪えて、やっと大内裏で扇夕を調べられるようになった。

　絶対に扇夕が何を企んでいるか突つき止めてみせると、心に誓ちかう。

「誰だれか出てきましたよ」

　琥珀の囁ささやきで我われに返った。入り口に目をやると、数人の貴族を連れた扇夕が姿を現した。

「あれは……！」

　四ヶ月前の彼とはまったく違う姿に目を疑った。

　ていねいに結ゆい上げられていた髪かみは無造作におろしてあり、地味だった着物もいまは赤い地に金糸銀糸で刺し繡しゆうをほどこした華か美びなものになっている。

　何より前と変わったのはその表情だ。

　以前は気弱そうだったのに、いまは強気で自信に溢あふれた表情になっていた。

「綺き麗れいな顔はしているけど、穏やかな物腰には見えないですね。あれが本当に扇夕ですか？」

　目を見張った琥珀に頷いた。

「ああ。おそらく本ほん性しようを現したんだ。いまの姿が本当の彼だろう」

　扇夕は六年前に数々の罪をおかしたというのに、いまでも平然と大内裏に居続けている。

　それだけ肝きもが据すわっているのか、罪悪という観念を感じる心を持っていないのか。

　琥珀がそっと声を潜ひそめた。

「これからどうしますか？」

「まずは、扇夕が四神の夢を見てお告げを聞いたという噓を暴かなければ。それが噂になって、扇夕は神の使いだと言われて一目置かれるようになった。あんなに取り巻きがいるのはそのせいだ。彼の噓を暴ければ、いまの状じよう況きようを打破できるはずだ」

　木陰や植え込みに姿を隠しつつ、彼のあとをこっそりついていく。

　どうやら彼らは紫宸殿へ向かっているようだ。

　紫宸殿は帝みかどが正式に命令を下す為の場所だ。扇夕はその紫宸殿の庭へ堂々と入っていく。

　さすがに取り巻き達が入るのに躊ちゆう躇ちよしていると、扇夕があごでついてくるよう促うながした。

　紫宸殿の見張りをしている衛兵達も、困ったような顔をしつつ黙もく認にんしている。

　身を低くして植え込みに隠れて様子を窺っていると、扇夕はあろうことか龍宝帝が腹心達と話をしている広間に庭から近づいた。

　広間と廊下を隔へだてる襖ふすまは開けてあって、庭からも龍宝帝と腹心達の姿が窺える。

　久しぶりに見る龍宝帝は、以前とわずかに違うような印象を受けた。

「主上……少し瘦やせられた気がする」

　龍宝帝は顔つきが鋭するどくなっていて、更さらに精せい悍かんな様子になっていた。

　庭から扇夕が近づいてきたのに気付いて、龍宝帝が眉まゆ根ねを寄せる。

「……話し合いの最中だ」

　声は低くて迫はく力りよくがあったが、扇夕は臆おくした様子もみせなかった。

「四神が平民達の大学寮への入学を中止せよとお告げになったと、先日お伝えしたはずです。いつになったら取りやめると正式に発表してくださるのか、伺うかがおうと思ってまいりました。もう入学式まで一ひと月つきをきっています。あまり直前に取りやめの発表をするとまずいのでは？」

　口調は慇いん懃ぎん無礼な印象を受けた。

　にやにやとした顔は、とても天子に対する態度とは思えない。

「いま、その入学式の話し合いの最中だ」

「ではちょうどよかった。四神はお怒いかりです。平民達が大学寮に入り、この国の中ちゆう枢すうを担になう官かん吏りになるなどとんでもないと。平民達の入学を取りやめないと、この国に大きな災わざわいが起こるでしょう」

　芝しば居いがかった大げさな口調に、龍宝帝が明らかに不快な表情を浮かべた。

　取り巻き達や腹心達は慌あわてたような表情になったが、扇夕は涼すずしい顔だ。

　そこへ凜りんとした声が響ひびいた。

「大学寮の改革は、すでに決まって勅ちよく旨しが下されています。いまになって、撤てつ回かいする事はありません」

　声は龍宝帝の一番の側近と言われる如月だった。

　如月が目を向けると、扇夕が一いつ瞬しゆん怯ひるんだような顔をした。

　それもそのはずだ。六年前、扇夕は自分がおかした罪の数々を、如月……その時は叢雲という名前だったが、彼に被ってもらって罰ばつを免まぬかれた経緯いきさつがある。

　しかし、扇夕はすぐに強気な表情になった。

「そういえば、白虎家の白桜はいかがなさいました？」

　ふいに名前を呼ばれて、心臓がぎゅっとしめつけられたような気分になった。

　龍宝帝と如月、そして腹心達は視線を落として黙だまり込んだ。

　彼らは全員、秘密が公表された場に居合わせていた。

「白桜の罪を……おっと」

　扇夕がわざとらしく口に手を当てた。取り巻きの一人が目を丸くする。

「白桜様の罪ってなんでございますか？　そういえば、最近白虎家の白桜様の姿を大だい内だい裏りで見かけませんが、それと何か関かかわりが？」

　言葉の端はし々ばしから、好こう奇き心しんが滲にじみ出ていた。扇夕は龍宝帝に目をやりつつ、口角を上げた。

「私の口からは言えないよ。主上にご迷めい惑わくがかかるといけない。さあ、そろそろ行こう。主上が四神のお告げを無視されるなら、四神の社やしろに許しを請こう祈いのりを捧ささげなければ。私の祈りごときで四神の怒りが解けるとは思わないが、お告げを無視される主上をお守りしないと」

　恩着せがましく言い放ち、扇夕が取り巻き達を引き連れて庭をあとにした。

　龍宝帝はきつい視線を送るだけで何も言わない。

　その様子はいつも強気な龍宝帝とはまったく違ちがっていた。

　植え込みに隠かくれて座り込んだ。そして頭を抱かかえる。

「やっぱりわたしのせいで、主上は脅おどされているんだ。だから大きな顔をしている扇夕を咎とがめられないでいる。どうしたら……」

　ぎりりと唇くちびるを嚙かんだ。一いつ緒しよに座り込んだ琥珀が、むっとした顔をしている。

「あいつ、イラっとしますね」

　琥珀の感想はかなり的確だ。何とか気持ちを落ち着かせて立ち上がった。

「扇夕を追おう。主上にあんな態度をとるまで増長している彼を、やはり放ってはおけない。何とかしなければ」

　落ち込んでいても何も始まらない。行動あるのみだと紫し宸しん殿でんの庭をあとにしようとした。

「そこで何をしている？」

　扇夕を見失わないように焦あせったせいか、周りへの警けい戒かいが薄うすくなったようだ。

　声をかけたのは紫宸殿を警護する衛兵だった。

「どこの者だ？　ここは帝のおられる紫宸殿だぞ。許可はあるのか？」

（まずい……！）

　琥珀と一緒に動きを止めた。そして顔を伏ふせつつ、衛兵の方を向く。

「……椿つばきの手入れをしにまいりました。枯かれた花を摘つむように言われまして」

　紫宸殿の庭に咲さく赤い椿に目をやった。

「誰の命令だ」

「如月様です。〝完かん璧ぺき〟に枯れた花をすべて摘むように命じられています」

　にっこり微笑ほほえむと、衛兵がようやく納なつ得とくしたように頷いた。

「如月様が仰おつしやりそうな事だな。いまは主上が広間でお話をされている。花の手入れをするのは、お話が終わってからにするように」

「はい」

　何とかごまかして衛兵に背を向けた。早く庭を立ち去ろうと足を速める。

（ああっ、びっくりした！　ばれたかと思ったけど、よかった……うわっ！）

　胸をなで下ろしながら歩いていると、ふいに木こ陰かげから出てきた誰かにぶつかった。

　その勢いで尻しり餅もちをつく。

「す、すみません」

「いや、こちらこそ」

　声が聞こえて、びくっとした。

（あれ？　この声って……！）

　おそるおそる顔を上げると、紺こん碧ぺきの瞳ひとみとぶつかった。

　青丞がこちらをまじまじと見て、すぐに目を見開く。

「どうかされましたか？　青丞様」

　聞こえたのは、さきほどの衛兵の声だ。

　青丞がこちらと琥珀を交こう互ごに見てから、衛兵の方へと顔を向けた。

「……何でもない。ここは大だい丈じよう夫ぶだから、広間の方の護衛を」

「はい」

　衛兵が去って行く足音が聞こえた。

　しばらくそれを見送っていた青丞が、再びこちらに目を向けた。

　怒おこっているような呆あきれたような表情で、腰こしに手を当てる。

「大人しくしていろと言っただろう！　琥珀まで連れて大内裏に来て、何をする気だ！」

　叱しかりつつも手をさしのべてくれたので、それに摑つかまろうとした。

　しかし、ふいにさきほど聞いた貴族達の話が頭に浮うかぶ。

（青丞が扇夕の妹の蛍姫ひめと結けつ婚こんするって言ってた……）

　考えると、息ができなくなりそうな気がした。どうやら自分はその話に衝しよう撃げきを受けているようだ。だがどうしてこんなに胸が苦しくなるほど辛つらいのかと考えると、よくわからなかった。

　青丞の手に摑まらずに、自力で立ち上がる。

　いまは自分の感情に流されている場合ではなかった。

「屋や敷しきでじっとしていられませんでした。さっき扇夕が主上に話しかけているのを見ましたが、とても帝みかどに対する態度ではなかった。彼があんな大きな態度を取る原因はわたしです。絶対に扇夕を止めないと……！」

　目に強い怒りが灯ともった。その目で見つめると、青丞が小さく息を吞のんだ。

「しかし、主上の怒りはまだおさまっていない。大内裏にいるのがばれたら、お前だけでなく白虎一族全員が今すぐ処しよ刑けいになるかもしれないぞ。すぐに屋敷に戻もどれ」

「わかっています。でもこのままだと、大学寮りようの改革の歩みが止まってしまう！　それに合格した者達は入学を楽しみにしているのに、いまさら平民達だけ入学を取りやめるなんて事になったら、主上への不満を募つのらせるかもしれません」

　この国の権力を握にぎっているのは貴族だ。しかしこの国を担っているのは民たみ達だ。

　彼らは貴族の何千倍もいて、毎日畑を耕したり物を作ったりして必死に働いている。

　もし平民達の入学がここに来て取り消されるような事になったら、彼らは怒りを顕あらわにするだろう。いままで虐しいたげられていた分、その怒りは強いはずだ。

「民が帝に不満を持つようになったら、陽真乙国の未来は暗黒の闇やみに包まれるでしょう。そうなる前に、扇夕の噓うそを暴あばいて彼の企たくらみを止めなくては！」

　強い視線を投げると、青丞が苦しげに眉まゆ根ねを寄せた。

「……それは、確かにそうだが」

　青丞に向かって一歩踏ふみ出した。

「このまま屋敷でじっとしていても、わたしは罰を受ける身。だったら、行動して罰を受ける方がましです」

　言い切ると、青丞が目を見張った。

　彼はしばらく考えるように視線をさまよわせて、額に手を当てる。

「……お前の気持ちはわかった。帰れと言っても帰らない性格なのもよくわかっている。正直に言おう。扇夕の事はかなり大きな問題になっている。お前は勘かんが良くて行動力もあって、いままでもさまざまな事件を解決してきた。だからお前が協力してくれれば助かる。だが……」

　青丞に両りよう肩かたをぐっと摑まれた。すぐ間近に彼の紺碧の瞳がある。

「これだけは肝きもに銘めいじておけ。いままでとは違って、お前は謹きん慎しん中の身だ。もし見つかったら、お前だけでなく白虎一族全員が今すぐ処刑になってもおかしくない。くれぐれも正体がばれないようにしろ。その為ための補ほ佐さは俺がいくらでもするから」

　覚かく悟ごはできているという意味を込めて頷うなずくと、青丞が肩から手を離はなした。

「では、朱咒と鵬玄に会って、作戦を立てよう。いまの状じよう況きようも詳くわしく説明したい。全員で事にあたらないと、扇夕は手て強ごわいぞ」

　青丞のあとに琥珀と一緒についていく。

　扇夕が手強いのはよくわかっている。しかし、負けるつもりはなかった。
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　大だい内だい裏りで朱咒と鵬玄に会うのは久しぶりだった。

　白桜は清せい涼りよう殿でんにある青丞の私室に集まった彼らと輪になって座り、頭を下げる。

「すみません。みんなには屋敷でじっとしていろと言われていましたが、どうしても扇夕の事を調べたくて大内裏に来ました。ここにいるのがばれるとまずい事になるのはわかっています。でも、絶対に見つからないようにしますので」

　朱咒が何度か目を瞬またたかせて、息をついた。

「まあ、白桜が四ヶ月も屋敷でじっと謹慎していられた事の方が奇き跡せきだと思うけど。でもここにいるのが主上に見つかったら、本当にその場で手打ちにされてもおかしくないんだよ。その覚悟はできているのかい？」

　鵬玄が心配そうに眉根を寄せた。

「そうだぞ。ここに来たら、お前の命が危ないんだ。まだお前がここにいるのを俺達以外誰だれも知らないのなら、帰った方がいい」

「いいえ。見つかったらその場で処刑されるかもしれないというのは、自分でもよくわかっています。でも、このまま大学寮の改革が頓とん挫ざするのを黙だまって見ているわけにはいきません」

　言い切って、二人をじっと見つめた。

「わたしの命に代えても、改革は成功させます。入学式まであと一ひと月つきもありません。急いで扇夕の企みを暴かないと、とんでもない事になる。……わたしはわたしの決めた道を行きます。たとえ、それで死ぬ事になったとしても、悔くいはない……！」

　決意を込めた言葉を言い放つと、朱咒と鵬玄がはっと目を見開いた。

　二人は目を見合わせて、やがて息をつく。

　朱咒がこちらに顔を向けて、目を細めた。

「それでこそ、白虎家の白桜だ。誰がなんと言おうと、君は立派な跡あと取とりだよ」

　鵬玄は眉根を寄せたままだったが、小さく頷いた。

「お前を危険な目にはあわせたくない。しかし、このまま無む理り矢や理り大内裏から連れ出したら、お前はもっと苦しむのだろうな。……大内裏での行動はかなり慎しん重ちようにな。俺にできる事は何でも協力する」

　二人の気持ちが伝わってきて、嬉うれしくなって顔を綻ほころばせた。

「ありがとう。朱咒、鵬玄。それに青丞」

　二人を連れて来てくれた青丞にも目をやる。腕うで組ぐみしていた青丞が微笑ほほえんだ。

　朱咒がふと襖ふすまの方に目を留める。

「それはそうと、さっきから気になっていたんだけど、彼は誰だい？」

　振ふり向いて、襖の方で控ひかえている琥珀に目をやった。

「そういえば、朱咒にはまだ紹しよう介かいしていませんでしたね。彼は琥珀です。信用がおける従者で、わたしが女だという事情も知っています。屋敷から抜ぬけ出す時も大内裏に入る時も彼に手伝ってもらったんです」

「ふーん。……ねぇ、君は年はいくつ？」

　朱咒が琥珀を上から下までじっくり見つめた。

「十二歳です」

「へえ、もしかして、もうすぐ十三歳になるんじゃない？」

　朱咒がにんまりした。琥珀が驚おどろいたように軽く目を見開く。

「え、ええ。明日で十三歳になりますけど。どうしてわかったんですか？」

「別に。大した理由はないよ。私は医者でね。骨を専門としているんだ。十代初めの頃ころの少年は年々骨格が変わっていくから、そろそろ十三歳になるんじゃないかなと予想しただけ。それにしても綺き麗れいな顔をしているね。おや、誰かに似ているような気がするけど……」

　じっと見つめる朱咒の顔は、にやにやしているような気がした。

「よくあるような顔です。俺の事は気にしないで話を続けてください」

　俯うつむいた琥珀に、朱咒が口を尖とがらせた。

「冷たいな。もっと話をしようよ」

「朱咒、琥珀をからかうのはそのくらいにしてください。それより、四神祭の時に見張りをしていた扇夕の配下について何かわかりましたか？」

　四神祭の時の事を思い出す。

　準備の時に舞まい装しよう束ぞくや楽器がある部屋を見張っていた武官達がいた。

　彼らが扇夕に命じられて、舞装束や楽器を傷付けたのではないかと予想していた。

　朱咒がようやくこちらに視線を戻す。

「彼らはすでに職を辞して大内裏を去った事は知っているよね」

「はい。彼らの行方ゆくえを捜さがすと言われていましたが、どうでしたか？」

「それが……身分書を頼たよりに実家を調べたけど、その家には誰も住んでいなかったんだ」

　朱咒が目を向けたのは鵬玄だ。彼が腕組みして頷いた。

「その二人の名は、鏑かぶら木きと淀よど松まつという。額にほくろがあった若い男が鏑木で、細身で中年の男が淀松だ。彼らの身分書はでたらめだった。住所も経歴も何もかも。大内裏を去ったあと、二人がどこに行ったのかまったくわからない」

「そんな……！　二人の行方を追う術すべはないのか！」

　鵬玄に詰つめ寄ったが、彼は難しい顔をしている。

「一いつ緒しよに働いていた者に話を聞いて何か手がかりを得られればと思ったが、彼らが配属されていた神じん祇ぎ官かんは扇夕が仕切っているから、おいそれと探さぐりはいれられない。あいつを刺し激げきすると、四神が白虎家の白桜を死し刑けいにせよと仰おつしやっていると騒さわぎ立てるんだ」

　またしても自分のせいで捜そう査さが滞とどこおっているとわかって、愕がく然ぜんとした。

　悔くやしい気持ちと怒いかりとみんなに対する申し訳なさで、身体からだを震ふるわせる。

　朱咒が肩を竦すくめた。

「私達は扇夕の配下に見張られている。いまは何とかまいて来たけど、あまり長い間姿を消すと、扇夕が白桜を死刑にしろと主上に怒ど鳴なり込むんだ。だから大内裏から出るのにもかなり気を遣つかう。おかげで君の様子を見に行きたくてもなかなかできなくて」

　青丞達が屋や敷しきを訪おとずれるのは月に一度ほどだった。それでも何とか扇夕の見張りをまいて来てくれたのだと思うと、感謝の気持ちでいっぱいになる。

「如月も主上の腹心達も見張りがついているから下手へたに動けない。複雑な事情があるから、あんまり信用できない者には調査を頼たのめないし。扇夕はこちらの動きに敏びん感かんで、彼に内ない緒しよで動こうとすると四神のお告げだと言って大内裏の人事や政治について無む茶ちやな要求をしてくるんだ」

　ため息をついた朱咒に向かって、身を乗り出す。

「わたしが調べます。神祇官に潜せん入にゆうして……」

　言い終わらないうちに、鵬玄が首を振った。

「それはあまりにも危険だ。正体がばれる可能性も高いし、何より扇夕は一ひと筋すじ縄なわではいかない。あいつの後ろには凌箔がいるんだぞ」

　ガチャ！　と背後で音がした。振り向くと、琥珀が茶器を落としたようだった。

「すみません。みなさんにお茶でもと思ったんですが、手がすべってしまって。話を続けてください」

　琥珀に頷うなずいて、言葉を選んだ。

「……扇夕の噓うそを暴あばくには、四神祭での事件の真相を調べる必要があります。神祇官に潜入するのが無理なら、何か違ちがう方法を考えてみます。それと……」

　大内裏に来たのは、扇夕の企たくらみを暴いて大学寮りようの改革を成功させる為ためだ。

　しかし実はもう一つ、どうしてもやらなければならない事があった。

（わたしは白虎家の跡取りとして、一族のみんなの命を背負っている。わたしが考えたあの計画がうまくいけば、みんなの命が救えるかもしれない。計画を成功させる為には、まず……）

「主上にお目にかかりたいのですが……」

　青丞達が驚きよう愕がくして目を見開いた。

「何を言っている。謹きん慎しん中なのに屋敷を勝手に出たのが主上に知られたら、処分されるぞ！」

　青丞が声を上げると、鵬玄が身を乗り出した。

「そうだぞ。主上の怒りはかなりのものだ。絶対に主上には会うな。死ぬ事になるぞ！」

　一言一言に傷付く自分がいる。龍宝帝に仕える官かん吏りとしていままで命がけで働いてきた。

　女だというだけで、その努力は無む駄だになるのだろうか。

　そう考えると、悲しくて悔しくて今にも涙なみだがこぼれそうだった。

　朱咒が青丞と鵬玄を抑おさえるように手で制した。

「二人とも落ち着いて。……白桜、いまは主上には会わない方がいいと私も思う。そんな事をしたら、君の命の保証はできない。主上に会いたい理由はなんだい？　直接謝りたいとかだったら、もう少し怒りがおさまるのを待ってからの方がいい」

　そうしたいのは山々だが、それを待っていたら、あとどれだけ時間がかかるかわからない。

　主上には、〝いま〟会わなければならないのだ。

「────わかりました」

　しかしこれ以上みんなに心配をかけたくなくて、神しん妙みような顔をした。ほっとした表情になった彼らに目をやりつつ、頭の中ではどうすれば龍宝帝に会えるか考えを巡めぐらせる。

（怒りをぶつけられるのは覚かく悟ごの上だ。たとえ命の危険があっても主上に会って話さなければならない事がある。……そうだ、一か八ばちかあの人に頼んでみよう！）

　頭に浮うかんだのはある人物だ。

　かなり無む謀ぼうだとは思ったが、もうこれしか手段はないと覚悟を決めた。
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　青丞は龍宝帝の私室を前にして、息を吸い込んだ。

「主上、失礼します」

　襖を開けると、巻物を手にしていた龍宝帝がこちらに目を向け、やや首を傾かしげる。

「どうした、青丞。お前が一人で来るなんて珍めずらしいな」

　前まえ触ぶれなく帝みかどのもとを訪ねても咎とがめられないのは、息子むすこである自分ぐらいのものだった。

　襖を閉めて、龍宝帝の前まで進み、腰こしを下ろした。

　改めて見つめると、龍宝帝は疲つかれた顔をしていた。

　もちろん普ふ段だんはそんな顔を他人に見せたりしない。

　おそらく息子である自分と二人だけなので、気を許しているのだろう。

　以前なら自分の前でも決して油断した顔を見せる事はなかったが、きっといまは余よ裕ゆうがなくなっているのだろうと思った。

　龍宝帝をここまで悩なやませる原因になった男の顔を思い浮かべる。

「……主上。お話があってまいりました。扇夕の事です」

　龍宝帝の表情が引き締しまった。

「扇夕は、取り巻き達を引き連れて政治に口を出し、好き放題に振る舞まっています。このままでは彼が大だい内だい裏りを乗っ取るかもしれないと危き惧ぐされるまでになっています。何とかしなければなりません」

「わかっている。しかし扇夕は四神のお告げが聞けると噂うわさが立って、神の使いだと崇あがめる貴族達まで現れている。周りがうるさくなったせいで、そう簡単に扇夕を黙だまらせられなくなった」

　龍宝帝の大きな悩みの一つはそれだった。

　しかも扇夕は龍宝帝の弟で、自分にとっては叔父おじにあたる。

　政治の為なら非情になれる龍宝帝だが、実は情に厚い事を息子の自分はよく知っていた。

　いまの状じよう況きようでは、もう扇夕を切り捨てるしかないとわかっているだろうが、きっと心の中では弟を守ってやりたいという気持ちもどこかにあるのだと思う。

　複雑な気持ちを抱かかえているだろう父を見つめていると、辛つらくなった。

「俺達四神の跡あと取とりや如月達は扇夕の手下に見張られています。下手には動けません」

「ああ、扇夕の事はおいそれと誰だれにでも事情を話すわけにはいかないから、他ほかに調査を頼める者もいない。せめて、四神の声が聞こえているというのがやつの噓だという証しよう拠こが摑つかめれば……」

　腕うで組ぐみした龍宝帝を見て、やや目を伏ふせた。

「一人だけ、事情を知っていて、動ける者がいます」

　本来の目的を告げる為に、声を潜ひそめた。

「何だと？　それは誰だ？」

「……白桜です」

　名前を言ったとたん、龍宝帝の顔が怒りに染まった。

「馬ば鹿かな事を言うな！　白桜は謹慎中だろう。すぐにでも処しよ刑けいしようと思ったのに、お前達が止めるからいまは様子を見ているだけなのだぞ」

「お待ちください。白桜は処刑されるほど悪い事をしたのでしょうか？」

　興奮している様子の龍宝帝に向かって、なるべく静かな声を出した。

「確かに女なのに男だと噓をついていたのは事実です。しかしそれは跡取りのいない一族を救う為。白桜も好きで噓をついていたわけではありません。それに、それ以外では白桜は忠実な臣下だったはずです。主上の命令をかけずり回って遂すい行こうし、いつでも一いつ生しよう懸けん命めいだった」

　龍宝帝がぐっと言葉に詰まった。それを見み逃のがさずたたみかける。

「白桜が噓をついていたからといって、いままでの功績まで無視するのはいかがなものかと思います。いまの状況で自由に動けるのは白桜だけ。そしてきっと白桜は扇夕の事を調べて、主上の思う通りの結果を出せるはずです。それはいままでの働きを見ても明らかなはず」

　じっと龍宝帝を見つめた。白桜はいま、大内裏にいる。

　龍宝帝の許可を得られれば、もっと動きやすくなるはずだ。

　だったらその許可をもぎとってやりたかった。

「白桜には今回の事を解決する能力があります。本人もそれを望んでいます。どうか白桜の謹慎を解いて、捜査をする許可をください」

　深々と頭を下げた。

　白桜が大切だ。愛しているし、守ってやりたいといつも思っている。

　しかし抱だきしめて放さないような愛し方は、白桜が望むものではないとわかっていた。

　白桜は鳥だ。自由に羽ばたいてこそ、真の能力を発揮できる。

　勝手に羽ばたいていくと心配で苦しくなるが、その気持ちを抑えて見守ろうと決意した。

　顔を上げて真しん摯しな眼まな差ざしを向けると、龍宝帝が視線を合わせた。

「……お前は白桜が女だとは知らなかったと言っていた。だがそれは噓だろう？」

　その一言にはっとして目を見開いた。

「奉ほう納のう舞まいの時、白桜が着き替がえている部屋に入ろうとしたら、お前は血相を変えて私を止めた。そして扇夕が白桜は女だと公表した時も、驚おどろくよりも先に白桜を心配そうに見つめていた。……好きなのか？」

　突とつ然ぜんの問いだった。しかし誰を？　とは聞き返さなかった。

「はい、愛しています」

　隠かくすつもりはないし、父に好きな女性がいると伝えるのは、おかしな事ではない。

　龍宝帝が目を伏せて、ため息をついた。

「望めばどんな女でも手に入るのに、よりにもよって……」

「他の女性には興味はありません。白桜と結ばれないなら、一生独身でもかまわない」

　それは地位の高い貴族は何人も妻を娶めとるのが当たり前の陽真乙国では、常識からかけ離はなれた事だとわかっていた。

　しかし決意は揺ゆるがなかった。

「白桜の謹きん慎しんを解いてください。お願いします。俺にできる事なら何でもします」

「……ならぬ」

　しばらくの沈ちん黙もくのあとに返ってきた言葉に、目を剝むいた。

　龍宝帝は厳しい顔つきで、まっすぐにこちらを見つめる。

「四神から跡取りを擁よう立りつせよとのお告げがあった時、それにふさわしい者がいない場合、一族は都を追放になるのが決まりだ。先代の玄武家も跡取りがおらず、鵬玄の一族が新たな玄武家となった。決まりを守っている一族もあるのに、女に身代わりをさせて難を逃のがれた白虎家を許すわけにはいかない」

　それを言われると返す言葉もなかった。龍宝帝が話を続ける。

「百歩譲ゆずってそれを見逃したとして、白桜の謹慎を解いて扇夕の噓うそを暴あばいて大内裏から排はい除じよできたとする。だが、女だと知っている者はもう何人もいるのに、そのまま白桜を白虎家の跡取りの座に置いておくわけにはいかない。他に跡取りがいない以上、白虎家はもう終わりだ」

　厳しい言葉だった。しかし本当の事でもあった。

「ですが……」

「黙れ。もう白桜の話はするな。白桜は謹慎させておく。いままでの功績もあるし、できたら処刑はしたくないと思っているが……おそらく無理だ。白虎一族ともども、白桜には私と世間を騙だました罰ばつを受けてもらう。……誰か！」

　最後の言葉は、襖ふすまに向けてだった。すぐに屈くつ強きような衛兵が二人、襖を開ける。

「連れて行け。……青丞、しばらく頭を冷やせ」

　衛兵が両りよう腕うでを摑もうとしたので、それを振ふり払はらう。

「触さわるな、自分で立てる。……主上、どうか考え直してください。またまいります」

　いまはお互たがいに頭を冷やす必要があった。

　仕方なく立ち上がり、龍宝帝に背を向ける。

　何とか白桜が自由に動ける許可を取りたかったが、難しいようだ。

　それならば、白桜が大内裏にいる事が知られないよう手伝うしかないと心に決めて、部屋をあとにした。
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「琥珀。ここで待っていてくれ」

　白桜は、顔を隠す為ために前まえ髪がみが長めのかつらを被かぶり、従者の着物をまとった姿で、琥珀と向き合って座っていた。

　大内裏に潜せん入にゆうして丸一日が経たっていた。

　ここは青丞が使う私室の一つで、大内裏で身を隠せるようにと貸してくれた部屋だった。

　どうやら書物を置く為に使っているようで、所ところ狭せましと書物と巻物が積み重ねられている。

　琥珀が心配そうな表情になった。

「どこに行くんですか？」

「あの計画を成功させる為には、どうしてもいま主上に会う必要がある。何としてでも主上に計画の事を話して協力してもらうから、琥珀はここにいてくれ」

「でも、帝みかどは白桜様の事を怒おこっているんでしょう？　計画を話しても協力してくれるとは思えません」

「……それでも、説得するしかない。主上に協力してもらわないと、計画は成功しない。琥珀、これは白虎家の一族全員を守る為の戦いだ。わたしは命がけで、この計画をまっとうするつもりだ。でも……途と中ちゆうでわたしに何かあったら、今度は琥珀が計画を引き継ついでくれ」

　そっと琥珀の頰ほおに手を当てた。彼に初めて会ったのは、二ヶ月ほど前だ。

　それからずっと、同じ目的の為に走り続けてくれている。

「俺一人では……」

　不安げな琥珀の両りよう肩かたに手を置いた。そしてぐっと握にぎり締しめる。

「琥珀、お前は今日で十三歳になる。陽真乙国の貴族の男子は十三歳で成人として認められる。つまり、琥珀はもう大人だ」

　琥珀の目がはっと見開かれた。目を見合わせて、大きく頷うなずく。

「琥珀が大人になるまでずっと待っていた。ようやくその日が来たんだ。わたしは、琥珀を信じている。だからわたしに何かあったら、みんなを頼たのむ。一人では心細かったら、富士山にいるおじいさまを頼たよれ」

　祖父の上総には計画の為にある頼み事をした。

　それを実行してもらったあとに、もう一度富士山に戻もどってくれと頼んでいた。

　上総は渋しぶったが、もし自分に何かあった時に自由に動けるようにしていてもらいたかった。

　琥珀が戸と惑まどうような表情をしていたが、やがて膝ひざに置いた拳こぶしを握り締めた。

「わかりました。それでみんなが助かるなら、俺も命をかけます」

　決意の声は少年らしく凜り々りしく響ひびいた。

　その声に勇気づけられ、立ち上がる。

「では、行ってくる」

　家族を救う為に、帝の私室がある清せい涼りよう殿でんへと一歩を踏ふみ出した。
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　白桜は清涼殿に向かって歩きながら、噓をついていた事がわかった時の龍宝帝を思い出していた。

「あの時の主上は、嫌けん悪おを顕あらわにされていた。いま思い出しても震ふるえが走るくらい怖こわい顔だった」

　今にも逃にげ出したい気持ちになったが、そんな自分を叱しつ咤たする。

「逃げてどうする。逃げた先に、希望はないぞ」

　謹慎している間、くじけそうになるとこの言葉を呟つぶやいた。

　上総は田舎いなかに帰れと言ってくれた。自分が龍宝帝の所に行き罰を受けるから、お前は逃げろと。しかし、この状じよう況きようで逃げるのは嫌いやだった。

　みっともなくてもあがいて、どんなに辛つらくても前に進む事を選んだ。

　だから、いまここにいる。そして前に進む為には、龍宝帝に会う必要があった。

「主上が一人になる事はない。自室で書き物をされる時でも、部屋の外には見張りがいる。眠ねむる時も食事する時も同じだ。二人だけで会うには、お膳ぜん立だてしてくれる人物が必要だ」

　それができる人物に一人だけ心当たりがある。

　その人物を思い浮うかべて、かなり無む謀ぼうだと自じ嘲ちようした。

「成功する確率はすごく低いな。悪くすれば、衛兵を呼ばれて捕つかまってしまうだろう。だけど、青丞達には主上に会う事を反対されたし、やっぱりあの人に頼むしかない」

　帝の私室があるこの清涼殿で、帝の身内ではないのに、一人だけ自室を与あたえられている者がいる。向かったのはその人物の部屋だった。

　部屋の前まで来て深呼吸する。

　もう夜も更ふけている。そろそろ布ふ団とんに入る時間のはずだから、きっと部屋にいるはずだ。

　わずかに開いている襖の隙すき間まから明かりが見える事を確かく認にんして、声をかけた。

「失礼します」

「誰だれですか？」

　襖を開けると、不ふ審しんそうな顔をした如月が文ふ机づくえに向かっていた。

「……？　あなたは！」

　如月が息を吞のんだのを見て、すぐに襖を閉めた。

「お久しぶりです。如月様。どうか大きな声を出さないでください。誓ちかって、危害を加えたりしませんし、悪意を持っているわけでもありません」

　小声で訴うつたえると、如月は眉まゆ根ねを寄せつつも、小さく息をついた。

「謹慎中でしょう？　主上に見つかるとやっかいですよ。さっさと屋や敷しきにお戻りなさい」

　声は冷静なものだった。どうにか話ができそうだとほっとして膝をつく。

「お願いがあって来たんです。……主上と二人だけで会えるように手配してもらえませんか」

　単刀直入に話を切り出した。如月はもっとも〝無む駄だ〟を嫌きらう。

　長々と話すと、無駄だと切り捨てられるような気がした。

　意表をつかれたのか、如月が目を見開く。

「私の話を聞いていましたか？　主上に見つかるとやっかいだと言ったんですよ。それなのにわざわざ主上に会いに行きたいなんて。もし本気ならいい度胸ですね。その場で手打ちにされますよ」

　同じ事を青丞達にも言われていた。覚かく悟ごはできているという意味を込めて、頷く。

「お怒いかりなのはよくわかっています。ですが、どうしてもお話ししたい事があるんです。それも主上と二人で内密に。それを手配できるのは、主上の一番の側近で、主上の予定を管理されている如月様だけです。お願いします！」

　断られるのは覚悟していた。しかし時間がかかってもいいから食い下がるつもりだ。

　長期戦になるのを覚悟して頭を下げた。

「いいですよ」

「やっぱりだめですか。ですがどうしても……え!?　いいんですか！」

　慌あわてて顔を上げた。目を瞬またたかせると、如月がまじめな顔で頷いた。

「ええ、今夜は主上は、大学寮りようの入学式についての報告書を読まれているはずです。護衛の者達を追い払うので、お部屋で話をするといいです」

「待ってください！　ほんとーにいいんですか？　だってわたしは主上を騙だましていた罪人で、もしかしたら主上を傷付けたりするかもしれませんよ。それに如月様は潔けつ癖ぺきだから、罪人の願いなんて絶対に聞いてくれないだろうし、説得が大変だと思っていたんですけど！」

　目を丸くすると、如月が苦く笑しようした。

「ええ。こういう事で融ゆう通ずうをきかせるのは、私の信条に反しますが、あなたは特別です」

　優やさしげな笑えみを向けられて戸惑った。

「特別って……？」

「皐月さつきを逃がしてくれたでしょう」

　如月の本当の名は叢雲という。叢雲は六年前、無実の罪を着せられて自害したという事になっているが、本当は如月と名前を変えて生きていた。

　皐月とは叢雲の弟だ。

　兄である叢雲に罪を着せたのは龍宝帝だと思い、その復ふく讐しゆうをしようと反旗を翻ひるがえした。

　しかし四神祭の時に叢雲が生きている事を知り、復讐をやめて改心し都を離はなれていた。

　大だい内だい裏りに忍しのび込んでいた皐月を、従者として外に連れ出して逃がしたのは自分だった。

「皐月から、先日文ふみが来ました。渡わたした金で、大だ宰ざい府ふの方に住まいをかまえて、いまは落ち着いて暮らしているようです。平民達が大学寮に入学できるようになったら、自分も頑がん張ばって勉強して入学したいと書いてありました」

　如月が大学寮の改革に賛同したのは、不幸な生おい立ちの弟を大学寮に入れたいという思いからだと聞いていた。その夢が叶かなう日も近いのかもしれない。

　そう思うと、心の底からの笑みがこぼれた。

「皐月の事はわたしも気になっていたんです。一人で都を離れる事になったから、どうしているだろうと思って。……落ち着く先が決まったなら、一安心です」

　胸をなで下ろすと、如月がゆっくりと微笑ほほえんだ。

「これもあなたのおかげです。あのままだったら、皐月は復讐に取り憑つかれて、もう後戻りできなくなっていたでしょう。皐月を人殺しにしたくないと言ってくれたあなたの言葉で、私は目が覚めました」

　如月は名前を変えて新しい人生を送っていて、事情があってそれを誰にも知られてはならなかった。そのせいで、生きている事を皐月に知らせて復讐をやめるよう説得してほしいと言っても、拒きよ否ひしていた。

　しかし何度も説得して、ようやく皐月の前に姿を見せ、彼の誤解が解けたのだ。

「頑かたくなだった私にめげず、説得を続けてくれたあなたの根こん性じように感謝しています。そして、あなたの人間性を信しん頼らいしています。あなたが主上を傷付けるなんてあるはずがない。それは自信を持って言えます」

　如月の微笑みは優しかった。

「あなたは女性なのに男性だと噓うそをついていたかもしれませんが、正直に言うと、私にとってはとるに足らない噓です。私は優ゆう秀しゆうな人間が好きです。男性とか女性とか関係なく。そして、あなたは間ま違ちがいなく優秀で、主上には絶対に必要な人間です」

　いつも厳しい如月が、こんなに手放しでほめてくれるとは思ってもいなかった。

　彼に認められた嬉うれしさで胸がいっぱいになる。

「……ありがとうございます」

　再び頭を下げた。頭の上で、如月がふっと笑う気配がした。

「まだ喜ぶのは早いですよ。主上にお目にかかる手配はしますが、とりなしまではできません。あなたの事は、謹きん慎しんを命じられた頃ころから何とか許してもらえるよう青丞様達と一いつ緒しよに説得してきました。ですが、まったく聞き入れてもらえなくて」

　如月がため息をついて、話を続けた。

「実は主上は、帝みかどになられたばかりの頃、当時玄武家の跡あと取とりだった親友に手痛い裏切りを受けられた事がありまして」

「そんな事があったんですか？　当時の玄武家という事は、鵬玄の一族とは違う方達ですよね？」

　四神の一族は、高い地位と大きな権力を持つ代わりに、さまざまな細かい条件が課せられる。その条件にあわなければ都を追放となり、四神のお告げで新たな一族が選ばれるのだ。

　いまの玄武家は、先代の玄武家が跡取りを擁よう立りつできなかったので、新たに四神がお告げを下して選ばれた一族だった。

「ええ。当時の玄武家の跡取りは主上と同い年で、とても賢かしこい方だったと聞いています。跡取りの時は主上と親友で、先代の帝の為ために活かつ躍やくされたとか。しかし四神からのお告げで、主上が帝になると決まった時から、様子がおかしくなられたようで」

　初めて聞く話だった。続きが気になって黙だまって耳を傾かたむける。

「その玄武家の跡取りの方は、先代の帝が主上の父だった事もあって、四神のお告げは息子むすこを帝にする為の噓ではないかと思ったようです。陰かげで本当に帝にふさわしいのは自分だと言い、主上には表向き親友だという態度を取って騙して、帝になる記念の式典の事を聞き出した」

「式典？　その時に何かあったんですか？」

　如月が辛つらそうに目を伏ふせる。

「ええ。その式典で仲間達を連れて大暴れしたそうです。主上は止めようとされたそうですが、結局戦いになって、親友の方は大おお怪け我がをされて捕つかまりました。何とか命だけは助かったそうですが、そのあとも牢ろうの中で主上への恨うらみを言い続けたそうで」

　この国を治める天子の座は、権力を望む者には魅み力りよく的だ。

　その親友もきっと、権力の大きさに目が眩くらんだのだろう。

　親友に裏切られた龍宝帝の気持ちを考えると、胸が痛んだ。

「主上は何も悪くないのに。きっとお辛かったでしょうね」

「ええ。その一件があってから、誰に対しても一線を引くようになったと言われていました。そして、〝裏切り〟と〝噓〟が何よりも嫌いやになったとも」

　女だと知られた時の龍宝帝の表情を思い出す。ぞっとするほど恐おそろしかった。

　それはきっと、親友に裏切られた時の事を思い出したからに違いない。

　如月が小さく息をつく。

「私としては、あなたのいままでの功績を考えれば、女だったという噓ぐらい許せばいいのにと思います。ですが、主上はそんな事情もあって噓をつかれるのが何より嫌いで、特に白桜の事を気に入って目をかけていた分だけ、よけいに怒りが増したのだと思います」

　如月が気を取り直したように、にっこり笑った。そしてぽんっと肩かたを叩たたく。

「まあ、一いつ瞬しゆんで手打ちにされる可能性は高いですが、どうしても主上に話があって会いたいというなら、私は止めません。せいぜい死なないように気をつけてくださいね。私の手引きのせいであなたが死んだら、寝ね覚ざめが悪いですから」

　冗じよう談だんには決して聞こえない言葉に、一気に気持ちが暗くなる。

「……わかりました。なるべく死なないようにしますので、手配をお願いします」

　怖こわいという気持ちはもちろんある。だが、どうしても譲ゆずれないものが自分にもあった。

　覚悟を決めて、如月に促うながされて立ち上がり部屋を出た。
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　白桜は如月のあとに続いて歩き、龍宝帝の私室へと向かう。

　夜も更ふけてきた事もあって、辺りは静けさに満ちていた。

　いまから龍宝帝と面と向かって会うと思うと、緊きん張ちようのあまり身体からだがかちこちになる。

　部屋の前まで来ると、見張りの衛兵が二人、廊ろう下かに立っていた。

　彼らから見えにくいように、如月がさりげなく前に移動してくれる。

「主上に急ぎ内密の話があります。聞かれるとまずい話なので、しばらく外してください」

「しかし、私達はここを離れるわけには……。それにその者は？」

　衛兵が不ふ審しんな目を向けているのは、俯うつむいていてもわかった。

「この者はある情報を持って来たので、それを主上に聞いていただくのです。その情報はとても大事なもので、関係ない者が耳にしたら口をふさがないとなりません。どうしてもというならいてもいいですが、うっかり話を聞いたら、あなた達もただではすみませんよ」

　如月の冷たい笑えみは背筋が凍こごえそうなほど怖かった。

　さすがに衛兵も震ふるえ上がったのか、慌あわてて頷うなずいた。

「わかりました。ではしばらく離れます」

「ええ。話が終わったらまた呼びます」

　衛兵達が足早に廊下を去って行く。それを見届けて、如月が廊下に座った。

　慌ててそれに倣ならうと、如月が襖ふすまに向かって声をかける。

「主上、よろしいでしょうか？」

「如月か？　入れ」

　低い声は、龍宝帝のものだった。緊張が最高潮に達して、指が震えた。

　如月がこちらに顔を向ける。

「では、私はここにいます。誰だれも来ないように見張っていますから。……殺されそうになったら、声を上げてください。助けられそうだったら助けてあげます」

　それが如月ができる精いっぱいの事だろう。

　ありがたいと思いつつ頷いて、かつらを取った。そして、従者の着物をすばやく脱ぬぐ。

　その下に着ていたのは、白虎家の跡取りとしていつも身にまとっていた白い狩かり衣ぎぬだ。

　髪かみと目の色は秘薬のせいで黒くなっているが『白虎家の跡取り白桜』として、龍宝帝と向き合いたかった。

　襖の前ににじり寄って、大きく息を吸い込んだ。

「失礼します」

　声をかけて襖を開けると、巻物を手にしていた龍宝帝が、怪け訝げんそうな顔を向けた。

「……お前は！」

　髪と目の色が違うので一瞬わからなかったのかもしれないが、すぐに気付いたようだった。

　龍宝帝が目を見開いて、傍かたわらにあった太刀たちに手をかけた。

「お待ちください。主上。お話があってまいりました」

　太刀で斬きられるかもしれないと思うと、恐きよう怖ふで指先が震えた。

　それでも何とか冷静な声を出すと、龍宝帝がまなじりを決した。

「よくも私の前に堂々と顔を出せたな。いい度胸だ。手引きしたのは如月か！」

　すぐに中に入って襖を閉め、立ち上がろうとした龍宝帝に必死で頭を下げる。

「死ぬ覚かく悟ごをしてまいりました。手打ちにされても仕方ありません。ただ、一つだけお願いがあります。わたしの話を聞いてください！　扇夕の悪行を暴あばいて、大学寮りようの改革を成功させたいんです！」

　自分の思いをぶつける為にも、恐怖を押し殺して声を振ふり絞しぼる。

「大学寮の改革はわたしの夢です。正直に言うと、女に戻もどれる事があっても官かん吏りとしてこの国と主上の為に働きたかったんです。その為にまずは身分の差なく入学できる大学寮を目指していました。ですが平民達の入学が中止になるかもしれないと聞き、いてもたってもいられず」

　顔を上げて、龍宝帝に目を向ける。

　龍宝帝は、立ち上がって太刀を手にしたまま、悔くやしそうに目を伏せていた。

「……謹慎中のお前には関係のない話だ。お前には腹が立つが、いまなら見み逃のがしてやる。本当なら顔も見たくないのだぞ。帰れ！」

　精いっぱいの龍宝帝の譲じよう歩ほなのかもしれない。わかっていたが、首を振った。

「いいえ！　扇夕を放って屋や敷しきでじっとしているなんてできません。……扇夕はわたしの秘密を盾たてにとって、平民達の入学をやめるよう言ってきているのではないですか？」

　龍宝帝がやや目をそらした。それが答えだと思った。

「わたしが噓うそをついていたせいで、ずっと夢見ていた大学寮の改革が中止になるなんて……！　わたしが扇夕を何とかします。彼のいいようにはさせません。お願いします！　わたしに扇夕を調べさせてください」

　もう一度深々と頭を下げた。この気持ちが届いてほしいと祈いのりながら。

「わたしは確かに女なのに男だと噓をついていました。ですが、それ以外で主上を騙だますような事はしていません。わたしは女ですが、主上の臣下として誇ほこりを持って官吏として働いてきました。それは主上にもわかってもらえるはずと信じています」
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　いままで主上の命令で、いろんな事件に関かかわってきた。

　そのたびに命がけで命令を遂すい行こうしようと努力した。

「それは……確かにお前はそれなりの結果を出してはいるが。しかし、お前が私を騙していた事は間ま違ちがいない。お前は罪人だ。このままお前を斬ってもよいのだぞ」

　背筋が震えるほど迫はく力りよくがあって恐ろしい声だった。

　だがここで怯ひるんでいたら、いままで〝白桜〟として努力してきた事が無になると思った。

　そして、自分には命をかけてでも、絶対に護まもりたいものがある。

　それを護る為には、どうしても龍宝帝を味方につける必要があった。

「かまいません。わたしを斬ってそれで主上の気がすむのなら」

　凜りんとした声と強い視線を投げかけた。気持ちで負けてはならないと思った。

　もちろん、いま斬られては困る。どうしても成し遂とげなければならない計画があるからだ。

　しかし、ここで覚悟を見せないと、龍宝帝には信じてもらえない気がした。

「なんだと……！」

　龍宝帝が目を見開いた。その目をじっと見つめる。

「わたしを斬って、それで怒いかりがおさまるならそうされるといいと言ったのです。ですが、わたしを斬っても扇夕の企たくらみは潰つぶせないし、今のままでは大学寮の改革も頓とん挫ざするでしょう」

　龍宝帝に睨にらまれて怖くて仕方なかった。内心ではがくがくと震えている。

　だがそれを一いつ切さい顔には出さなかった。それどころか自信ありげな顔をして口角を上げた。

「わたしは女ですが、役に立つ人間です。どうか機会を与あたえてください。必ず扇夕に四神の声が聞こえるなんていう話は噓だと証明してみせます。わたしがそれをできる人間だと、主上はご存じのはず」

　強い視線を向け、なるべく冷静な声を出した。

「扇夕に弱みを握にぎられたままでは困るはずです。わたしが噓をついていたのは、確かに許される事ではありません。処分されるのも覚悟しています。ただ、大学寮の改革が行われたのをこの目で見るまでは死ねません。……主上、動ける配下は少ないのではないですか？」

　龍宝帝がわずかに目をそらした。

「……お前には関係のない事だ」

「四神の跡あと取とりも、如月様も腹心達も、扇夕の配下に見張られていて下手へたに動けない。ですが、わたしは違います」

　ほんの少しだが、龍宝帝の目の色が変わった気がした。

　それを見逃さず、たたみかける。

「わたしが大だい内だい裏りにいる事はまだ扇夕達には知られていません。このまま正体を隠かくして、彼を調べます。必ず扇夕の噓を暴き、凌箔と手を組んで謀む反ほんを起こそうとしている証しよう拠こを摑つかんでみせます。そして、大学寮の改革を成功させてみせます！」

　決意の声が部屋に響ひびいた。龍宝帝の心にも響いてほしいと願いつつ、深々と頭を下げた。

「だからお願いします。しばらくの間、わたしが大内裏で動く事を見逃してください」

　緊きん張ちよう感かんに満ちた空気の中で、頭を下げてどれぐらい経たっただろう。

　龍宝帝がため息をつく気配がした。

「そこまでするのはどうしてだ？　お前の夢が大学寮の改革だというのはわかったが、命を捨ててまで私に協力したいというのは解げせぬ。死んだら、女に戻って大学寮に入り直すという夢も叶かなわぬだろうに」

　声こわ色いろが、さきほどまでの怒りに染まったものと少し違うという気がした。

（話を聞いてくれる気になったのかもしれない。確かに、改革を成じよう就じゆさせたいという思いとはまた別に、もう一つ目的がある。その為ために命がけでここまで来た。主上は噓が嫌きらいだ。だったら、ここは正直に話した方がいいかもしれない……）

　覚悟を決めて、顔を上げた。

「実は、ここに来たのはある計画を立てたので、主上にも協力してほしいと思ったからです。この計画がうまくいけば、主上にも利があります。わたしはもう噓をつきたくありません。だから計画のすべてをお話しします。扇夕の噓を暴けたら、計画に協力してください」

「ある計画だと？　罪人のくせに、私に協力を頼たのもうなんて虫が良すぎるだろう」

　あざ笑うような表情を向けられたが、なるべく気持ちを落ち着けて静かに話しかけた。

「わかっています。ですがさきほども言いましたが、この計画がうまくいけば主上にも利があります。話だけでも聞いていただきたいのです」

　龍宝帝が、無言でしばらくこちらをじっと見つめた。

「……いいだろう。話だけは聞いてやる。いまは扇夕が四神の使いだと大きな顔をしていて、やつに賛同する貴族達を取り巻きにして好き放題だ。お前が女だと見み抜ぬけなかった私を責めて、大学寮の改革にまで口を出す。やつを何とかしなければならない」

　龍宝帝が苛いら立だちを込めてため息をついた。

「だが信用できる者は全員、扇夕の配下に見張られて動きがとれない。いまの私には打つ手がないのだ。このままだと、勢いづいた扇夕に大内裏を乗っ取られる恐おそれもある。話があるならしてみるがいい。私にどんな利があるか説明してみろ。納なつ得とくできたら、考えてやってもいい」

　扇夕に周りを包囲されて、龍宝帝もかなり行き詰づまっている様子だった。

　試ためすような目つきを向けた龍宝帝が、ふいに口角を上げた。

「それに白桜。お前はいままで数々の事件を解決してきた。噓をついていた事は許せないが、その功績は認めている。お前がどんな提案をするのか興味がある」

　話は聞いてくれるようだが、今にも斬きりつけられそうな冷たい目つきはそのままだ。

　決して許してくれたわけではないのだと、思い知らされるようだった。

　しかし功績を認めるという発言を聞いて、胸がいっぱいになった。

（わたしのいままでの働きを主上が認めてくれた。白桜として生きてきた時間は無む駄だではなかったんだ……！）

　その思いに後押しされるように、口を開いた。

「ありがとうございます……！　ではわたしの計画を聞いてください」

　謹きん慎しんしている間に練りに練った計画を、龍宝帝の目を見つめながらじっくりと説明した。







「……そんな事がうまくいくとでも思っているのか？」

　ずっと考えていた計画を話し終わると、龍宝帝は想像した通りの反応を示した。

　苦く笑しようしている様子を見ると、絶対に無理だと思われているようだった。

　しかし白桜は、自信ありげに大きく頷うなずく。

「成功させてみせます。この計画がうまくいけば、お互たがいに利はあるはずです。わたしの計画にどうかお力ちから添ぞえをお願いします！」

　もう隠し事は一つもなかった。

　何も噓をついていないというのは、こんなにもすがすがしいものかと思うほどだ。

　龍宝帝がようやく腰こしを下ろした。そして腕うで組ぐみをして考え込む。

　しばらくそのままでいると、やがて息をついた。

「私の周りで自由に動けるのは、いまはお前だけだ。しかしお前は私に噓をついた。噓をつく人間は信用できない」

　如月から聞いた、親友に裏切られた話を思い出す。

　それが龍宝帝の心にも暗い影かげを落としているのかもしれない。

「わたしは確かに噓をついていました。ですが、主上を尊敬する気持ちに噓はありません。……主上と初めてお会いしたのは、大学寮りようでした。主上は変装して近づいて、わたしが誘ゆう惑わくにのるような人間かをお試しになった」

　その時の事を思い出す。

　大学寮を卒業する為には試験に合格し、騎うま射ゆみ大会で優ゆう秀しゆうな成績を残さなければならなかった。だが勉強はそこそこで馬には乗った事すらなかった自分にとっては、途と方ほうもない試験だった。

　龍宝帝は博士に変装して現れ、金を渡わたせば合格した事にしてくれると言った。

　心が揺ゆらがないわけではなかったが、そんな卑ひ怯きような事はしたくなくて、誘惑にはのらなかった。実はその博士が龍宝帝だとわかったのは、試験も騎射大会も終わったあとだ。

「龍りゆう陽ひ寮りように潜せん入にゆうせよと言われた時も、偽にせの結けつ婚こんの儀ぎをあげよと言われた時も、わたしは精いっぱいその命令を遂すい行こうする為に行動しました。それは、主上が主君として立派な方だと、この方についていって間違いがないと思ったからです」

　この思いが届いてほしい、その気持ちを込めて声を上げた。

「もしこの計画が失敗したら、わたしは命を絶つつもりです」

「何だと……！」

　龍宝帝が驚きよう愕がくに目を見開いた。

「わたしが噓うそをついていたと扇夕が騒さわいでも、わたしがいなければそれを証明できません。それなら、扇夕が主上を脅おどす材料がなくなりますし、白虎一族は罰ばつを受けなくてすむでしょう」

　噓をついて周りを騙だましていたのだから覚かく悟ごはできている。

「ですが、わたしは最後までみっともなくてもあがきたいんです。だからわたしにその機会を与えてください。わたしの計画がうまくいけば、そうしたら……」

　その先は説明していた。唇くちびるを震ふるわせて、じっと返事を待つ。

　無言だった龍宝帝が、しばらくしてからふと肩かたから力を抜いたのがわかった。

「まったく、そのしつこさと根こん性じようはどこからきているんだ。女だった時からそうなのか？」

　声が柔やわらかくなったと感じたのは、きっと気のせいではないと思った。

「いえ、女だった時は……というか、いまも女なんですが、田舎いなかで暮らしていた時は、もっと大人しかったと思います。天子様に向かって、こんなお願いをする日が来るなんて、田舎にいた時は考えられませんでした」

　都に来て、ずいぶん月日が流れた。その間にいろんな事があったと思う。

　その〝いろんな事〟は、自分を成長させてくれた。

　龍宝帝が持っていた扇せん子すをさっと開いた。

「……わかった。お前の計画にのってやろう」

「本当ですか！」

　龍宝帝は渋しぶい顔をしていたが、眼まな差ざしはさきほどよりもきつくなかった。

「ああ。その代わり、お前が役に立つ人間だと証明してみせろ。扇夕の噓を暴あばくのだ。……それも二十日後までに」

「二十日後ですか？　あ！　二十日後といえば……」

「そうだ、大学寮の入学式がある。合格者の発表も終わっているのに、扇夕は平民達の入学を取りやめろと言ってきている。いまさらそんな事はできない。ここまで来るのに、いろんな事を乗り越こえて、多くの人々の協力を得てきた」

　大学寮の改革は、龍宝帝の悲願だ。

　平民達が受験できるようになるまで、そうとうな苦労があったのは聞かなくてもわかった。

「私の努力が無になるのは、悔くやしいがまだ耐たえられる。また一からやり直せばいいだけだからな。だが合格できるほど勉強して大学寮に入るのを楽しみにしている者達の中で、身分の差だけで入学ができない者がいるなど……。その者達の悲しみと悔しさを考えると耐えられぬ」

　龍宝帝が扇子を閉じて、片手でぐっと握にぎった。

　青筋がたった手に、怒いかりが詰つまっているような気がした。

「お前が噓をついていたのは許せない。しかし、平民だからと入学できない者達が出るのは、もっと許せぬのだ。合格できるだけの能力がある者は全員入学させてやりたい。だから入学式が行われる二十日後までに、扇夕の噓を暴いてみせろ。それができるのはお前だけだ」

　ようやく色よい返事がもらえたとほっとしていると、龍宝帝がじろりとこちらを睨にらんだ。

「ただし、失敗したらその命をもって償つぐなってもらうぞ。私はお前を許したわけではないという事を肝きもに銘めいじておけ。よいな」

　厳しい声に、表情を引き締しめた。

「はい。必ず扇夕の噓を暴いてみせます！」

　深々と頭を下げて、その場をあとにした。
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　龍宝帝は肘ひじ掛かけにもたれて、さきほどやってきた白桜の事を思い出していた。

「如月、そこにいるのだろう、入れ」

　襖ふすまに向かって呼びかけると、すぐにそこが開いて如月が顔を見せる。

「失礼します」

　足音一つ立てずに正面に座った如月に、鋭するどい視線を向けた。

「なぜ、白桜を私の所に連れて来た？」

「必要だと思ったからです」

　間かん髪はつを容いれずに答えた如月は、涼すずしい顔をしていた。

「白桜は罪人だぞ。罪人が何に必要だと言うのだ？」

　如月の顔から笑えみが消えた。真しん剣けんな眼差しがこちらを射い貫ぬく。

「白桜は主上にとって必要な人間です。自分でもそう思われたから、白桜の計画にのったのでしょう？」

「聞いていたのか？」

「はい。襖の前で見張りをしていたので。私がここに連れて来たせいで白桜が手打ちにでもなったらさすがに気分が悪いので、お部屋の様子を窺うかがっていたら耳に入りまして」

　如月がそこで一度息をついた。そして目に力を込めて、背筋を伸のばす。

「白桜の計画はかなり危険なものですが、やってみる価値はあると思います。……白桜を処しよ刑けいするのは、できれば避さけたいと思っていらっしゃるんでしょう？」

　含ふくみがあるような言い方だった。

「どうしてそう思う？」

「主上は、白桜が何か隠かくし事をしているのに気付いておられたはずです。本当は白桜の秘密にも薄うす々うす気付いておられたのではないですか？」

　鋭い問いかけだったが、表情一つ変えずに扇子を開いて口元を隠した。

「いいや、私は気付いていなかった」

　言い切ると、如月が小さく息をついた。

「私にだけは噓は通じませんよ。主上の心の内を言い当ててみましょうか？」

　挑ちよう戦せん的な声だった。何を言うのか気になってやや身を乗り出す。

「面おも白しろい、お前は私の心が読めるというのか？　もしそうなら、私が何を考えているか言ってみろ」

　如月が薄く笑って頷いた。

「私が思うに、主上は貴族と言う名の魑ち魅み魍もう魎りようが住む大だい内だい裏りでの密ひそかな戦いに疲つかれておられた。そこにやってきた正直で一いつ生しよう懸けん命めいな白桜と接するのが心地ここちよくて仕方なかった。白桜の秘密にも薄々感づいてはいたが、打ち明けてくれるまで待っているつもりだった」

　話を遮さえぎろうと手で制そうとした。しかし如月は気付かぬ態度で話を続ける。

「しかし、扇夕が秘密を暴ばく露ろする最後の最後まで、白桜は秘密を打ち明けてくれなかった。それはきっと白桜が自分を信用してくれていないからだろう。白桜が『騙していた』事よりも、『信しん頼らいして打ち明けてくれなかった』事に腹が立つ。……違ちがいますか？」

　まるで刃やいばで切り裂さくかのように、鋭い問いかけだった。

　むっとした顔を隠す事もできなかった。如月から目をそらして、やや俯うつむく。

「……違う」

　如月の笑みが深くなった。

「ではそういう事にしておきましょう。……ですがこれだけは言っておきます。主上、あまり強ごう情じようを張ると、本当に大切なものを失う事になります。白桜を許せとは言いません。ただ、自分に素す直なおになってください。一度失った大切なものは、そう簡単には取り戻もどせません」

　胸にズシンと響ひびく重い言葉だった。

　白桜のまっすぐさは見ていて心地よかった。全ぜん幅ぷくの信頼を置いていいと思っていたほどだ。

　だからこそ噓が公おおやけになった時、あんなに自分を見失うほどの怒りを覚えたのかもしれない。

　女なのかと問い詰めたら、可哀かわい想そうなほど怯おびえた目をした。きっと女だというのを隠している間も、怯える自分を押し殺して命令を遂行していたのだろう。

　そう思うと、胸が痛んだ。

　さきほど聞いた白桜の計画はかなり危険な綱つな渡わたりのようなものだった。

　一つ間違えば計画は失敗する。

　そして、何より心配している事があった。

「如月。白桜は、死ぬ気かもしれない」

　小声だったが、如月には聞こえたはずだ。彼は驚おどろいた顔一つせず、小さく頷うなずいた。

「私も白桜の計画を聞いて、そう思いました」

　目を見合わせて、小さく息をついた。

「……白桜の計画の補ほ佐さをしてやれ。必要なものがあれば揃そろえて、情報も十分与あたえろ。白桜の計画を成功させるのだ。……死なせるな」

　如月が御ぎよ意いと呟つぶやいて、礼をして立ち上がる。

　襖を出ていく姿を見送って、静かに目を閉じた。
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「主上から、扇夕を調べる許可を頂いたのか？」

　驚いた顔をしているのは鵬玄だ。白桜は大きく頷いた。

　大内裏で彼が使っている私室に、お茶を届ける従者のふりをして訪ねて来ていた。

「ああ。何とか話をしてわかっていただいたよ」

　詳くわしい事を話すと、鵬玄はきっと心配するだろうから、それだけを口にした。

「しかし、大だい丈じよう夫ぶなのか。扇夕はなかなか手て強ごわいぞ」

「わかっているよ。だからここに来たんだ。鵬玄達は扇夕の配下に見張られているから、跡あと取とり達で集まったりすると不ふ審しんがられる。主上から二十日後の大学寮りようの入学式までに扇夕の噓うそを暴あばくようご命令を受けたから、みんなに協力してもらいたい。青丞達にこの事を伝えてくれ」

「ああ、それはいいが……。どうして俺の所に来た？」

　ふいの質問に、やや目を伏ふせた。

「どうしてって、鵬玄は親友だから」

　その返事に鵬玄が納なつ得とくしていないのは、表情を見ればわかった。

「こんな夜よ更ふけに主上にお目にかかったなら、清せい涼りよう殿でんに行ったんだろう。近くには青丞の私室があるはずだ。俺の所まで来ると、衛兵にも会うだろうし、誰だれかが不審に思うかもしれない。危険をおかす事になるのに、わざわざ遠い俺の部屋に来た理由はなんだ？」

　痛い所を突つかれて、俯いた。

「青丞に会いたくないのか？　あいつが扇夕の妹と結けつ婚こんするかもしれないから？」

　心の底を見み抜ぬかれて、思わず顔を上げて目を見開いた。そしてすぐに首を振ふる。

「そんな事はないよ」

　何とか平静を装よそおったが、鵬玄はじっとこちらを見つめたままだ。

「白桜、いまはそれは噂うわさにすぎない。だが、その噂はおそらく現実になる」

　ひゅっと息を吞のんだ。唇くちびるを震ふるわせると、鵬玄が話を続けた。

「扇夕の妹はいまは神じん祇ぎ官かんにいて、青丞は毎日彼女と会っているらしい。扇夕は龍宝帝の弱みを握っているから、青丞も彼女を邪じや険けんにはできないでいる。今のままだと、この縁えん談だんはまとまるだろう。白桜、そうなったらお前はどうする？」

　頭の中で何かががんがんと鳴っていた。

　それがうるさくて鵬玄の声がよく聞き取れなかった。

　戸と惑まどって彼を見つめると、鵬玄が一いつ瞬しゆん悲しそうに目を伏せた。

「……奉ほう納のう舞まいが終わったら、俺と青丞のどちらかを選ぶ約束だったろう？」

　今度は何とか聞き取れた。しかしその質問にはまだどう答えていいかわからなかった。

「あれからいろいろあったから、まだよく考えられなくて」

「わかっている。だが、青丞はおそらく扇夕の妹と結婚する。……白桜。このまま俺の屋や敷しきに来ないか？」

　いつも強気な鵬玄にしては珍めずらしく窺うかがうような聞き方だった。

「どういう意味だ？」

「俺の屋敷に来てくれれば、お前の事を守れる。この腕うでに抱いだいて、誰も近寄らせない。危険な真似まねをして、大内裏で正体を隠して捜そう査さなんて、お前にはしてほしくない。扇夕の事は俺に任せて、大内裏を出て屋敷に来てくれ」

　ふいに抱だき寄せられた。逞たくましい腕が身体からだを包んで、彼の体温を身近に感じた。

「頼たのむ。俺を選んでくれとは言わない。ただ、お前を守りたいんだ……！」

　腕の力強さが嬉うれしいと思った。鵬玄が心配してくれているのはよくわかっていた。

　このまま彼と一いつ緒しよに大内裏を出れば、きっと力の限り危険を遠ざけてくれるだろう。

　守ってもらえる喜びに、女としての幸せを見いだせるかもしれない。

「────それはできない」

　鵬玄の腕の中で身じろいだ。彼の気持ちは嬉しいが、それは自分の望む未来ではなかった。

「わたしは白虎家の白桜だ。女だけど、四神の跡取りとして、これまでもこれからもふさわしくありたいんだ。ここで逃にげたら、わたしはわたしを許せないと思う」

　じっと見上げると、鵬玄の驚いた顔があった。

「もしここで逃げたら、生き延びても毎日悔くいてばかりの人生になるだろう。そんな事になったら、きっとそれはもう、わたしではなくなる」

　静かな声を出すと、鵬玄の腕が緩ゆるんだ。

　ゆっくりと腕から抜け出して、彼の目を見つめた。

「わたしはわたしらしくありたいんだ。どんなに危険な目にあおうとも。男として都で暮らすと決めた時から、もう覚かく悟ごはできている。白桜としての人生をまっとうさせてくれ」

　鵬玄が何か言おうとして口を開いた。しかしその口から言葉が紡つむがれる事はなかった。

「鵬玄は親友だ。誰よりも信頼している。だからわたしの気持ちをわかってくれると思う」

　微笑ほほえむと、鵬玄が唇を震わせた。

「……だが、俺はお前を失いたくない」

　初めて聞く、鵬玄の弱々しい声だった。

「それだけ大切に思ってくれているんだろう。ありがとう。また、鵬玄と肩かたを並べて歩ける日がくるまで、わたしはわたしの道を突き進むよ。だから、扇夕を調べるのに協力してくれ」

　視線をさまよわせた鵬玄だったが、長い時間をかけて考え込み、ようやく頷いてくれた。
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　凌箔は、届いた文ふみに目を通していた。

　文を送ってきたのは、ともに龍宝帝を倒たおそうと誓ちかい合ったかつての仲間、皐月だ。




『凌箔。こうして文を送る事を許してくれ。裏切って都を去った僕を思い出したくもないと思う。だけど、これだけは伝えたかった。兄は生きているんだ。だから、もう復ふく讐しゆうはやめよう。僕がこんな事を言っても、いまさらなのはよくわかっている。でも僕は復讐をやめて、とても心が平へい穏おんになったんだ。いまは大宰府にいて、いろいろ考える事は多いけど、それなりに暮らしている。凌箔にもここに来てほしい。一緒に暮らそう。待っているから』




　短いが、皐月の思いがこもっている文だった。

　皐月と初めて会ったのは、六年前だ。まだ彼は子どもだった。

　兄の叢雲が死んだと知り、泣いてばかりいた。彼と叢雲の復讐をしようと誓い、自分が富士山に幽ゆう閉へいされてからは、密ひそかに都と富士山を行き来して情報を伝えてくれた。

　富士山の座ざ敷しき牢ろうを抜け出す時も、外から手引きをしてくれた。

　皐月は、叢雲の次にできた親友だった。

　そして自分は、親友だと思った二人に裏切られて、ここにいる。

「誘さそってくれてありがとう、皐月。だが、私は行けない。生きていたのにそれを隠かくしていた叢雲と龍宝帝が許せない……！」

　文をぎゅっと握にぎりつぶした。

　皐月はおそらく叢雲に説得されて、都を出たのだろう。

　彼の決断を責める気はない。

　だが、自分の信念を捨てるわけにはいかなかった。

　叢雲は確かに生きていた。その姿もこの目で見た。

　あのあと調べたが、〝如月〟という名で中なか務つかさ省しようで働いているらしい。

　龍宝帝の一番の側近として、大だい内だい裏りでは知らぬ者がいないくらい有能だという。

　彼が死んだと信じ込み、復讐をする為ために六年間を費ついやした。そして何度も龍宝帝に罠わなを仕し掛かけた。叢雲はきっとそれを知っていたはずだ。それでも生きている事を知らせてこなかった。

　きっと、自分の事を騙だまされた愚おろか者だと腹の中で笑っていたに違ちがいない。

　そう思うと、この場で叫さけび出しそうなほどの怒いかりがこみ上げてくる。

「龍宝帝、叢雲。私を騙した罰ばつは受けてもらうぞ……！」

　この世のすべてが憎にくかった。

　しかし、心の隅すみで囁ささやく自分がいる。

〝叢雲は、好きで騙したわけではない。きっと深い事情があったはず。もう一度、彼に会いたい〟と。

　その二つの相反する思いに頭の中が混乱していた。

　額を押さえてうずくまる。どうすれば一番いいのか、それもよくわからなくなっていた。
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「何でまた女装するんですか!?」

　白桜は、どこからどう見ても可愛かわいらしいという言葉がぴったりな、女によ官かん姿の琥珀に目をやった。

　ここは清せい涼りよう殿でんにある、普ふ段だんは衛兵達が休きゆう憩けいする為に使われている部屋だ。

　龍宝帝を説得できた事で、この部屋を使う事を許され、必要なものはすべて如月が用意してくれる事になった。

　苦く笑しようしつつ鏡に目を戻もどし、裳も唐から衣ぎぬに身を包んでかつらを被かぶった自分の姿を確かく認にんする。

　そして鏡越ごしにぶすっとしている琥珀を見つめた。

「扇夕に近づいて、彼の噓うそを暴あばく材料を揃そろえる為だ。今日、扇夕が神じん祇ぎ官かんで宴うたげを開くらしい。料理や酒を運ぶのに女官も十人ほど呼ばれたから、その中に紛まぎれ込んで扇夕に近づくんだ」

　この情報も如月から手に入れたものだった。

「男のままでもいいじゃないですか！　従者とか衛兵になりすますとか」

「従者や衛兵は下働きとか見張りが主な仕事になるから、神祇官の広間で宴をする扇夕のそばには近寄れないよ。女官は酒を運んだりして広間に入れるから、彼の話も盗ぬすみ聞きしやすい」

　琥珀は納なつ得とくはしたようだが、顔は仏ぶつ頂ちよう面づらのままだった。

「女装しに都に来たわけじゃないのに」

「いまは堪こらえてくれ。扇夕を探さぐらないと、わたし達の目的が果たせない」

　膝ひざをついて、琥珀の両肩にそっと手を置いた。琥珀がはっと目を見開く。

「────わかりました」

　さきほどと違って、声には凜り々りしさがあった。微笑んで、手を離はなして立ち上がる。

「苦労をかけるね」

「いいえ。俺は自分の役目をわかっています。そしてそれを成し遂とげるつもりです。……絶対に止めてみせます」

　琥珀の目が決意に溢あふれた。〝何を〟止めるのかは聞かなくてもわかっていた。

「一人で気負わないで。わたしもいる。二人で頑がん張ばろう。……まずは扇夕の噓を暴こう」

　恐おそろしい気持ちはもちろんあるし、大勢の人の前に出て、正体がばれたらどうなるか考えただけで震ふるえが走る。

　しかしようやく摑つかんだこの機会を、決して逃がしはしないと心に決めた。
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　神祇官は、大内裏においての祭事を司つかさどる神聖な所だった。だが祭事を行う為の広間では、豪ごう勢せいなごちそうと酒が並び、大勢の貴族達がわいわいがやがやと盛り上がっている。

　白桜は酒がのった盆ぼんを手にしたまま、その光景に啞あ然ぜんとしていた。

（裸はだか踊おどりしている人がいる。飲み過ぎでひっくり返って寝ねてる人がいるし。さっき始まったばかりのはずなのに、もうこんな状態なのか!?）

　とても大内裏の中とは思えない大おお騒さわぎぶりだった。

「大人って酔ようと大変だな」

　ぼそっとした声が聞こえて振ふり返ると、女官姿の琥珀が顔を引きつらせていた。

　まだ大人になりきっていない琥珀は、中性的な顔立ちと雰ふん囲い気きを持っていて、思わず見とれるほど凜々しい美少女ぶりだ。

「おーい、酒をこっちに」

「あ、はい」

　上座にいる男に呼ばれて、琥珀と二人で酒ののった盆をささげ持ってしずしずと歩いた。

　酒を頼たのんだ男の近くには、あぐらをかいた扇夕がいる。彼は隣となりにいる貴族と談笑していた。

　その様子を見て、心の中でよし！　と拳こぶしを握る。

（近くに行けば話が聞こえるかもしれない。女装しているから大だい丈じよう夫ぶだとは思うけど、絶対に正体がばれないように注意しないと）

　俯うつむき加減で手招きした男のそばに行き、膝をついた。

「どうぞ」

　とっくりを両手で持ってにっこり笑うと、ほろ酔い加減の男が盃さかずきを差し出した。

「うむ」

　酒を注ぎつつ、辺りにそっと目を配る。

（ここにいる貴族達は、みんな大学寮りようの改革に反対していると思って間違いないだろうな。四神が改革に反対している夢を見たと扇夕が言い出してから、取り巻きがぐんと増えたって如月様が言ってたし）

　いままで陰かげでこそこそと大学寮の改革に反対してきた者達が、扇夕という神の使いが自分達と同じ考えを持っていると知り、これ幸いとその傘さん下かに入ったのだろうと如月が話していた。

（何て卑ひ怯きような人達なんだ。自分達だけでは表立って反対だという意見すら言えないのに、扇夕という大きな盾たてを見付けたとたん、こんなに堂々と大騒ぎしたりして）

　大学寮の改革に反対する貴族達は、年とし頃ごろの息子むすこを持つ父親が多いらしい。

　優ゆう秀しゆうな平民達の入学が許されれば、自分の息子達が難関の大学寮に入れなくなるかもしれない。そう考えて、反対しているようなのだ。

　息子達を学問に精しよう進じんさせるのではなく、平民達の入学を阻そ止ししようとする彼らの考えには納得できなかった。

　考えると、手が震えるぐらい腹が立ったが、何とか顔には出さなかった。

（落ち着け。いまは扇夕を探るのが先だ。何とか、彼にもっと近づけないだろうか）

　扇夕は自分の斜ななめ前にいた。

　ちらりとそちらに目をやると、派手な着物に身を包んだ扇夕が、足をだらしなく崩くずし、肘ひじ掛かけにもたれて酒を飲んでいる。酔っているのか頰ほおが赤く染まり、とても以前の礼れい儀ぎ正ただしかった扇夕と同一人物には見えない。

　酌しやくをしつつ、彼の方へ神経を尖とがらせた。

「おい、誰だれか雅が楽がく寮りようから楽人を呼んでこい。演奏をさせろ」

　扇夕が声を上げると、下座に控ひかえていた従者が立ち上がろうとした。

　それを見て、心の中でにんまりした。すぐに扇夕に向かって正座し直して、頭を下げる。

「お待ちください。わたし達は笛が得意です。わざわざ雅楽寮まで呼びにいかなくても、わたし達が楽人に劣おとらない笛をお聞かせできるかと」

　顔を上げて隣に目をやると、びっくりした顔の琥珀がいた。

「ええ!?」

　悲鳴に近い声だったが、さすがに琥珀も場を理解しているのか慌あわてて口元に手を当てた。

「も、申し訳ありません。緊きん張ちようしていて」

　扇夕が琥珀とこちらに交こう互ごに目をやって首を傾かしげた。

「お前達は笛が得意なのか？」

「はい」

　人前で披ひ露ろうできるかと聞かれれば答えは否いなだが、自信ありげに返事した。

　謹きん慎しん中、ぼんやりしているのが嫌いやで、笛が上手な琥珀に教えてもらってある程度吹ふけるようになっていた。酒の席なら余興として披露できるかもと思って、笛も持ってきている。

（わたしはまだあんまりうまくないけど、琥珀はかなり上手だ。みんな酔っ払ぱらっているし、完かん璧ぺきな笛を披露できなくても何とかごまかせるはず。まずは扇夕に取り入って近づかないと）

「ぜひ扇夕様に聞いて頂けると嬉うれしく思います」

　顔は伏ふせて隠かくしつつ、しとやかな声を心がけた。

　隣にいた琥珀が目を白黒させながらも、同じように頭を下げる。

　扇夕が盃を片手に、口角を上げた。

「ほう。面おも白しろいな。大だい内だい裏りの楽人は男ばかり。可愛らしい女官が吹く笛の方が目にも耳にも楽しかろう。こちらへまいれ」

　手招きされて、まだ動どう揺ようしている琥珀に目をやった。そしてこっそり囁ささやく。

「気持ちをしっかり持て。いつも通り吹けば大丈夫。話はわたしがするから黙だまっていていい」

　目を見つめると、琥珀がようやく頷うなずいた。彼をともなって、扇夕の目の前に移動する。

（うっ、見られてるな。でも大丈夫だ。前まえ髪がみが長めのかつらを被っているし、化け粧しようも厚めにしているし。でも念の為ため、なるべく俯き加減でいよう）

「扇夕様の御ご前ぜんで笛を披露できるのは何よりの幸せでございます。この者は、わたしの妹でございます。どうぞよろしくお願いいたします」

　挨あい拶さつすると、扇夕がふいに眉み間けんにしわを寄せた。

「────ん？　ちょっと待て」

　扇夕がやや前のめりになって、こちらをじっくりと見つめた。

（気付かれたか……！）

　額にじわりと汗あせが滲にじんだ。やはり酔っているとはいえ、こんなに近づくのは無む謀ぼうだったかもしれない。それでも、ここで引き下がるわけにはいかなかった。

「何でございましょう？」

　笑えみを浮うかべて首を傾げると、扇夕が片かた眉まゆを上げる。

「……妹はかなりの美少女だが、お前はそこそこだな。あまり似ていないが本当に姉し妹まいか？」

　扇夕がふざけたような調子で声を上げると、周りにいた貴族達がどっと笑い声を上げた。

「確かに！　妹はまれに見る美しさだが、姉は可愛かわいいが本当にそこそこですな」

　うんうんと頷く貴族達に、怒いかりがこみ上げた。

（わたしは本物の女で、琥珀は男なのに。琥珀の方が美少女だなんてどういう事だ!?）

　改めて琥珀を見つめて、うっと心の中で呻うめいた。

（……いや、みんなの言う事は正しいかもしれない。確かに琥珀は美少女だ。……でもわたしは一応女なのに、男の琥珀の方が綺き麗れいだなんて……！）

　そんな場合ではないとわかっていても、心にわずかに残っている乙女おとめ心ごころが傷付いた。

「まあ、よい。では二人に笛を披露してもらうとしよう。楽しみだな」

　酔っているからか、扇夕は目の前にいるのが誰なのか気付いていないようだった。

　助かったと胸をなで下ろしつつ、何とか気持ちを切り替かえて琥珀の隣に移動した。

　腰こしに差していた横笛を手に取り、琥珀に目をやる。

　彼も笛を取り出していた。大切な人にもらったものだそうで、お守りのようなものだから肌はだ身み離はなさず持っていると前に言っていた。

　さきほどまで戸と惑まどうように目をきょろきょろさせていた琥珀だが、いまはそのお守りの笛をじっと見つめて、表情を引き締しめていた。

「……俺にあわせて吹いてください」

　耳打ちされて頷いた。どうやら琥珀も落ち着きを取り戻もどしたようだ。

　二人で息をあわせて、笛に口をつけた。そして、目を瞑つぶる。

　謹慎中にずっと二人で練習していたから、琥珀が息を吸う気配を察する事ができた。

　彼にあわせて、胸いっぱいに空気を吸い込む。

　笛を吹くと、空気を切り裂さくような甲かん高だかい音が、広間に鳴り響ひびいた。

「ほう……これは」

　扇夕の満足げな声が聞こえた。酔って大騒ぎしていた貴族達が、しんと静まり返る。

　琥珀の笛の音は清らかで耳に心地ここちよかった。

　その邪じや魔まをしないよう、彼にあわせて笛を吹く事に集中する。

　うまく吹けるかと緊張していたが、屋や敷しきで琥珀と自分しかいない練習風景を頭に思い浮かべた。その時と同じように、琥珀の笛にあわせて二人で奏かなでる。

　最後の一小節を吹き終えて、目を開けた。扇夕の満足げな顔が自分達の笛への評価だろう。

　琥珀と二人で頭を下げると、扇夕が身を乗り出して手を叩たたいた。

「見事だった。ここへまいれ。姉妹で酌をしろ」

　何とか扇夕に近づける機会を得た。よしと心の中で拳こぶしを握にぎって、二人で彼の前まで行く。

「お前達姉妹は初めて見るな」

　扇夕の盃さかずきに酒を注ぐ。それを飲み干してから、扇夕がとろんとした目を向けてきた。

（かなり酔よっているみたいだな。でも好都合だ。何とか探さぐりを入れよう）

「はい。行ぎよう儀ぎ見習いで大内裏に上がりました。まだこちらに来て間もなくて」

「そうか。お前達の笛は気に入ったぞ。名前はなんという？」

「わたしは……桜さくらです。妹は琥珀です」

　偽ぎ名めいを名乗ると、扇夕が頷いた。

「桜と琥珀か。いいか、お前達。私のお気に入りだと言えば、大内裏で大きな顔ができるぞ。なにせ、私は主上でさえひれ伏せさせる事ができるのだからな」

　かちんとくる言葉だ。いつのまにか扇夕は、傲ごう慢まんという言葉が当てはまる男になっていた。

　両りよう隣どなりを陣じん取どった貴族が扇おうぎを片手に愛あい想そ良く笑った。

「そうでございます。扇夕様はいまや大内裏でもっとも強い権力を持っていると言っても過言ではありません」

「ええ、これで青丞様と蛍姫ひめの結けつ婚こんが決まれば、更さらに扇夕様の地位は安あん泰たいですな」

　取り巻き達の言葉を聞いたとたん、胸がずきりと痛んだ。

　青丞と蛍姫という女性が結婚するという話は前にも噂うわさで聞いていた。

　その時も、自分でも驚おどろくほど衝しよう撃げきを受けた。

　青丞に詳くわしい話を聞こうと思っているが、まだその勇気がでない。

　どうしてこんなに苦しくなるのか、どうして青丞の結婚の話を聞くと悲しくなって傷付くのか、本当は自分の気持ちに薄うす々うす気付いていた。

（これ以上考えてはだめだ。いまはやるべき事がある。個人的な感情に振ふり回されてはいけない）

　何とか気持ちを落ち着かせて、無理をして笑みを浮かべた。

「扇夕様は、とても立派な方でいらっしゃるのですね」

　尊敬を交えた声こわ色いろで話しかけると、扇夕はまんざらでもないようだった。

「私はもともとは青龍家の血を引いている。世が世なら、私が帝みかどになっていたかもしれないのだ。次の帝は四神の跡あと取とりから決まるから、さすがにもう帝の座につくのは無理だが、同じぐらいの権力を持つ事はできる」

　目に宿っているのは、野望の光だ。

　こんなにぎらぎらした欲望を表に出す扇夕を見るのは初めてだった。

（きっと、いまのが彼の本音だ。青龍家の血を引き、世が世なら自分が帝としてこの国の頂点に立てたはず。それなのに、神じん祇ぎ官かんの伯はくにあまんじている自分に不満があるんだ）

　扇夕の本ほん性しようを垣かい間ま見みた気がした。

　右隣にいる中年の貴族が、扇で口元を隠してそっと扇夕に話しかけた。

「扇夕様は本当にすばらしい。……ぜひ我が屋敷でおもてなしをさせていただきたいのですが、明日あしたのご予定はいかがですかな？」

「明日は大事な用がある。桂かつら川がわで船に乗る予定があってな」

　あっさりと断られて、貴族が一いつ瞬しゆん顔をしかめた。だがすぐにもとの柔にゆう和わな顔に戻る。

「それは楽しみでございますね。では、また空いている日にお越こしになってください」

　二人の会話を聞いていて、眉根を寄せた。

（桂川で船？　まだ寒いし、船遊びにしては変だな）

　夏場なら涼りようを求めて船遊びという事もあるが、いまの時期に船に乗るなんてあまり聞かない。

　季節外れに船に乗ると聞いてふと思ったのは、建物と違ちがって船は川の上なので周りを気にせず話ができるという事だ。密談などには最適な場所だった。

（明日か。大事な用だと言っているから遊びに行くとは考えにくい。あとをつけてみよう）

　心の中で決めていると、扇夕が琥珀に向かって盃を差し出した。

「それにしても、琥珀。お前は誰だれかに似ている気がするな。その美しい顔はどこかで……」

　扇夕が首を傾かしげた。慌あわてて扇夕に向かって頭を下げる。

「片付けがありますので、わたし達はこの辺りで失礼します」

　立ち上がると、扇夕がさっと腕うでを摑つかんだ。

「待て。まだ笛の音が聞きたい。ここにいろ」

「いえ、それは……」

　あまり長い時間一いつ緒しよにいると、正体がばれる可能性が高くなる。

　明日扇夕が出かけるという情報も手に入れたので、そろそろ潮時だと思った。

　座っている扇夕が、下からこちらを見上げた。

「……ん？　いままで髪かみで顔が隠かくれていたが、この角度だとよく見えるな。お前も見た事がある顔だぞ……？」

（まずい……！）

　内心で焦あせっていると、琥珀がさっと腰を上げた。

「姉はよくある顔なんです。私と違って、平へい凡ぼんな顔なので」

（琥珀ーっ。助けてるつもりだろうけど、言ってる事がひどいぞ！）

　心の中で叫さけぶと同時に、扇夕が摑んだ腕を引っぱった。

「いや、絶対に見た事がある。ちょっと座れ。少し目が悪くてな。よく顔を見せてみろ」

　扇夕が目を何度か瞬またたかせている。どうやら目が悪いのは本当のようだ。

「いえ、あの……！」

　焦っていると、入り口の襖ふすまの辺りがざわっとした。

「青丞様……！」

　驚いて顔を向けると、襖から青丞が入ってくる所だった。

　彼と目があったが、驚いている様子はない。

　気付かないのかとも思ったが、目線はしっかりこちらを向いているので、自分がここにいるのはわかっているようだった。

「……これは青丞殿どの。ようこそいらっしゃいました。どうぞこちらへ」

　扇夕が手を離した。どうやら、彼の興味は青丞へと移ったようだ。

　青丞がほんの一瞬、目配せしたのに気付く。そのしぐさだけで何を言いたいか悟さとった。

（助けに来てくれたんだ……！）

　ここにいるのを知っているのは如月だけだ。だから彼が青丞に話したのかもしれない。

「青丞殿、招待していたが、本当に来てくださるとは思わなかった。妹との結婚は考えてくださいましたかな？」

　扇夕に不敵な笑えみを向けられても、青丞は顔色一つ変えなかった。

「それはまた今度お返事させていただきます。……綺き麗れいな笛の音に誘さそわれて来ただけなので」

「そうですか。ではお座りになってください。笛の音をもう一度お聞かせいたしますので。おい、桜、琥珀……ん？　二人はどこへ行った？」

　扇夕のその声が聞こえたのは、琥珀と二人でこっそり広間を抜ぬけ出してからだった。

　廊ろう下かを早足で進みながら、胸をなで下ろした。

「青丞のおかげで助かった……」

　彼の目配せが、扇夕を引きつけるから逃にげろという意味だと瞬時に悟った。

　ほんの少しの目の動きだけで、彼が何を考えているのかわかるほど、心が通じ合っている事に自分でも驚きだった。

　しかし助かったというのに、胸にはちくりと刺さすような痛みがあった。

　扇夕が妹との結婚を考えてくれたかと聞いて、青丞はまた今度返事をと言った。

　断れない事情があるのだとわかっていても、本当に青丞が結婚するとなったらと考えただけで、息もできないくらい苦しくなる自分がいた。
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「青丞と蛍姫の結婚、か……」

　白桜は女によ官かん姿のまま、清せい涼りよう殿でんに与あたえられた部屋の前にある廊下にいた。

　早く女の着物を脱ぬぎたいという琥珀が先に部屋に入って、着き替がえていた。

　裳も唐から衣ぎぬは重ね着しているので脱ぐのも時間がかかるだろうと、廊下に面した庭に降りる。

　廊下でぼんやりしていて、通りかかった人達に何をしているのかと聞かれたら面めん倒どうだった。

　それに、一人になって考えたい事があった。静かな庭は考え事をするのに最適だ。

「扇夕が青丞と妹を結婚させて、もっと強い権力を持とうと考えているのは明らかだ。政略結婚なのは間違いないけど、青丞は断れないはずだ」

　龍宝帝を通しての結婚の申し込みは、たとえ息子むすこといえど、臣下である以上拒きよ否ひできない。

　息子と扇夕の妹との結婚など龍宝帝も気が進まないだろうが、いまの状じよう況きようだと嫌いやだとは言いにくいだろう。

「扇夕はわたしの秘密を盾たてに主上を脅おどしている。女を官かん吏りにした事が世間に知られたら、とんでもない醜しゆう聞ぶんだ。……結局はわたしの秘密のせいで、みんなが意に染まない事をさせられているんだ。……悔くやしい！」

　ぎりりと唇くちびるを嚙かんだ。誰もいないのを確かく認にんして、その場でうずくまる。

　頭を抱かかえて、こみ上げてくる気持ちをどうにか抑おさえ込もうとした。

「青丞が結けつ婚こんなんて、嫌だ」

　それでも心にとどめておけない本音がつい口をついて出た。

「せめて、青丞が本当に好きだという女性だったら、少しは祝おうという気持ちに……いや、やっぱりだめだ。そんな気持ちにはなれない」

　黒い雲が心を覆おおっている。青丞が結婚するなんて、思ってもみなかった。

　気持ちを抑えられず、じっとしていられなくて、立ち上がって歩き出す。

　そのまま歩いていると、清涼殿と紫し宸しん殿でんの境まで来た。琥珀が着替え終わるまでは近くにいないといけないので、これ以上は遠くには行けないときびすを返そうとする。

　ふいに植え込みに沿って作られている柵さくの向こうから、聞き慣れた声がした。

「……いまはまだ返事はできない」

　青丞の声だった。驚おどろいて足を止める。どうやら誰かと話をしているようだ。

　さきほどの礼を言わないととは思ったが、彼とどんな顔をして会えばいいのかわからない。

　立ち去ろうと思ったが、どうにも気になって近くにあった木こ陰かげに入り声がした方を覗のぞいた。

「わたくしでは、妻にはふさわしくありませんか？」

　鈴すずの鳴るような美しい声だった。そして声の持ち主も、それに負けず劣おとらずの容よう貌ぼうだ。

　年は自分と同じぐらいだろうか。白い細ほそ面おもてに大きな黒い瞳ひとみ。

　艶つややかな髪は地面につくほど長く、桜色の裳唐衣がよく似合っていた。

　ぷっくらした頰ほおは赤く染まっていて、十人男性がいたら、十人ともに守ってあげたいと言わしめるような可か憐れんな雰ふん囲い気きがあった。

「そうではない。蛍姫ひめ」

　青丞が呼んだ名に、びくりと反応した。

（あれが蛍姫か……。確かに噂うわさ通り美人だな。綺麗と言うよりは、可愛かわいいという感じだけど）

　悪い事とは思いつつ、息を潜ひそめて二人の会話を見守った。

「青丞様がいらっしゃると聞いたから、兄の宴うたげにまいりましたのに。わたくしの顔を見たらすぐ帰ると仰おつしやって……。前にもお伝えしましたが、ずっと青丞様をお慕したいしていました。兄に青丞様の妻になれるぞと言われて、心の底から嬉うれしいと思っていましたのに」

　傷付いた顔は、女の自分でも思わず抱だきしめてしまいそうなほどの儚はかなさがあった。

　しかし青丞は微び動どうだにせず、蛍姫を見つめた。

「結婚の話は、すぐには返事できないと扇夕殿にも伝えてある。もうしばらく待ってくれ」

　困ったような声の響ひびきだった。扇夕の結婚の申し込みを断れない事情があるので、そういう言い方になるのだろうかと思うと、少しだけほっとした。

（ん？　どうしてほっとするんだ。青丞が結婚したくない様子を見せたのが、嬉しいと思っている。……これって）

　自分の心の内に気付いて戸と惑まどった。

　だが、それと同時にやはりそうかとも思った。

　青丞が蛍姫と結婚すると聞いて、心がざわついた。二人が一緒にいる所を見ると、胸が苦しくなった。そして、いまは息ができないほどの辛つらい胸の痛みにじっと耐たえている。

　それにいったいどういう意味があるのか、もう気付いていた。

（わたしは……青丞の事が好きなんだ。誰だれにも渡わたしたくないと思っているんだ。だから彼が他ほかの女性と一緒にいるのを見ると、こんなに傷付くんだ）

　その想おもいはずっと前から心にあったのだと思う。だけど気付かないふりをしていた。

　白虎家の跡あと取とりの男子として生きていくと決めていたから、恋れん愛あい感情に振ふり回されるわけにはいかなかった。

「そうか、わたしは青丞が好きなんだ」

　呟つぶやくと、すっと気持ちが楽になった。

　不思議なもので、一度認めると、その気持ちを青丞に聞いてほしくなった。

　彼はどう答えてくれるだろう。以前、彼には愛していると言われていた。

　里桜姫としての自分も、白桜としての自分も、どちらも好きだと。

　あれから何ヶ月も経たったし、その間謹きん慎しんしていたから、もしかしたら彼の気持ちは変わったかもしれないと思うと怖こわくなった。

　それでも勇気を振り絞しぼって、この気持ちを打ち明けたかった。

　しかし、そうはできないと自分の気持ちを押しとどめる。

（あの計画を成し遂とげるまでは、この気持ちを彼に伝える事はできない。それに、いまのわたしには、彼に好きだと伝える資格はない）

　秘密を持ったまま大だい内だい裏りで官吏として働いていた。そのせいでみんなに迷めい惑わくをかけている。

　そんな状況で彼に自分の気持ちを打ち明けるなんてできるはずがなかった。

　庭に目をやると、蛍姫が大きな瞳から一筋の涙なみだをこぼした。

「わたくしは、青丞様が好きです。ずっと、一いつ緒しよにいたいと思っています」

　それはまさに、いま自分が青丞に伝えたいという気持ちそのものだった。

　青丞は困ったような顔で、無言でいる。

　あの場にいるのが自分だったらと、心の中で思った。

（蛍姫がうらやましい。わたしも自分の気持ちを伝えたいのに……）

　そんな想いを、頭かぶりを振って追い払はらった。いまは大事な計画を進行中だ。この計画に、多くの人達の未来がかかっている。自分の気持ちだけを優先させるわけにはいかなかった。

　青丞と蛍姫に背を向けて、そっと足音を忍しのばせて二人から離はなれた。

　涙が一筋、頰を伝って流れ、地面に落ちた。
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　鵬玄は、水みず菓が子しを手に白桜がいる部屋へと向かっていた。

　水菓子は白桜の好物だ。特に甘い蜜み柑かんが好きだと前に聞いていた。

　白桜に食べさせたくて、知り合いを辿たどって直接産地から取り寄せた。

「きっと喜ぶだろうな」

　白桜の嬉しそうな顔を思い浮うかべると、思わず笑えみがこぼれた。

　先日、白桜に大内裏を出て屋や敷しきに来てほしいと話したが、断られた。

　白桜は夢の為ために走り続けている。それを応おう援えんしようと心に決めていたのに、いざ危険が及およぶと白桜を守る為にここから連れて出たくなった。

　あの時の自分は心配なあまり、白桜の気持ちを無視していたと思う。

　蜜柑ごときで許してもらえるとは思わないが、謝りたかった。

　部屋の前まで来て、襖ふすま越ごしに声をかける。

「白桜、いるか？」

「……あ、はい」

　何だか元気のない声だった。不思議に思って襖を開けると、白桜が従者の着物に身を包み、部屋の隅すみで膝ひざを抱えていた。こちらに向けられた顔を見て、思わず眉まゆ根ねを寄せる。

　目元が赤かった。まるで、泣いていたかのようだ。

　白桜が慌あわてたように立ち上がり、顔を隠かくすように俯うつむいた。

「何か用か？　鵬玄」

「……あ、ああ。知り合いから蜜柑をもらったから持ってきたんだ。前に好きだって言ってただろう？」

　やや顔を上げて蜜柑を見つめ、白桜がそっと口元を綻ほころばせた。

「ありがとう。嬉しいよ」

　微笑ほほえんでいるが、表情にどこか元気がなかった。きっとそう気付くのは親友として誰よりも一番近くにいて、ずっと白桜を見て来た自分だけだと思う。

「どうかしたのか？」

　気になって顔をのぞき込んだが、白桜はすぐに首を振る。

「何でもないよ。ちょっと疲つかれているだけ」

「でも、目が赤いぞ」

　白桜が慌てたように目元に手をやった。

「琥珀が食事の用意をしに行ってる間、ちょっと暇ひまだったからうたた寝ねしてたんだ。いま目が覚めてこすったりしたから赤いんだよ」

　乱暴に目元をごしごししているが、寝ていたようには見えなかった。

「蜜柑ありがとう。食べるの久しぶりだよ」

　手を差し出されたので、蜜柑を渡した。

　白桜は嬉しそうな顔をしているものの、やはりどこか元気がない。

　もしかしたら……と心の中で呟く自分がいる。

　大内裏では、青丞が扇夕の妹と結けつ婚こんするという噂が流れている。

　どうやら扇夕がその話を広めたようだ。噂が大きくなれば、神の使いである自分の妹との結婚を青丞が断れないだろう、そんな彼の気持ちが透すけて見えるようだった。

　実際その噂は大内裏にいる者はほぼ全員が知っていて、とうとう氷の貴公子も年ねん貢ぐを納めるのかと言われていた。

　そして、白桜はその話を知っていた。

　白桜が泣く所なんてほとんど見た事がない。

　我が慢まん強くて、ちょっとやそっとの事で感情を高ぶらせるような事はしないのが白桜だ。

　その白桜がこんな状じよう況きようになっているという事は、もしかしたらその辺りの事で何か衝しよう撃げきを受けたのではないかと思った。

　しかしそれは自分にとってはあまり嬉うれしくない話だった。

　青丞と自分のどちらかを選んでほしいと、奉ほう納のう舞まいの準備の時に迫せまった事がある。

　結局その答えは保留になったままだ。

　少し前まではその答えを早く聞きたくてたまらなかった。

　だが、いまはもう答えを無理に聞きたいとは思わなくなっていた。

　白桜が蜜柑を持って、隅に座り込む。正面に移動して、膝をついてじっと目を見つめた。

「何か心配事か？　もしかして……」

　青丞と蛍姫ひめの事かと聞きたかった。

　しかし言葉が続かない。もしそうだと肯こう定ていされたら、立ち直れない気がした。

　それでも白桜の顔色が悪いのは気になった。

　口ごもっていると、白桜が満面に笑みを浮かべる。

「本当に何でもないんだって。ちょっと疲れているだけ。心配させてごめん。蜜柑、頂くよ」

　蜜柑の皮を剝むいて、白桜が一ひと房ふさ口に入れた。

「甘いね！　すごく美味おいしい」

　好きな人が喜ぶ顔を見るのは何よりの幸せだった。ふいに、白桜が好きだという気持ちが、誰にも渡したくないという気持ちが高ぶって抑おさえきれなくなる。

　白桜を抱だきしめたくて仕方なかった。きっと白桜からはお日様の香かおりがするだろう。

　柔やわらかそうな髪かみに顔を埋うずめたら、幸せな気持ちになれるに違ちがいない。

　しかし、何とかその気持ちを押しとどめた。

「美味しいか。それはよかった」

　そして何事もなかったかのように微笑んだ。

　白桜が大切だ。

　もし白桜の悩なやみが青丞に関する事なら、抱きしめたりしたら嫌きらわれるかもしれない。

　そうなったらと思うと、どんなに強い敵の前でも感じた事のない恐きよう怖ふが身体からだを支配した。
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「如月様、いらっしゃいますか？」

　白桜は清せい涼りよう殿でんにある如月の部屋を訪ねていた。

　返事がないので、まだ部屋に戻もどっていないのかと首を傾かしげると、すっと襖が開く。

「あ、朱咒」

「なんだ、白桜か。如月なら風ふ呂ろだよ」

　朱咒と如月は親友だ。朱咒が如月の部屋に入り浸びたっているらしいというのは聞いた事があった。どうしようかと戸と惑まどっていると、朱咒が廊ろう下かの方へと目をやった。

「誰だれかに見られると面めん倒どうだ。用があるなら入ったら？　もうすぐ帰ってくるだろうし」

　頷うなずいて部屋に入ると、朱咒がさっと襖を閉めた。

「如月に何か用なのかい？」

　壁かべにもたれて座った朱咒の正面に腰こしを下ろす。

「はい。桂川の船着き場がどこにあるか書いてある地図が欲しくて」

　扇夕が明日あした大切な用で桂川に行くという情報を手に入れたので、あとをつけるつもりだった。

　船に乗ると言っていたので、船着き場から乗る可能性が高いだろう。

　だったら船着き場がどこにあるか事前に知っておきたかった。

「ふーん。桂川の地図ね。さては、扇夕が桂川に行くとかいう情報でも手に入れた？」

　どきっとして目を見開いた。

（うっ、何でわかったんだ？　大だい内だい裏りから出ると言ったら青丞達が心配するだろうから、わざわざ如月様に地図をもらいに来たのに。朱咒に明日の事を知られたら、青丞達に伝わるかもしれないから、ここは……）

「いえ、そういうわけではないんですが」

「じゃあ、どういうわけだい？　扇夕を調べに謹きん慎しんしている屋敷を抜ぬけ出して大内裏に来たんだろう。危険をおかしてここから出る理由は扇夕に関する事しか思いつかないけど？」

　さすがにこの国で一番賢かしこいと言われているだけある。

　焦あせった顔を見られたくなくて俯いたまま、目だけを上げた。

　そこには、にやにやして腕うで組ぐみをする朱咒がいる。

「……青丞達には、言わないでもらえませんか？」

　口でどう言いつくろっても、朱咒には勝てないとわかっていた。

　さっさと白旗をあげて、何とか口止めする方が賢けん明めいだ。

「やっぱりね。一人で行くのかい？」

「いえ、琥珀も一いつ緒しよです」

　朱咒が軽く目を見開いた。

「琥珀ね。ずいぶん彼を気に入っているみたいだね。何か理由があるのかな？」

　言葉に含ふくみがあったが、気付かないふりをした。

「琥珀はとても賢くて行動力もあるので、一緒にいて助かるし……」

　ふいに朱咒が身を乗り出して、ぐっと顔を近づけた。

「それだけ？」

　赤い瞳ひとみがすぐ近くで光を放っていた。

　その目で見つめられると、噓うそも言い訳もすぐに見破られる気がした。

「そ、それだけです」

　目をそらして、赤い瞳から逃のがれる。心臓がばくばくと音を立てていた。

　朱咒がそんな様子を見て、再び口角を上げる。

「なるほど。まあ、そういう事にしておいてあげる。でもね、白桜。私は君の味方だよ。君が何を計画しているかも、琥珀が君にとってどういう存在なのかも何となくわかっている」

　その一言に息を吞のんだ。絶句していると、朱咒がそっと肩かたに手を置いた。

「個人的な意見としては、その計画は実行してほしくない。だけど、言っても君は聞かないだろう。だから、私も陰かげながら君の計画に協力してあげる」

　いつのまにか、朱咒が真しん剣けんな表情をしていた。

　滅めつ多たに見せないその顔で見つめられると、ふいに胸がどきっとした。

「だからこれだけは約束してくれ。私は君に生きていてほしい。だから無む茶ちやな事はしないでくれ。私にできる事は何でもするから」

　心から心配している声と表情だった。

「ありがとうございます。なるべくご期待に添そえるようにします」

　苦く笑しようすると、朱咒が口を尖とがらせた。

「なるべくじゃだめだよ。……君は私にとって『特別な人』なんだから」

「え？　何か言いました？」

　最後の方が口ごもった感じだったので、よく聞こえなかった。

　目を丸くすると、朱咒が一度目を伏ふせて、そして苦笑した。

「何でもないよ。こっちの話。……結局いままでずっと君と正面から向き合ってきた青丞や鵬玄にはかなわないって話さ」

　朱咒はいつでもはっきりとものを言うのに、今日は様子が違っていた。

　首を傾げると、朱咒がぽんと手を叩たたく。

「そうそう。桂川の船着き場の地図だったね。用意して、あとで届けるよ。あ、でもお駄だ賃ちんはもらわないとね」

　嫌いやな予感がして後ずさろうとしたが、それより早く朱咒が抱きしめて頰ほおに軽く口付けした。

　柔らかい唇くちびるの感かん触しよくと、甘やかな彼の香りに包まれて、顔がかっと熱くなる。

　朱咒は細身に見えるが鍛きたえているらしく、腕は力強かった。

「ああ！　またっ！」

　こんな風にからかわれるのはいつもの事だった。

　怒おこった顔をすると、すぐに朱咒が身体を離はなしてくれた。

「そう怖こわい顔をしないで。一応遠えん慮りよして唇を奪うばうのは我が慢まんしてあげたんだから。明日の事は青丞達に黙だまっておいてあげる。その代わりあまり危険な事はしないようにね」

「わかりました！」

　これ以上ここにいると、また朱咒にからかわれると思って慌あわてて立ち上がる。

　背を向けようとして、ふとにこやかだった朱咒の表情がせつなさに満ちたものに変わった気がした。

　驚おどろいてもう一度彼を見つめると、そこにはいつもの柔にゆう和わな顔をした朱咒がいる。

「どうかした？　まだここにいたいのかな？　私と遊んでくれるのかい？」

「い、いいえ。失礼します」

　すぐに部屋をあとにしたが、初めて見た朱咒の苦しそうなせつなそうな表情が目に焼き付いて離れなかった。
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　白桜は、どんよりと曇くもった空を見上げて、寒さに身を震ふるわせた。

　そろそろ桜が咲さく季節だというのに、外は肌はだ寒ざむい。

　しかし寒さに負けてはいられなかった。昨日の宴うたげで扇夕が外出するという情報を手に入れ、今日は朝から彼の牛ぎつ車しやがある車宿りを見張っていた。

　昼に近くなってから車宿りにやってきた扇夕は、取り巻きも連れず護衛の武官二人をともなって牛車に乗りこんだ。

　そのまま大内裏を出た彼を、目立たないように徒歩で追う。

　しばらく歩いて辺りを見回し、一緒に来ていた琥珀に声をかけた。

「もうすぐ桂川の船着き場だ。牛車もやはりそちらに向かっているな」

　牛車が建物の角を折れたのを見届けて、そこまで進んで建物の陰から先を覗のぞく。

　道の左手にある船着き場で、牛車が止まる所だった。

　寒いせいか、船に乗ろうなんて者はいないようで、船着き場には船頭が一人いるだけだ。

　扇夕は牛車を降りて、船着き場にある屋形船に乗りこんだ。

　障子が閉められているので、屋形船の中は見えない。

　扇夕が障子に向かって何か声をかけると、そこが開いてちらりと中にいる人物が窺うかがえた。

「あれは……！」

　声を上げると、背後にいる琥珀も息を吞む気配がした。

　垣かい間ま見みえた人物は、間ま違ちがいなく凌箔だ。白虎家の特とく徴ちようである髪かみと目の色を持つ彼を見間違えるはずがない。金の鬼おにと名乗り、世間を騒がした凌箔は、龍宝帝が手を尽つくしても居所が摑つかめなかった。その彼がいま、すぐ近くにいる。

「ようやく見付けましたね」

　小さく声を上げたのは琥珀だった。

「ああ、何とか捕つかまえられないだろうか」

　そう思ったが、船着き場には屈くつ強きような武官が二人いる。

　彼らは船に乗る事はなく、船着き場の周りを鋭するどい視線で見回していた。

「きっと、船で密談する気だ。川の上なら誰だれにも話を聞かれる心配はないからな。……いま出ていっても、武官達に見つかって止められる。彼らともめている間に、また凌箔に逃にげられるだろう。……そうだ」

　川下に目をやって、琥珀の腕うでを引っぱった。

「きっと次の船着き場であの護衛の武官達と合流する気だと思う。それより先の船着き場は、もう都の外になってしまうから、そこまで移動するとは思えない。そこで扇夕は船を下りるだろうから、そのあとなら凌箔と話をする機会があるかも」

　人目を忍しのんで船で密会しているから、話が終わったあとまで一いつ緒しよにいるとは考えにくい。

　目的は、まず凌箔と話をする事だ。

　個人的に立てているある計画の為ために、彼とどうしても会う必要がある。

　その為には、扇夕や武官達に彼と会っているのを見られたくない。

「次の船着き場ってどこですか？」

「桂川で船に乗るって扇夕が言ってたから地図をもらって調べたんだけど、走ったらきっとお日様が沈しずむ頃までかかるぐらいの距きよ離りはある。でも桂川の流れは緩ゆるやかだから、頑がん張ばって走れば船においていかれる事はないかもしれない」

　いまは昼を過ぎたばかりの時刻だった。

　さすがにそんなに長く走るなんて嫌がるかもと思ったが、琥珀は真剣な顔で頷うなずいた。

「走りましょう！　絶対に逃がしてはいけません」

　琥珀の気合いに押されるように、船を追って走り出した。







　船を追って、どれだけ走っただろう。

　もう何も考えられないくらい頭は真っ白だし、足も痛くて棒のようだった。

　それでも白桜は、琥珀と一緒に必死で船を見失わないように走り続けた。

　日が暮れ始めた頃ころ、ようやく川下にある船着き場が見えてくる。

　それと同時に船の速度も落ちていく。

　船頭が船着き場に向かっているのがわかって、やや足を緩めた。

「武官達がもういる。馬で先回りしたんだな」

　本当は自分達も馬を使いたかったが、町中で馬を走らせるとかなり目立つ。

　内密に行動する為にも、馬は仕方なく却きやつ下かして自力で移動した。

　両りよう膝ひざに手を置いて、肩かたで大きく息をしつつ、船着き場に目をやった。

　船着き場に船を泊とめた船頭が、障子の前で膝をついている。

「つきました」

　障子が開いて、扇夕が顔を見せる。そのあとから、凌箔が出てきた。

　二人は船の上で正面から向き合っている。

　周りに武官達しかいないのを確かく認にんして、扇夕が微笑ほほえみかけた。

「では、入学式でお会いしよう。龍宝帝は、平民達の入学をいまだに中止にしていない。だったら、我われらの手で……」

　その先は扇夕が凌箔に耳打ちした。さすがにそれは聞こえなくて、思わず眉まゆ根ねを寄せる。

（入学式で会おうという事は……まさかその時に何かするつもりなのか！）

　可能性は高いと思った。扇夕は平民達の入学をやめるよう龍宝帝に迫せまっているが、いまだに取りやめるという正式な発表はない。

　そして凌箔は、龍宝帝を苦しめる為に大学寮りようの改革を潰つぶしたいと思っている。

　つまり二人の狙ねらいは〝大学寮の改革を阻そ止しする〟という事で一いつ致ちしていた。

「凌箔。入学式を潰せば、次の帝みかどは君だ。そう四神が告げる夢を見たと、私が言おう。……約半年かけた計画がようやく実を結ぶな」

　かすかに聞こえた扇夕の言葉に、愕がく然ぜんとした。

（そうか……！　帝を決めるのは、四神のお告げだ。本当ならいまの帝が夢でお告げを聞いて、帝の交代が行われる。だけどいまは扇夕も四神の夢を見られるとみんな信じている。彼が次期帝は凌箔だと四神が告げたという夢を見たと言えば、それを信じる者は多いはずだ）

　そう気付いて、扇夕が四神のお告げの夢を見たと言い出した本当の理由に気付いた。

「四神祭の準備の時、扇夕は四神の夢を見たと言って、その通りに事件を起こした。だけど、切り裂さかれた衣い装しようは作り直す時間が十分にあったし、燃やされた楽器は彼が代わりを手配していた。もし彼が犯人なら、どうしてそんな事をするのかよくわからなかった。でも……」

　あごに手を当てて呟つぶやくと、琥珀が目を瞬またたかせた。

「でも、なんですか？」

「彼らの目的は、四神祭の妨ぼう害がいではなかったんだ。本当の目的は〝扇夕が四神のお告げを聞ける〟というのを周りに印象づける事だ。それには気付いていたけど、いままでは扇夕が大だい内だい裏りで権力を持ちたいから、そう言って周りを騙だましていたんだと思っていた」

　船で談だん笑しようする二人を見つめた。

「だけど、彼らの目的はそんなものじゃない。わたしが女だと公表したのも、彼らの計画の一つだ。わたしを跡あと取とりから外して、強ごう引いんに凌箔を白虎家の跡取りにする。そして四神が彼を次期帝にせよと告げる夢を見たと扇夕が言う。そうすれば、凌箔がこの国の頂点に立つ」

　自分で口にして、ぞっとした。

　そしてその計画は四神祭が行われる前から、水面下で準備されていたに違ちがいない。

「彼らの真の目的は、この国の乗っ取りだ。主上を帝の座から引きずり下ろして、凌箔を帝にし、扇夕が裏で実権を握にぎるつもりだ」

「まさか……。そんな事が許されるはずがない」

　琥珀が絶句した。考えるだけで、怒いかりで拳こぶしが震えた。それを何とか押さえ込む。

「いいや、扇夕が凌箔を帝に据すえるよう四神が告げる夢を見たと言えば、現実になる可能性が高い。そして、彼は主上の弱みも握っている。いざとなったら、主上は女を官かん吏りに登用して、長い間気付かなかった愚おろか者だと公表するだろう。そうすれば主上の威い信しんに傷をつけられる」

　彼らの恐おそろしい計画を頭の中で整理した。

　憶おく測そくではあるが、きっと間違いないという自信があった。

「大学寮の改革に反対している貴族達は、扇夕を支持するだろう。扇夕は四神の跡取りではないから、帝にはどうしたってなれない。だけど凌箔はもともと白虎家の正式な跡取りだった。わたしさえいなくなれば、凌箔を跡取りに据え、帝に推おす事は可能だ」

　いま、大内裏は龍宝帝につく者と、扇夕を支持する者とで真っ二つに割れている。

　凌箔が次の帝だと扇夕が言えば、対立する貴族達の間で争いが起こるのは間違いなかった。

「この計画を立てたのは、おそらく……」

　船の上に立つ、凌箔の姿を睨にらみつけた。

「では、これで失礼する」

　扇夕が微笑むと、凌箔がふいに表情を引き締しめた。

「一つ、これだけは忠告しておく。白桜を甘くみるな」

　低い声にどきりとした。名前を呼ばれた事にうろたえつつ、彼らの様子を見守った。

　扇夕が肩を揺ゆらして笑う。

「白桜？　あいつは謹きん慎しん中だ。早く処しよ刑けいしろと主上を突つっついている。女を官吏にしたなんて知られたら、主上も立場が危あやういからな。そう遠からず白桜は処刑になる。心配するな」

　扇夕が笑いながら牛ぎつ車しやに乗りこむ。どうやら牛車は乗ってきたものとは別のもののようだ。

　おそらく武官達が移動に時間がかかる為に、別に用意したのだろう。

　牛車が離はなれていくのを待って、船着き場の方へと駆かけ出した。

　すでに凌箔は障子の中に戻もどっていて、船頭が船を出そうとしていた。

「なんだ、お前達は……うっ！」

　琥珀が船頭に飛びかかった。

　案外強い琥珀は、船頭の口をふさいでみぞおちに一発入れて、気を失わせる。

「何の音だ？」

　障子の向こうから、凌箔の声がした。障子に手をかけて開き、さっと中に入り込む。

「お前は……！」

　屋形船の中は畳たたみが敷しかれていた。狭せまいが、二人で向き合って座るだけの余よ裕ゆうはある。

　真ん中に座っていた凌箔が驚おどろいた顔で、こちらを見つめた。

　その一いつ瞬しゆんの隙すきをついて、太刀たちを抜ぬいて彼の喉のど元もとに突きつける。

　同時に船が動き出した。船頭の代わりをしているのは琥珀だ。

「川の上なら逃にげられないだろう？　話がしたい。武器には触さわるな」

　彼の傍かたわらにあった太刀を蹴けって隅すみにやった。凌箔はすぐに余裕を取り戻して、ふっと笑う。

「お前の方から来るとは思わなかった。……いいだろう。話ぐらいは聞いてやる。何を言うか楽しみだ」

　太刀を突きつけられているのに、恐れるどころか慌あわてた様子もなかった。

「凌箔。……叢雲は生きていた。それはわかったんだろう？　もう復ふく讐しゆうなんてやめるんだ」

　親友だった叢雲の敵かたきを討うつ。それが凌箔が龍宝帝に刃は向むかう理由だ。

　しかし叢雲はいまは如月と名を変えて、大内裏で生きている。

　彼は青丞と里桜姫ひめの偽にせの結けつ婚こんの儀ぎの時に、大内裏にいた叢雲の姿をその目で見たはずだ。

　皐月は叢雲が生きていると知って復讐をやめたが、彼はそうではなかった。

　凌箔の目がすっと伏ふせられる。

「叢雲はもういない。私の親友だった叢雲は、もう死んだ。大内裏にいるのは、同じ顔をした〝敵〟だ」

　淡たん々たんとした言葉だった。まるで自分に言い聞かせてでもいるかのように声には抑よく揚ようがない。

「何を言うんだ。如月様は叢雲だ。叢雲だった時の彼には会った事がないけど、昔ときっと何も変わっていないと思う」

　如月が大学寮の改革を支持しているのは、不幸な生おい立ちの弟である皐月を大学寮に入れてやりたかったからだと言っていた。

　皐月は賢かしこいが、母親は貴族ではない。

　それでは家いえ柄がらが重要な合格条件となるいまの大学寮には入れなかった。

　そんな不公平な世の中が許せないというのは、自分も同じ気持ちだった。

「如月様は……叢雲はいまも昔も自分の信念に従っているだけだ。親友だと言うなら、いまの彼も受け入れたらどうだ？」

　凌箔がわずかに眉根を寄せた。それが悩なやんでいるように見えて、言葉を続けた。

「復讐なんてやめよう。……実はある計画を立てている。それに協力してほしいんだ。このままでは女なのに男だと噓うそをついていた罪で、一族全員が処しよ罰ばつされる。みんなを救うには、あなたの協力が必要だ。このままではあなたの家族だってどうなるかわからないんだぞ」

　凌箔がやや目を見開いた。太刀を鞘さやにおさめて、彼の目の前に座った。

「富士山にいるあなたの祖父と祖母は、病で一時危なかったが、おじいさまが手配した医師のおかげで何とか一命を取り留めた。いまは快方に向かっているそうだ。あなたには、両親も弟もいるんだろう？　彼らを救う為ために、わたしに協力してほしい」

　凌箔は病の祖父母をおいて、幽ゆう閉へいされていた富士山を抜け出して都に来た。

　一見、血も涙なみだもない行こう為いのように思える。しかし心の中でそれは違うと囁ささやく自分がいた。

（親友の復讐の為に六年の時間を費ついやして命をかけた。それだけ情は深いはずだ。目的の為に一度は家族を捨てたかもしれないけど、その命が危ないと知れば放っておけるほど冷血ではないはずだ）

「……祖父母は私を六年間も幽閉した。両親はそれを見ても止めもせず、弟だけを連れて北の地へ旅立った。両親とも弟とももう何年も会っていない。彼らに何かあっても胸は痛まない」

　抑揚のない声だった。

　だがわずかに俯うつむいているその表情は、自分の気持ちを押し殺しているように見えた。

「噓だ」

　一言言い放つと、凌箔が目を見開いて顔を上げた。

「わたしは、あなたのした事がすべて悪いとは思わない。親友が罪を着せられて殺されたら、わたしだって真相を調べて相手を処罰しようとする」

　親友の鵬玄の顔を思い浮うかべる。彼がそんな事になったらと思うと、胸が張り裂けそうなほど辛つらい。もし彼を陥おとしいれた人物がいるとしたら、この思いをぶつけるのに躊ちゆう躇ちよはしないだろう。

「だけど叢雲は生きているし、死んだ事にして罪を被かぶったのも、彼が自分で決めてした事なんだ。主上は最後まで反対されていたし、それを押し切って実行したあとも、彼が新しい名で生きていけるように手配してくださった」

　じっと見つめると、凌箔は何か考え込むようにやや目を伏せた。

「主上はあなたの復讐の対象じゃない。事件の真相を詳くわしく聞きたいなら、如月様に……叢雲に会えるよう取り計らう」

　凌箔が初めて、まっすぐこちらを見つめた。

　その目には喜びと戸と惑まどいの色が含ふくまれている気がした。しかしその目はすぐに閉じられる。

「……会わなくていい。大内裏にいるのは、叢雲ではない。私から親友を奪うばったのは龍宝帝だ。復讐の対象は、親友を奪った龍宝帝で間違いがない」

　凌箔が立ち上がった。彼から今日初めて、殺気を感じた。

「私の事に口を出すな。私は……もう止まるわけにはいかないんだ」

　まるで自分に言い聞かせるような声だった。凌箔が一度目を閉じて、大きく息を吸い込む。

　そして目を開けた時には、いつもの自信に満ちた彼がいた。

「私は復讐をやめない。私の敵は龍宝帝。そしてその配下であるお前達だ。……本当に私を止めたいなら、いまここで殺す事だ」

　口角を上げているが、目が本気だった。

　彼の言っている事は理解できない。しかし気持ちはわかった。

（叢雲は……如月様は生きているけど、自分の親友だった叢雲とは違ちがうと言いたいんだ。そして、親友だった叢雲に会えなくなったのは、主上のせいだと思っている。辛い気持ちを静める為に、復讐を糧かてにしているんだ）

「殺さないのか？　だったらどけ。お前に私は止められない」

　凌箔が障子に向かおうとした。そんな彼にかける言葉が見つからない。

（凌箔は……傷付いているんだ。叢雲が生きていたのは嬉うれしかったんだろうけど、彼に騙だまされていたと思って、心が引き裂さかれるぐらい辛い思いをしているんだ）

　その辛さをごまかす為に、復讐に向かって走っているのに違いない。

（止めなくては……！　このままでは凌箔は傷付いた心を抱かかえて破は滅めつの道を選んでしまう！）

　自分の説得なんて聞かないとわかっていた。それでも何とか彼を思いとどまらせたかった。

　慌てて立ち上がるのと同時に、凌箔が障子を開く。そしてそこで動きを止めた。

「……何だ、お前は？　そこをどけ」

　よく見ると、彼の前に琥珀が立ちはだかっている。

「いいや、どかない。俺はあなたを止めに来たんだ！」

　凌箔が眉まゆ根ねを寄せて、琥珀を上から下までじっくり見つめた。

　琥珀は胸の前で、いつも吹ふいている笛を握にぎっていた。

「お前は……!?」

　凌箔がふいに息を吞のんだ。声にはいままでとは違う感情が交じっている。

　その感情が何なのか、自分にだけは伝わった。

　すぐに彼らのもとに歩み寄る。

「あなたに会わせたくて連れて来ました。凌箔、お願いです。わたしの計画を聞いてください。協力するかはそれから決めても遅おそくないでしょう？」

　琥珀は凌箔を見つめている。そして凌箔は、そんな琥珀から戸惑うように目をそらした。

「逃がさないよ。やっと見付けたんだから」

　琥珀が低い声を上げると、凌箔が一歩後ずさった。

　計画が実行できるかは、これからの話にかかっている。

　凌箔の前に回り込み、琥珀を中に入れて障子を閉め、計画についての詳しい話を始めた。
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　青丞は白桜がいるはずの部屋を訪おとずれてため息をついた。

「どうしてあいつはじっとしていられないんだ！」

　思わず呟つぶやいて額に手を当てた。

　龍宝帝を説得して、扇夕を調べる許可をもらったと聞いたのは、つい二、三日前だ。

　あれだけ自分が訴うつたえてもだめだったのに、どうやって説得したのかと驚きよう愕がくした。

　さすがに白桜だと感心すると同時に、心配もしていた。

「できたら、屋や敷しきで謹きん慎しんしておいてほしかったが……」

　いつかは我が慢まんができなくなって抜け出してくるだろうと思ってはいたが、四ヶ月もじっと謹慎していたので、このまま大人しくしていられるのではないかと期待もしていた。

　それなのにいまになって大だい内だい裏りに潜せん入にゆうして、止めるのも聞かずに捜そう査さに乗り出した。

　白桜の姿を頭に思い浮かべる。すると、胸がずきりとうずいた。

「……あいつは、これからどうするつもりなんだ？」

　一番の心配事はそれだった。

　白桜が女だという秘密は、もう龍宝帝や腹心達に知られている。

　たとえ扇夕の企たくらみを潰つぶしたとしても、白桜が噓をついていたという罪は消せない。

　白桜は扇夕の噓を暴あばければ、一族を罪には問わないと龍宝帝に約束してもらったと言っていた。しかし、女だと知られた以上、もう跡あと取とりは名乗れなくなるだろう。

　つまり、白虎家には跡取りがいなくなる。

　それはすなわち、白虎一族が四神の庇ひ護ごから外れ、都を追われる事を意味していた。

　事情があって四神の一族を名乗れなくなり、都を追放された者はいままでもたくさんいた。

　彼らの末路は悲ひ惨さんだと聞いている。現に、以前大内裏で謀む反ほんを起こそうとした想月は、都を追放されたもと四神の一族が集まった忌いみ神一族の者だった。

　彼らは都から追放されたあと、あまりの不ふ遇ぐうに嘆なげき、いつしか帝みかどと都を恨うらむようになっていったという。白桜を彼らと同じ目にはあわせたくなかった。

　いまの自分にしてやれる事はなんだろうと問いかける。

　白桜はもしかしたら、帝と世間を騙していた罪で一族が罰を受けて処しよ刑けいされるよりも、都を追放される方がまだましだと思っているのかもしれない。

　確かにそれだと命は助かるが、白桜も白虎一族ももう都にはいられなくなるだろう。

　結局白桜が歩んでいるのは、破滅に続く道だった。

　誰だれもいない部屋に座り込む。白桜が帰ってくるまで待つつもりだ。

　その間、白桜の為に自分ができる事は何なのか、じっくりと考える事にした。
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　船着き場から大内裏に戻もどってきた時には、もうすでに夜が更ふけていた。

　白桜は走ったせいで痛む足を引きずるようにして、琥珀と一いつ緒しよに清せい涼りよう殿でんの部屋へと戻る。

「ああ……やっと帰り着いた」

「どこに行っていた？」

　襖ふすまを開けてほっとしたと同時に中から声がして、心底驚おどろいた。

「せ、青丞……！　どうしてここに？」

　部屋の中で正座して腕うでを組んでいた青丞が、じろりとこちらを睨にらんだ。

「大内裏中を捜さがしたがいなかった。外に出ていたんだろう？……琥珀、こんなに夜遅おそくまで白桜とどこに行っていた？」

　紺こん碧ぺきの瞳ひとみで睨まれて、琥珀が目を泳がせた。

「どこって、えっと……。あ！　そうそう、お茶をいれてきます」

　ぽんっと手を打った琥珀が、すぐさま廊ろう下かに出て走り出す。

「ああ、逃にげたな、琥珀！」

「白桜、お前はここに座れ」

　琥珀を追うふりをして一緒に逃げようとしたが、さすがに青丞にそんな手は通じなかった。

　青丞が正面をとんとんと指でさした。仕方なく、項うな垂だれながらそこに腰こしを下ろす。

「いままでに何度も何度も言ったと思うが、どうして一人で行動する。何かする時は俺に言えと言っているだろう」

「はい……すみません」

（青丞、だいぶ怒おこってるな。凌箔と会ってきたなんて言ったら、もっと心配するだろう。何の話をしたと聞かれても言えないし、黙だまっている方がいいな）

　さきほどの凌箔との話し合いを思い出す。

　凌箔には個人的に立てた計画について説明した。

　謹慎している間に考え、準備をしてきた計画だったが、成功させるには彼の協力が必要だった。敵ではあるが、同じ一族でもある彼をどうにか説得できないかと考えていた。

　しかし話は最後まで聞いてくれたものの、凌箔は無理だと断って船を出ていった。

　彼の協力を得られないとなると、計画は暗あん礁しように乗り上げる。

（代だい替たい案を考えないと。凌箔の協力がなくても計画が成功するにはどうしたら……）

「……おい、聞いているのか？」

　考え込んでいると、青丞が顔をのぞき込んだ。彼の顔がすぐ近くにあって驚いてのけぞる。

「は、はい。すみません。……えっと、なんでしょうか？」

　まったく聞いていなかったのは、さすがにまずかったようだ。青丞がため息をついた。

「どこに行っていた？　と聞いたんだ」

「えーと。扇夕が今日出かけるという情報を手に入れたんで、大内裏の外まで出てあとをつけたんです。でも、途と中ちゆうで見失ってしまって」

「扇夕のあとをつけただと？　やつが外出するという情報を手に入れたならどうして俺に言わないんだ。昨日だって、如月からお前が扇夕の宴うたげに女によ官かんとして入り込んだと聞いたから、慌あわてて様子を見に行ったんだぞ。それからお前を捜したのに捕つかまらなくて」

　昨日の宴のあとに、青丞と蛍姫ひめが会っている所を目もく撃げきしてから、彼を避さけていた。

　ちらりと青丞を見上げる。髪かみと瞳はまるで海のような深い青だ。

　あまり表情は変わらないが、笑うととても優やさしい顔をするのは知っている。

　一見冷たそうに見えるが、面めん倒どう見みがよくて心配性しようで、何かあれば身を挺ていして守ってくれる。

（あ、やっぱりわたしは、青丞が好きなんだな……）

　彼を見るだけで、心がふわふわする。顔が赤くなって、熱でも出ているような気になった。

　あまり近づくと心臓がどきどきして苦しくなるので離はなれていたい。

　でも本当に離れたら寂さびしくて仕方ない。

　こんな風に思う気持ちが、きっと恋こいなんだと思う。

　彼が好きだと自覚した時から、ずいぶん自分の気持ちに素す直なおになれた。

（わたしは青丞のどこが好きなんだろう。確かに恰かつ好こういいし顔立ちも整っているし、地位も高いけど、でもそういうのは最初からわかっていたわけだし）

　最初は彼が怖こわくて仕方なかった。

　都からさっさと出ていけというような事を言われて、嫌きらわれているんだと思った。

　だけど、それは違ちがった。

　大内裏で生きていくには素直すぎると心配して、田舎いなかに帰れと言ってくれていたのだ。

　それからも何度も助けてくれた。里桜姫として会った時は嫌われようと努力していたのに、逆に好意を持たれて困った事が何度もある。

　その時の事を思い出して口元を綻ほころばせると、青丞が眉まゆ根ねを寄せた。

「何を笑っている？」

「いえ、いつも青丞はわたしの事を心配してくれているなと思って」

「好きだからな」

　あっさりと言われて、顔が真っ赤になった。

　しかし青丞は顔色一つ変えていない。

「俺としては当然の事だと思っているが、うっとうしいか？」

　声に少しだけ心配そうな色があった。思わず首を振ふる。

「いいえ。……嬉うれしいです」
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　本音が口をついて出た。青丞が驚いたように目を見開き、すぐに破顔した。

「そうか。では、これからも俺はお前の世話を焼き続けるとしよう」

　その言葉を聞いて、何より幸せな気分になった。

　好きな人が、ずっとそばにいてくれると公言してくれているのと同じだ。

「……どうした？」

　青丞が首を傾かしげた。それは自分の顔が曇くもったからだろう。

　どうしようかと迷ったが、知らないふりを続けるのはもう限界だった。

　心にとどめておいても、自分では処理しきれない。思い切って、彼の目をじっと見つめた。

「……青丞と蛍姫が結けつ婚こんするという話を聞きました。そうなったら、もうこうして話をする事もできないのかなと思って」

　ふいに青丞が厳しい顔つきになった。

「蛍姫との事は扇夕の策略だ。主上から打だ診しんがあったが、嫌いやなら断っていいと言われている」

「だけど、断れないでしょう？　そんな事をしたら扇夕はきっと、わたしの秘密を盾たてに脅おどしてくるに決まっている」

　青丞がやや目を伏ふせた。もしかしたらもう、実際に脅されているのかもしれない。

　しばらくして青丞が視線をこちらに戻す。その目には強い意志の光が宿っていた。

「俺は蛍姫と結婚するつもりはない」

　断言されて、正直心の中でほっとしていた。そして彼のその言葉が何より嬉しかった。

「いまはまだ事情があってむげにはできないが、絶対に結婚はない。────妻にするなら、お前だけだ」

　真しん剣けんな瞳が優しげに細められた。青丞がそっと頰ほおに手を当てる。

　温かい手の感かん触しよくに、全身が震ふるえた。

「何があっても、お前への愛を貫つらぬくと誓ちかう。たとえお前が死んだとしても、他ほかの誰とも結婚はしない」

　その言葉が心に響ひびいた。同時に、堪こらえきれずに涙なみだが浮うかぶ。

「本当ですか……？」

　嬉しくて嬉しくて、声が震えた。

「ああ、本当だ」

　青丞が頰から手を離はなした。愛いとしいぬくもりが頰から去って、寂しい気持ちになる。

　しかしすぐそのあとに、そっと抱だき寄せられた。

　彼の腕の中は暖かくて、何よりも安心できた。彼の香かおりに包まれて、広い胸に顔を埋うずめる。

（青丞が好きだ。誰にも渡わたしたくない……！）

　心の声を口にしたかった。そして彼の身体からだに、自分も腕を回したかった。

　しかし、それはできなかった。

　自分は白虎家の跡あと取とりで、この肩かたに一族の命運がかかっている。

　それをすべて捨てて、恋だけには生きられない。

「……終わったら」

「ん？　なんと言ったんだ？」

　頭の上で青丞の声がした。その低い艶つやのある声を聞きつつ、そっと目を閉じる。

「何もかも終わったら、聞いてほしい話があります。とても長い話になるけれど、いいですか？」

　青丞が抱きしめたまま、ゆっくりと頷うなずいた。

「お前の話ならいくら長くても聞くぞ。何を話すのか楽しみだ」

　返事が嬉しくて、また涙が出た。

　何もかも終わってゆっくり話せる日が本当にくればいいのにと、心の中で祈いのった。
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　白桜は琥珀と一いつ緒しよに大だい内だい裏りを出て、懐なつかしい場所に来ていた。

　隣となりに立った琥珀が困こん惑わくしたような顔をする。

「ここはいったいなんですか？」

「合宿所だよ。ここで任された隊の訓練をしたんだ。いまはもう使われていないみたいだね」

　木造の建物を見上げると、胸がいっぱいになった。

「大学寮りようの入学式まであと半月もないのに、思い出の場所巡めぐりですか？」

　琥珀の声は呆あきれた様子だった。

「まあ、思い出の場所なのは確かだけど、ここに来たのは感傷に浸ひたる為ためだけではないよ。凌箔にあの計画に協力するのを断られただろう？　それで代だい替たい案を考えたんだ。それに協力してくれそうな人達に思い当たって、文ふみを送ってここで待ち合わせをしたんだ」

　話しながら、合宿所の前にある広場に足を踏ふみ入れた。

　ここで走ったり太刀たちの稽けい古こをしたり、みんなで輪になって話をしたりした。

　大変だったけど、いい経験になった。

「おおっ！　隊長だ！　髪と目の色が違うけど、あのちっこいのは間違いなく隊長だ！」

　聞きようによっては失礼な言葉に苦く笑しようした。声がしたのは正面からだ。

　目をやると、合宿所の入り口が開いて、そこから雷人らいとが顔を見せている。

　彼は自分が任された白はく珠じゆ隊たいの一員だ。

　雷人が広場に出てくると、ぞくぞくと体格のいい男達が合宿所から出てきた。

　その光景が何だかとても懐かしかった。

（合宿を始めた頃ころは、みんなやる気がなくてなかなか起きてこないから、たたき起こして無む理り矢や理り外に出してたな）

　総勢二十名の白珠隊の面々が目の前に整列した。あの頃は、こんな光景が見られるなんて遠い夢のようだった。しかしぶつかりあい意見を交かわして、彼らとはようやくわかりあえた。

「お久しぶりです、みんな元気でしたか？」

「おお、俺達は元気だが、隊長は何だか変な事に巻き込まれてるって噂うわさを聞いたぞ」

　声を上げたのは、いつも酒臭くさくて態度も大きくて、でもここ一番でもっとも頼たよりになる健けん成せいだった。いまは白珠隊の隊長に昇しよう進しんした元副隊長の瑠る比ひ人とが、心配げに眉根を寄せた。

「隊長が謹きん慎しんしてると聞いて、なぜなのか理由を探さぐろうとしたんですが、なかなか摑つかめなくて。こっそり様子を見に行って、必要なら抜ぬけ出す手伝いをしようと思っていましたが……自力で抜け出したようですね」

　最後は苦笑交じりの声だった。

「心配をかけてすみません。みんなをここに呼んだ事は誰だれにも知られていませんか？」

「はい。ご命令通り。いまは私が隊長ですが、あなたは終身名めい誉よ隊長なので。あなたの命令は絶対です」

　合宿を終えて、彼らと離れる事になった時、みんなは何か困った事があったら何でも言いな！　と言ってくれた。手を貸してやるからと。

　その言葉通り、以前龍りゆう陽ひ寮りように潜せん入にゆうした時も彼らの手を借りた事があった。

　みんな気は荒あらいが、優やさしくて仲間思いの男達だった。健成が腕うで組ぐみをする。

「内ない緒しよで俺達を呼ぶって事は頼たのみがあるんだろ。隊長が夢だって言ってた大学寮の改革ってやつがもうすぐ現実になるって聞いたぜ。その入学式が半月後ぐらいだろう。その辺りの事で頼み事か？」

　酒ばかり飲んでいても、健成は頭の回転は鈍にぶっていないようだ。

「ええ。そうです。単刀直入に言います。改革の邪じや魔まをしようとしている者達がいます。その企たくらみを潰つぶして、改革を成功させたいんです。敵の首領を黙だまらせるには、彼の噓うそを暴あばく必要がある。しかし、こちらの動きは彼らに見張られていて、人手が足りません」

　じっとみんなを見つめた。

「あなた達は最高の兵士です。ですが身分が低いからと、その能力を認められていない人達も多い。そういう人達を少なくしていきたいというわたしの思いに、みんな賛同してくれました。とても危険がともなうし敵は手て強ごわいけど、協力してくれますか？」

　真剣な眼まな差ざしを向けると、瑠比人が口元を綻ほころばせた。

「あなたが隊長だった時から、この命はあなたに預けています。いまでもその気持ちは変わりません」

　全員がいっせいに頷いた。その気持ちが嬉しくてたまらない。

「ありがとう。……実はその改革とは別にもう一つ立てている計画があって、それにも協力してほしいんです。その計画に関かかわる事で、まずはみんなに打ち明けなければならない事があります。勝手なお願いですが、いまから話す事は口外しないでほしいんです。約束してくれますか？」

　必死の思いを言葉にした。命を預けてくれる彼らに、これ以上噓はつきたくなかった。

　頼より宗むねが白い歯を見せる。

「ここにいるのは隊長を信じて命を預けて戦ってきた仲間達です。仲間に隠かくし事をしている方がよくないですよ。何でも言ってください」

　その言葉に勇気づけられた。息を大きく吸い込んで、みんなに向かって口を開く。

「では言います。……実はわたしは〝女〟なんです！」

　思いっきり声を張り上げると、しばらく間が空いて、全員が目を見開いた。

「「「「えええーっ！」」」」

　みんな鳩はとが豆まめ鉄でつ砲ぽうを食ったような顔をして声を上げ、口をぽかんと開けていた。







「えーと、とりあえず、整理します」

　手を上げた雷人に、白桜は頷いた。

「隊長は〝女〟で、白虎家に跡取りがいなかったから、男のふりをしていた。その秘密がばれたからいまは謹慎させられている。秘密をばらしたやつは敵で、帝みかどに刃は向むかって改革を潰そうとしているから、四神の声が聞こえるというそいつの噓を暴きたい、そういう事ですか？」

　さきほどから時間をかけて説明した内容だった。間ま違ちがいはないので大きく頷く。

「要約すると、そうです。みんな、本当にすみませんでした！」

　深々と頭を下げた。なじられるのは覚かく悟ごの上だった。

「噓をついていた事は心から謝ります。だけど、もうみんなに噓はつきたくなかった。みんなが命を預けると言ってくれて、実際そう行動してくれているのに、わたしは偽いつわりの姿でみんなと向き合っている。それがどうしても辛つらくて」

　顔を上げて、啞あ然ぜんとして固まっている白珠隊の面々をじっと見つめた。

「わたしを許せないと思います。でも協力してほしいんです。この国の未来をかけた戦いがもう始まっています。決着をつける為には、どうしてもみんなの力が必要です」

　自分の気持ちはぶつけた。あとはみんながどう判断するかだった。

　拳こぶしを握にぎってじっとみんなの答えを待つ。

　沈ちん黙もくが流れてどれだけ経たっただろう。

　最初に口を開いたのは、いつもと同じ淡たん々たんとした表情の瑠比人だった。

「私は……あなたが女だったとしても、乱暴者の集まりでもてあまされていた白珠隊をまとめた隊長を尊敬しています。みんなと一緒に走って太刀の稽古をして、その上読み書きができなかった者達に夜遅おそくまで勉強を教えてくれた。いままでそんな隊長はいませんでした」

　瑠比人が珍めずらしく微笑ほほえんだ。

「あなたは私達と一いつ緒しよに汗あせを流して訓練に励はげみ、隊員達の面めん倒どうをよく見てくれました。そんなあなたを見て、命を預けるのにふさわしい人だと思いました。正直、この国の未来をかけた戦いと言われてもぴんときませんが、あなたの夢を叶かなえる為の戦いなら協力しようと思います」

　雷人が頭をかいて、へへっと笑った。

「隊長はさ。やる気のなかった俺達に活を入れてくれた。実は俺達、あれからも勉強を続けてるんだ。大学寮りようは無理だけど、命令書はちゃんと読めるようになった。好きな人に恋こい文ぶみも書けるようになったんですよ。……ありがとう。俺達にとったら、あなたは最高の隊長だ」

　健成が持っていた酒の入ったひょうたんを傾かたむけて、ぐびりと飲む。

「俺達はあんたの心意気に惚ほれたから、隊長だって認めたんだ。女だっていうなら、よけいに守りがいがあるさ。大事な女を守るのは男の務めだし、喜びでもあるからな」

　見つめると、いつも赤ら顔の健成が更さらに赤くなった。

「なんだよ。じっと見つめられたら恥はずかしいだろ！……ああっ、そういえば、合宿してる時に雷人達と一緒に隊長が入ってる風ふ呂ろに乱入した事があったけど……！」

　一気に青くなった健成とまったく同じ顔色になったのは、雷人と頼宗だ。

「そういえば、あの時の隊長変だった。びくびくしてたし、風呂の明かりも落として暗くして入ってたし……。ああ、そうか。女だったからそれを隠そうとして……。っていうか、俺、女と一緒に風呂に入っちまった……！」

　雷人が頭を抱かかえて絶ぜつ叫きようした。そして頼宗と一緒に土下座する。

「ごめんなさい！　知らなかったとはいえ、女の人の風呂に乱入しちゃって。でもまさか、隊長が女だなんて夢にも思わなかったから……！」

　必死に謝る雷人達に慌あわてて両手を振ふった。

「いや、いいんだ。あの時は確かにびっくりしたけど、みんな知らなかったんだし。もとはといえば、女だって隠してたわたしがいけないんだし」

「いえいえいえ、隊長！　責任とります。何でも隊長の言う事を聞きます！　それで勘かん弁べんしてくださいっ」

「……じゃあ、お言葉に甘えて頼みがあります。これはさきほど話した改革とは別の事で、個人的な事です。そして白珠隊全員にしたい頼みなんです。もし噓をついていた事が許せないとか、頼みを聞くのが嫌いやなら立ち去ってかまいません。これは命令ではなく、頼み事ですから」

　深々とみんなに向かって頭を下げた。

「だけど、お願いです。わたしを助けてください。いまのわたしには満足な報ほう酬しゆうも約束できないけど、できるだけの事はしますから！」

　しばらく頭を下げたままでいた。頼み事を聞くのが嫌な者がいたら、そっと立ち去れるようにだ。たっぷり時間をおいて、意を決して顔を上げる。

　誰もいないかもしれないと覚悟した。

「みんな……」

　目の前にいたのは、白珠隊の全員だった。

　みんな苦く笑しようしつつ、優しい眼差しを向けてくれている。瑠比人が大きく頷うなずいた。

「我われらは白珠隊。隊長に命を預けています。何なりと仰おつしやってください」

　その声に全員が頷いた。その姿を見て、目め頭がしらが熱くなる。

　都での生活は噓をついて辛い事も多かったが、こうしてかけがえのない仲間に巡めぐりあえた。

　男として必死に生きてきたのは無む駄だではなかったと、心の底から思った。
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　琥珀は広場の隅すみにある木こ陰かげに座り、白珠隊の隊員と輪になって話している白桜を見ていた。

「白桜様も隊員達も楽しそうだな」

　白桜の考えた計画を話すと、彼らは危険だと止めようとした。

　しかし白桜の揺ゆるぎない決意を聞いて、協力を約束してくれた。

　ひょうたんを片手にしている大おお柄がらな男は、豪ごう快かいに笑いながら〝隊長は言い出したらきかねぇからな！〟と白桜の背中をばしばしと叩たたいた。

　その様子が自分の目には不思議に映っていた。

「白桜様は女なのに男だと噓うそをついていた。それなのに、大だい内だい裏りでもここでも、白桜様の知り合いは真実を知っても協力を惜おしまないでくれる。どうしてだろう……？」

　胡蝶は、白桜が屋や敷しきから抜ぬけ出し大内裏に潜せん入にゆうするのを手伝ってくれた。

　話した事はないが、如月という人は龍宝帝に会えるよう取り計らってくれたという。

　そして青丞や鵬玄、朱咒という四神の跡あと取とり達も、白桜の味方だった。

　普ふ通つうなら噓をつかれて、こんなに簡単に許すだろうかと思った。

　だけど白桜を見ていると、その答えがわかるような気がした。

「白桜様はいつでも一いつ生しよう懸けん命めいで、きっと官かん吏りとしてもまじめに頑がん張ばってきたんだろうな。みんなそれを見ていて、そして認めてくれている。だから、女だったとわかっても、白桜様の手助けをしてくれるんだ」

　何だか誇ほこらしい気分だった。

　初めて会った時、白桜はよく来てくれたととても喜んでくれた。

　ある計画を立てているから協力してほしいと言われ、噓はつきたくないからと自分は女なんだと告げられた。

　そして白桜が都に来てからの事を話して聞かせてくれた。

　話している時の白桜はとても幸せそうで、いま隊員達と一緒にいる時も同じ顔をしていた。

　隊員達は真実を知っても、白桜を尊敬する眼まな差ざしで見つめている。

　みんなに信しん頼らいされ、噓をついていた事がわかっても、愛されている。

　それが白虎家の跡取り白桜だ。

　あんな存在に、自分もなりたかった。

「……計画は絶対に成功させてみせる。そして、俺は白桜様の……」

「琥珀！　こっちにおいで。みんなに紹しよう介かいするから」

　言葉は白桜の声で途と絶だえた。

　その続きは自分の心の中だけで呟つぶやいて、立ち上がる。

「はい！」

　白珠隊の協力が得られれば、決戦の日は近いだろう。

　そしてその日こそが、自分にとっても試練の時となる。

　絶対に負けるものかと心に決め、白桜に向かって走り出した。
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　白桜は白珠隊の面々との話し合いが終わり、大内裏に戻もどってきていた。

「俺は馬を戻してきます」

「ありがとう、琥珀。では先に部屋に戻っているよ」

　琥珀が馬を引いて廏うまやに行くのを見送って、清せい涼りよう殿でんへと足を向ける。

「入学式まであと半月ほどだ。白珠隊の動きがすばやい事を祈いのるしかないな」

　白珠隊は頼たのみを快く引き受けてくれた。彼らならきっと、思う通りの結果を出してくれるに違ちがいないと信じている。それでも、不安は拭ぬぐえない。

「ここで失敗したら……」

　どうなるかを想像して、胸が引き裂さかれそうなくらい苦しくなった。

　何とか息を整えて部屋に戻る。襖ふすまを開けると中に誰だれかいるのに気付いた。

「……鵬玄？」

　部屋の奥に座っていたのは鵬玄だった。鵬玄はすぐに立ち上がってこちらに近づく。

「さっき、ようやく扇夕の手下をまいたから会いに来たんだ。様子が気になって」

「……そうか」

　親友の鵬玄の顔を見ると、いつもほっとした。しかし今日はうまく笑えなかった。

「どうかしたのか？」

　鵬玄がやや首を傾かしげた。彼には話さなければならない事があった。

　だがどう話していいのかがわからない。

（青丞が好きだと気付いてしまった。だったら、鵬玄の好意は受け取れないと正直に話すべきだ。あいまいな態度のままでは、鵬玄にとっても自分にとってもよくない）

　わかってはいたが、いざ話をしようとすると、なかなか口が開かなかった。

　鵬玄は都に来てから初めてできた親友だ。いろんな事を一緒に乗り越こえて、たくさん助けてもらった。異性に対する好きとは違うが、ずっと一緒にいたいと思う。

　そんな気持ちが、とても自分にだけ都合のいいものだとわかっていた。

　はっきりさせなければと、顔を上げる。

「鵬玄、あの……」

「そういえば、青丞と会ったか？」

　話そうとしたら、鵬玄の声にかき消された。見つめると、鵬玄がやや目をそらす。

「え？　いや、どうして？」

　うまく返事ができなかった。聞き返すと、鵬玄も口ごもっている。

「俺と青丞、どちらかを選ぶと、奉ほう納のう舞まいの時に約束しただろう。答えを知りたくて来たんだ」

　鵬玄が思い切ったようにこちらを見つめた。目があうと、思わず俯うつむいた。

「それは……」

（ちゃんと言わなくては、青丞が好きだと。でも、それを言ってしまったら、鵬玄を傷付けてしまう事になるかもしれない）

　嫌きらわれたらどうしようという考えが頭に浮うかぶ。言いあぐねていると、鵬玄が一度目を伏ふせた。そして、膝ひざに置いた拳こぶしをぎゅっと握にぎり締しめている。

　その様子が辛つらそうに見えた。やはりこのままではいけないのだと、思い切って口を開く。

「すごく考えて、答えを出したよ。わたしは……ん？」

　心を決めて、何とか重い口を開いたのに、鵬玄が人差し指をそっと口元に当ててきた。

　唇くちびるに指の温かい感かん触しよくが伝わって驚おどろいて見つめると、鵬玄が優やさしい笑えみを浮かべて、ゆっくりと首を振る。

「言わなくていい。お前の様子を見て、答えがわかった」

　黒曜石のような瞳ひとみが愛いとしげに細められた。

「苦しめてすまなかった。俺はお前が出した答えに従う。……だが一つだけ約束してくれ。恋こい人びとにはなれなかったが、俺はこれまでもこれからもお前の一番の親友でいたい。だから俺を遠ざけないでくれ」

「そんな……わたしの方こそ、いままで答えを引き延ばしてきて、なじられても仕方ないのに、そう言ってくれるのか？」

「ああ、お前は最高の友だ。失いたくはない。友として、ずっと一いつ緒しよにいてくれ」

　鵬玄は苦笑していたが、よく見るとせつなそうな苦しそうな複雑な表情をしていた。

　きっと傷付いているのに、無理をしてそう言ってくれたのだと察しはついた。

（こんな態度をとるのは、わたしを傷付けないようにと思ってくれているからだ）

　いままでも鵬玄の優しさに何度も救われてきた。

　きっと自分が悩なやまないように、先回りして言ってくれたのだとよくわかっている。

　そんな包み込むような大きな包容力を彼は持っていた。

「お前が自分の気持ちに素す直なおになって幸せになってくれれば、俺はそれで十分だ。……最後に一度だけ。すまない」

　鵬玄にそっと抱だきしめられた。

　それはいままでのように情熱的なものではなく、暖かくてほっとするような抱ほう擁ようだった。

「……ありがとう。鵬玄」

　胸の中で呟いたとたん、涙なみだが頰ほおを伝った。
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　白桜は宜ぎ陽よう殿でんの露ろ台だいに立ち、真っ青に晴れた空を見上げた。

　数日前までは震ふるえるほど寒かったが、一昨日おとといぐらいからようやく暖かい日差しが降り注ぐようになった。

　やっと春がきたと思えるようになった気候の中、大学寮りようの入学式は厳おごそかに始まった。

　将来官かん吏りとなる者が集まる大学寮の入学式は、大だい内だい裏りで行われるのが恒こう例れいだ。

　学生達は、帝みかどの前で民たみと国の為ために勉学に励はげむ事を誓ちかう。

　宜陽殿の露台からは紫し宸しん殿でんの庭がよく見えた。

　そこには黒い学衣に身を包んだ入学者達が、緊きん張ちようした面おも持もちで整列している。

　その周りには、入学式に招待された貴族達が大勢いた。

　庭に面した広間の襖は開け放たれていて、奥にある御み簾すの中には龍宝帝の姿が窺うかがえる。

　その両りよう隣どなりには、自分をのぞいた四神の跡あと取とり達と、腹心達が座っていた。

　学生達の前に立った入学者の代表が二人、龍宝帝に向かって誓いの言葉を述べていた。

「……我われ々われは、この国を代表するような官吏になるよう勉学に励む事を誓います」

　右側の体格のいい学生が話し終えると、左側にいた小こ柄がらな青年が一歩前に出た。

　さきほど如月から聞いたが、彼は平民達の代表らしい。何を言うのか気になって耳を傾かたむける。

　学生は、帝の前でも臆おくする事なく堂々とした声を上げた。

「私は、何も持たない者です。ですから、失うものもありません。私達に、勉学と将来この国の為に働ける機会を与あたえてくださった事に感謝します。失うもののない私達は、この命をかけて帝と国の為に働ける官吏を目指します」

　力強い声だった。一礼すると、拍はく手しゆが沸わき起こる。

　それを見ながら、ぐっと拳を握った。

「ようやく、ここまで来た！」

　興奮のあまり震えが走った。龍宝帝は扇夕の脅おどしにも負けず、平民達の入学を取り消さなかった。ずっと夢見ていた光景がいま、目の前に広がっている。

　隣にいた琥珀が口元を綻ほころばせた。

「歴史的な光景ですね。いままで平民がこんなに堂々と大内裏に入った事はないはずだ」

「ああ。何とか無事に、入学式が終わってほしいが……」

　声に焦あせりの色が混じった。実は先日、白珠隊にある頼たのみをしていた。

　頼み事はかなり難しいものだった。白珠隊の面々も顔をしかめるほどだ。

　それでも引き受けてくれた彼らには感謝の気持ちでいっぱいだ。

　入学式までに何とかすると約束してくれたが、いまだに連れん絡らくはこない。

　危険をともなう事でもあったので、何かあったのではと考えると不安でならなかった。

　考え込んでいると、琥珀がそっと微笑ほほえむ。

「彼らを信じて待ちましょう。今の所、入学式も順調に進んでいますし」

　確かにそうだと、何とか気持ちを落ち着けた。

　広間では、御簾から姿を見せた龍宝帝が庭に面した廊ろう下かまで来て、学生を見回している。

「みなの者。よくまいった。今回は……」

「お待ちを！」

　そこへ響ひびいた声に、眉まゆ根ねを寄せた。

　大おお股またで廊下を歩いて来るのは、扇夕と取り巻き達だ。

「主上、入学式を至急中止してください！」

　扇夕は言葉はていねいだが口調は強く、まるで命令しているような響きがあった。

「もう入学式は始まっている。中止にはしない」

　龍宝帝の毅き然ぜんとした態度を見て、扇夕が睨にらみつけるような目つきになった。

　そして辺りにいる者達をじっくりと見回して、胸を張る。

「四神の夢を見ました！」

　その一言で、紫宸殿に集まった入学者と招待された貴族達がざわついた。

　みんな、恐おそろしげな顔つきになって扇夕が何を言うか見守っている。

「四神は仰おつしやいました。〝下々の者が大学寮に入学する事は、この国の為にならぬ。入学式を大内裏ごと消し去ってくれる〟と」

　悲鳴に近い声が貴族達から上がった。

「おお、扇夕様はいままでも四神がお告げされる夢を見て、そのたびにその通りの事が現実でも起こっている。今回も四神のお告げを無視すれば、大変な事が起こるに違ちがいない！」

「そうだ、大内裏ごと消し去るという事は、きっと大内裏に大きな災わざわいが起こるのだろう。主上、やはり平民達の入学は中止された方が……」

　庭に集まっている貴族達のほとんどが、不安な顔をしてその言葉に同調している。

「待て！」

　入学式を中止した方がいいという声が大内裏を埋うめ尽つくす中、彼らの前に進み出たのは青丞だった。青丞は龍宝帝の隣に立ち、扇夕に鋭するどい視線を向けた。

「いまは入学式の最中だ。関係のない者は出ていけ」

　手で外を示した青丞を扇夕が睨みつけた。

「何を仰る。私は四神のお告げを伝えに来たのだぞ」

「いいかげんにしろ。お前には四神の声は聞こえていない。お前の言っている事はすべて噓うそだ」

　青丞は落ち着いた声だった。扇夕が大きく目を見開いたが、すぐに不敵に笑う。

「残念だ。青丞殿どの。あなたは妹の婿むこにふさわしいと思っていたのに」

「はっきり言おう。愛する人は一人だけだ。それはあなたの妹ではない」

　言い切られて、扇夕が目を剝むいた。

「何だと……！」

「自分の復ふく讐しゆうの為に、妹まで巻き込むのはやめろ」

　扇夕が息を吞のんだ。だがすぐにまた口角を上げる。

「……何を言っている？」

「お前は、祖父の亡ぼう霊れいに取り憑つかれているだけだ。お前の祖父は俺の祖父と因いん縁ねんがあった。そのせいで、青龍家を深く恨うらんでいた」

　その話を聞いて、ふと以前聞いた事を思い出した。

　扇夕は龍宝帝の腹違いの弟にあたるらしい。先の帝が扇夕の母を見み初そめたが、父親が大反対して側室になるのを拒きよ否ひした。しかしいつのまにか彼女は扇夕を身ごもっていたらしい。

「お前の祖父は娘むすめを溺でき愛あいしていた。その娘を奪うばった先の帝が憎にくいと、毎日のようにお前に吹ふき込んでいたらしいな」

　扇夕の顔色が変わった。つまり、青丞の言っている事は本当だと認めたのと同じだった。

「でたらめを……！」

「でたらめではない。俺達四神の跡取りが、お前に見張られているからと何もしていなかったと思うのか？　ちゃんと調べた上で話をしているんだ」

　青丞が目をやると、鵬玄と朱咒が頷うなずいた。

　二人はさっと立ち上がり、龍宝帝を守るように前に立つ。

　氷の貴公子と言われる青丞は、その名の通り静かに、冷静な声で扇夕に詰つめ寄った。

「お前は、青龍家へ復讐をしたいという祖父の恨み言を聞いて育ち、それを実行する機会をずっと狙ねらっていた。四神がお告げをする夢を見たなどと噓をつき、世間を騙だまして自分の発言力を大きくしようとしたのだろう。だがお前の好きにはさせないぞ」

　扇夕はその言葉に動じなかった。胸に手を当てて、青丞に向かって声を上げた。

「……くだらない噓をついているのはお前だ。私には四神の声が聞こえる。帝と同じように、いいや帝以上に私の方が四神に信しん頼らいされている。だから四神は私にお告げをされるのだ！」

　絶対に噓のはずだ。

　確信しているが、なぜか扇夕の表情を見ると、噓をついていないように見えた。

（もしかしたら、扇夕自身も本当の事を言っているのか噓をついているのか、判断がつかなくなっているのかもしれない。自分の言っている事が本当だと思い込んでいるのかも）

　もしそうだとしたら、扇夕を言葉で説得するのはもう無理ではないかと思った。

　扇夕は青丞に食ってかかっている。

「本当なら、四神は私を帝に指名されるはずだったのだ。だが私が跡取りではなかったから、仕方なく龍りゆう青せいを指名されただけ。四神は帝にすべき人間を間違った事に気付いて、私にお告げをする夢を見せるのだ！」

　龍青とは龍宝帝の成人する前の名前だった。

　目の色を変えて興奮してまくしたてる扇夕を見て、呆ぼう然ぜんとした。

「言っている事が滅め茶ちや苦く茶ちやだ……」

　琥珀の呟つぶやきに、思わず頷いた。

「おそらく扇夕は自分の噓と本当の事の区別もついていないんだ。このままでは何をするかわからないぞ。白珠隊はまだだろうか」

　焦るあまり、周りを見回した。白珠隊が間に合わなければ、他ほかの手を使うしかない。

　しかしそれは最後の手段で、命の危険をともなう。

　広間では扇夕が青丞を指さしていた。

「噓つきはお前だ！　私の言っている事は正しい！　私が見た夢は何度も現実になっている。すべて噓だというなら、それを証明してみせろ！」

　扇夕の言葉に取り巻き達が頷いている。

「そうでございます！　扇夕様の仰る事はすべて正しい。平民達を栄えい誉よある大学寮りように入学させるなど、言語道断！」

「そうだ、そうだ！」

　支持する声が大きくなったのに背中を押されたのか、扇夕が自信ありげな顔になる。

「私は四神の使いだ！」

　堂々と言い放った扇夕に、貴族達がいっせいに歓かん声せいを上げた。

「何て事だ……！」

　扇夕を支持する貴族の多さに震ふるえが走った。

　大学寮に平民達を入学させるのに反対の者、それに扇夕の狂きよう気きともいえる言い分を信じている者。その者達が集まって騒さわぎだし、入学式は異様な空気に包まれていた。

　戸と惑まどった顔をしている学生達が庭の隅すみに集まって、大人達の言い合いを見守っている。

　未来を夢見て入学する彼らを、これ以上不安な気持ちにさせたくなかった。

「仕方ない。乗りこんで扇夕を止めよう。白珠隊の到とう着ちやくを待ちたかったが間に合わない……」

「そうでもないと思うぜ」

　背後から聞こえた声は、待ちに待った人物のものだ。振ふり向いて、彼らの姿を確かく認にんする。

　どうやら、運は自分に味方しているようだ。

「よし、反はん撃げき開始だ！」

　心に気合いを入れて、広間へと駆かけ出した。







「私は昨日も、四神の夢を見た！」

　白桜が庭に向かっている間にも、扇夕の声は聞こえ続けていた。

「四神は仰った。〝平民達の入学を許すような帝みかどはいらぬ。帝としてふさわしいのは、白虎家の正式な跡あと取とり〝凌箔〟だと！」

　その言葉に、周りにいた貴族達が騒そう然ぜんとなった。

「凌箔？　白虎家の正式な跡取りは白桜様ではないのですか？」

　取り巻きの一人が目を見開くと、扇夕がゆっくりと首を振った。

「白虎家の跡取り白桜は、大きな噓をついていた。そのせいで、いまは謹きん慎しん中だ。みなもその姿をしばらく見ていないだろう？」

　青丞が目を見開いて、扇夕に駆け寄った。

「おい、それは……！」

　青丞に肩かたを摑つかまれても、扇夕は動じなかった。その手を振り払はらって話を続ける。

「白桜は跡取りにふさわしくない。だから四神が新たな跡取りを指名された。それが凌箔だ。彼は白虎家の血を引く二十二歳の男子。立派に跡取りの資格がある」

　貴族達は凌箔を見た事もない。そのせいかさすがに半信半疑のようだった。

「そのお話が本当なら、凌箔という者は確かに白虎家の跡取りになる資格はあると思いますが、白桜様はいままで龍宝帝に忠義を尽くしてきた臣下。謹慎させられるほどの噓とは……？」

　扇夕がニィと口角を上げた。

「それはな……」

「そこまでだ！」

　庭に飛び出して叫さけんだ。扇夕とその場にいた貴族達の視線がいっせいにこちらに集まる。

「お前は……！」

　被かぶっていたかつらを取る。一昨日おととい秘薬の効果が切れていて、髪かみは白銀に、瞳ひとみは紅になっていた。驚おどろいている扇夕を睨にらみつつ、堂々と胸を張る。

「扇夕が四神の夢を見たという話は噓うそです！　彼には四神の声など聞こえていない！」

　庭にいる全員に聞こえるように声を放った。

　扇夕が目を見開いたあとに、大きな声で笑い出す。

「ははっ。この噓つきが。よくもこの場に顔を出せたものだ。さっきも言ったが、私の言う事が噓だというなら、それを証明してみせろ」

　扇夕が腰こしに手を当てた。自信満々な態度を見ても、冷静な顔は崩くずさなかった。

「いいでしょう。ではあなたの話が噓だと証明してみせます」

　口角を上げると、扇夕が初めて眉まゆ根ねを寄せた。だがすぐにまた自信ありげに笑う。

「面おも白しろい、聞いてやる」

　腕うで組ぐみをした扇夕に向かって、一歩近づいた。

「まず、奉ほう納のう舞まいの準備をしていた時の話です。一番初めにあなたが見た四神のお告げの夢は『奉納舞などいらぬ、舞ぶ台たいごと消してやろう』でしたよね？」

「そうだ。そしてその通り、練習用の舞台の床ゆかに穴が空いたではないか」

　扇夕は余よ裕ゆうの表情を浮うかべていた。そんな彼を一いち瞥べつして、広間へと目を向ける。

　龍宝帝の背後で控ひかえていた如月が、赤子ほどもある木材を抱かかえて進み出てきた。

　扇夕が訝いぶかしげな目つきになる。

「それは……？」

「あの舞台を支えていた柱です。崩れた舞台の床に潜もぐって見付けました。それを如月様に預けていたんです」

　如月が淡たん々たんとした表情で柱の上の方を指さした。

「ここに切れ目を入れた跡あとがあります。練習用の舞台を作った大工を呼んで見せた所、この柱は床を支える為ために一番重要な箇か所しよに使われていたものだそうです。ここに切れ目を入れると、誰だれかが乗った重みで崩れるように細工できると言われました」

　扇夕が一いつ瞬しゆん慌あわてたように目を泳がせたが、すぐに如月を睨みつけた。

「そんな細工は誰だってできる！」

「ええ、できるでしょうね。ただ私と白桜が言いたいのは、この床を崩したのが四神の不思議な力ではなかったという事です。誰かが切れ目を入れたとしたら、犯人は実際に存在しているという事。ですからあなたが見た四神のお告げの夢は噓か、あなたの妄もう想そうという事になります」

　如月に言い返されて、扇夕がたじろいだ。その様子を見て、成り行きを見守っていた貴族達が疑ぎ惑わくの眼まな差ざしを向けてこそこそと話を始める。

　扇夕に向かってもう一歩踏ふみ込んだ。

「お告げの二つ目は『四神祭を中止せよ。奉納舞が意に染まぬ。我が怒いかりが衣ころもを引き裂さく』でした。そして奉納舞で使う舞まい装しよう束ぞくが引き裂かれた。それにも犯人がいます」

　じっと見つめると、扇夕がややうろたえた様子を見せた。

「何を言っている。犯人など存在しない！　すべては四神の不思議な力によるもので……」

「いいえ。そのあとにあった三つ目の『跡取りにふさわしくない者がいるから、奉納舞を拒きよ否ひする。音の鳴るものを、四神の力で崩ほう壊かいさせる』というお告げの通り、奉納舞で使う楽器が燃えた。それにもちゃんと犯人がいるんです。四神は何もしていない」

　扇夕は何度も首を振った。憎にく々にくしげな表情を向けられたが気を強く持った。

「あなたは四神の夢を見てお告げがあったと言った。そして心配だからと自分の配下の者に舞装束や楽器のあった部屋の見張りをさせました。その見張りがあなたに命じられて、さまざまな事件を起こしていたんです、つまり、犯人はあなたです！」

　指を突つきつけると、辺りが騒然とした。取り巻きの一人がうろたえて扇夕の袖そでを摑む。

「せ、扇夕様……」

「落ち着け。こいつの言う事はすべて噓だ。そんな証しよう拠こがどこにある。それに……」

　扇夕がにやりとした。そして突きつけた指をはたき落として、ぐっと顔を寄せてくる。

「みんな、よく聞け。こいつは……白虎家の白桜は女だ！」

　扇夕が高々と宣言すると、貴族達の視線がいっせいにこちらに集まった。

「白桜は女なのに男と偽いつわって、白虎家の跡取りを名乗っていた。私はそれを四神のお告げで聞いて、こいつが女だと指し摘てきし、それを白桜が認めて謹慎となった。だから白桜はここ数ヶ月、大だい内だい裏りに顔を見せなかったのだ！」

　扇夕は勝ち誇ほこった顔をしていた。こちらを見ている貴族達も驚きよう愕がくに顔を歪ゆがめている。

「白桜様が……？　まさか」

「いや、でも男のわりに線が細いぞ。身体からだつきも男にしては華きや奢しやだ」

　貴族達が話している声が聞こえたが、わざと鼻を鳴らして笑った。

「何を言っておられるのですか？」

　目を軽く見開いて余裕の態度を示した。ここでうろたえたら、すべてが終わる。

　女だと知られてから、ずっと頭に思い描えがいてきた計画があった。

　それが大おお詰づめを迎むかえようとしている。ここで失敗するわけにはいかなかった。

「なんだと？　女のくせにそんなしらじらしい態度をとって」

　扇夕が眉根を寄せたが、堂々と彼を見返した。

「わたしが女だなんてよくもまあ、そんな噓を思いつくものですね。わたしが女だと四神が告げたと言いますが、四神の声が聞こえるのは帝だけです。あなたは青龍家の血を引いているかもしれませんが、帝ではない。あなたが言っている事はすべて噓です」

　言い切ると、扇夕が怒りで顔を赤く染めた。

「私は噓など言っていない！　四神の声は私の夢で語りかけてくるのだ！」

　扇夕のその言葉をもう一度鼻で笑った。

「いいえ、噓です。なぜなら、わたしがしばらく大内裏に顔を見せなかったのは、主上のご命令で彼らを捜さがしていたからです！」

　背後を指さした。扇夕がそちらを見て、愕然とした表情になる。

「お前達……！」

　健成と瑠比人が男を二人、縄なわで縛しばった状態で引きずってきた。

　男の一人は、額にほくろがある若い男で、もう一人は長い髪を後ろで一つにまとめた、細身で中年の男だった。

「ああっ！　あなた方は……！」

　叫んだのは扇夕の背後にいた若い男だ。彼には見覚えがある。

「君は四神祭の時に扇夕に従っていた従者だよね」

　扇夕のあとをついてまわっていた男で、純じゆん朴ぼくそうだがよく喋しやべるという印象があった。

「では君に質問するよ。噓はつくな。噓をついても調べればわかる事だ。彼らは誰だい？」

　従者が扇夕とこちらを交こう互ごに見つめる。

「えっと、あの……」

「答えよ。真実をな」

　声を上げたのは龍宝帝だった。従者がびくっと震ふるえ上がって、頭を抱えた。

「じ、神じん祇ぎ官かんの武官で、鏑木様と淀松様です」

　蚊かの鳴くような声だった。従者が答えたとたん、扇夕が目を剝むいた。

「貴様……！」

　健成がすごむように睨にらみつけた。

「坊ぼうやを怒おこるなよ。そいつが言わなくても、こいつらが四神祭の時に奉納舞の衣装や楽器が置いてあった部屋の見張りをしていた武官だって証言はとれてる。命令したのはあんただって証言もな」

　扇夕がぎらっと睨みつけたが、健成は一向に動じなかった。

　瑠比人が捕つかまえている男に目をやった。

「おい、ちゃんと話せ」

　静かだが迫はく力りよくのある声こわ色いろに、男達が震え上がった。

「お、俺達がやった！　扇夕様に命じられたんだ。見張るふりをして隙すきをみて、衣装は太刀たちで切り裂いて、楽器には油をまいて火をつけた。成功したら、金をやるって言われて……」

　鏑木が叫さけんだ。健成が淀松の縄を握にぎって締しめ上げるふりをすると、彼も真っ青になった。

「わ、わかった。ちゃんと話すから。……扇夕様に四神祭が終わったら大内裏から姿を消せって言われて、その通りにしたんだっ」

　鏑木と淀松が健成と瑠比人に向ける視線は、かなり怯おびえたものだった。

　神祇官の武官を務めていたくらいだから、それなりに腕うでは立つはずだ。そんな彼らがあんなに怯えるほど、健成達が何をしたのか気になったが、いまはそれを聞いている暇ひまはない。

　健成がため息交じりに肩かたを竦すくめる。

「まったく。盗とう賊ぞく達の仲間になって山にこもってるなんて、そりゃなかなか見つからないわけだ。こいつらを捜すのに〝五ヶ月〟もかかっちまいましたね、白桜隊長！」

　声をかけられて頷うなずいた。彼らを捕まえるまでの経緯いきさつは、さきほど軽く説明を受けていた。

「ええ。みんなご苦労でした。〝五ヶ月〟もの長い間、わたしにつきあわせてすまなかった」

　瑠比人が周りに聞こえるように、いつもより大きめの声を出す。

「いいえ。我われらは白珠隊。白桜隊長に従って任務を遂すい行こうできるのは、我らにとっても喜びです。帝みかどのご命令は、白桜隊長に従ってこの者達を追えというもの。密命だったので秘ひ密みつ裏りに行動していましたが、ようやく帝に成果をご報告できますね」

　瑠比人があくまで鏑木達を捕まえる為の指揮をとったのは〝白桜隊長〟だと嚙かんで含ふくめるような言い方をした。それを聞いていた龍宝帝も、満足そうに頷く。

「うむ。お前達よくやった。白桜に内密にこいつらを捕とらえよと命令したのは、四神祭が終わってすぐだ。それからずいぶん時間がかかったが結果には満足している。褒ほう美びをとらせるぞ」

　様子を窺うかがっていた貴族達がひそひそと話を始めた。

「主上と白珠隊の兵士達は、白桜様は内密の命令を遂行中だったと言っているぞ。つまり、扇夕様が仰おつしやっていた謹きん慎しんというのは噓うそか？」

「ああ、あの男達を捕まえる為に都を離はなれていらっしゃったようだ。だから大内裏に顔を見せなかったのだな。それなら納なつ得とくはいく。白桜様はいままでも、主上の命令で任務を遂行されていて、しばらく大内裏に姿を見せない事はあったものな」

　思った通りの展開になって、心の中で微笑ほほえんだ。

　もちろん、鏑木達を追って都を離れていたなんて真っ赤な噓だ。

　半月前、白珠隊に頼たのんだ一つ目の内容は、大内裏から姿を消した扇夕の配下の探たん索さくだった。

　龍宝帝の臣下達は扇夕の手下に見張られ動きがとれなかった。

　自分だけは何とか動けたが、一人では鏑木達を捜すのは困難だった。

　時間もない為ため、意を決して白珠隊のもとに行き、事情を話した。

　それからの白珠隊の行動は早かったようだ。

　大内裏にあった鏑木達の身分書の内容はほとんどが偽りだった。しかし白珠隊は身分書を徹てつ底てい的に調べ、鏑木の出身地と弟の名前だけは本当だと突き止めた。

　白珠隊は出身地まで行き、弟の名前を手がかりにして何とか彼を見付けたらしい。

　それが五日前だったそうだ。

　そして弟から鏑木達が盗賊団の一員になった事を聞き出した。その二日後には盗賊団のすみかを探し出して、白珠隊全員でのり込み、鏑木と淀松を見付けた。

　そのまま彼らを引っ立てて、急ぎ都まで馬を飛ばして戻もどってきたのは、ついさっきだ。

　ぎりぎりだが、どうにか間に合った事にほっとしていた。

　そしてこれらをたった半月でやってのけた白珠隊に、心の中で賞賛の拍はく手しゆを送った。

（みんな、時間がないのに、頑がん張ばってくれた。今度はわたしが頑張る番だ！）

　自分がその捜そう索さくに関かかわっていたと言うよう提案したのは、瑠比人だった。

　そうすれば、謹慎していた事実を隠かくせる。龍宝帝が知っていたふりをしたのには驚おどろいたが、おそらく状じよう況きようを見て擁よう護ごしてくれたに違ちがいない。

　ここからが本番だ。しかし焦あせってはいけないと思った。

　顔には余よ裕ゆうの笑みを浮うかべて、扇夕をじっと見つめた。

「わたしは謹慎などしていない。あなたが逃にがした配下を追っていた。それなのに、よくもそんなでたらめを。噓つきはあなただ。扇夕！　四神の声が聞こえるなんて真っ赤な噓だ！」

「違う！　白桜は女だっ」

　わめいた扇夕に向かって、青丞が一歩進み出た。

　みんなの視線がいっせいに彼に向く。

「いいや。白桜は立派な四神の跡あと取とりである男だ。それは俺が保証する」

　青丞の両りよう隣どなりに鵬玄と朱咒が並んだ。鵬玄が大きく頷く。

「俺は白桜の一番の親友だ。もし万が一白桜が女だったら、俺が気付かないはずがない。それに、白桜とは何度も一いつ緒しよに風ふ呂ろに入った。確かに白桜は男だ」

　朱咒が息をつきつつ肩を竦めた。

「白桜が女だったら面おも白しろいとは思うけど、彼は立派な男だよ。もし女だったら、私が放ってはおかないよ？」

　この国で一番女性にもてるという朱咒が流し目でこちらを見た。

　瑠比人が胸に手を当てて礼をする。

「私は白珠隊の隊長、瑠比人と申します。白桜様は白珠隊の前隊長です。ともに一ヶ月合宿していましたが、隊員達と一緒に風呂にも入ってくれる気さくな隊長でした。白桜隊長は間違いなく男性です」

　瑠比人の後ろから、白珠隊の面々が現れる。そして全員が頷いた。

　その光景を見ていた龍宝帝が、扇夕に向かって鋭するどい視線を向けた。

「白桜に関わったこれだけの者達が彼は男だと証言している。そして私も断言しよう。白桜は男だ。以前、里桜姫ひめ争そう奪だつ戦で一緒に宝探しをした時に、偶ぐう然ぜん白桜が着き替がえている部屋に入った事がある。その時白桜は裸はだかだった」

　その言葉が決定打だった。

　里桜姫争奪戦に帝も参戦したのは都中の貴族が知っているから、信しん憑ぴよう性せいも高かった。

　集まった貴族達が、扇夕へ視線を向ける。

　その目は、疑ぎ惑わくと侮ぶ蔑べつに満ちていた。

「そんな……！　お前達、揃そろって噓をついているな！」

　扇夕がうろたえて何度も首を振ふった。

「噓をついているのはあなただ、扇夕！　もう観念しろ」

　片手を上げると、白珠隊の面々が扇夕を取り囲もうとした。

「そうは行くか！　私にも仲間がいるのだっ」

　扇夕が首に提さげていた小さな笛を取り出した。それを吹ふくと、甲かん高だかい音が周りに響ひびく。

　同時に地響きがするほどの足音が聞こえた。

「だから、白桜を甘くみるなと言ったのに」

　声が聞こえたのは、背後からだった。

　振り向くと、庭の隅すみにある大きな置き石の上に『鬼おに』が立っていた。

　それが誰だれかはもうわかっている。

　白金の髪かみをなびかせて、鬼が面を取った。現れた美び貌ぼうに、貴族達が息を吞のむ。
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　それと同時に、数え切れないほどの武装した兵士達が庭に駆かけ込んで来た。

　向き直って、凌箔と睨み合う。

「さあ、白桜。これが本当に最後の戦いだ」

　両手を広げた凌箔が微笑んだ。その言葉が合図だった。
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　紫し宸しん殿でんの庭は、凌箔が連れて来た兵士達と衛兵達との戦いの場と化していた。

　白桜はまず、関係のない学生達と貴族達を避ひ難なんさせた。

　そして改めて男達が斬きり合う光景を目まの当たりにして、胸が苦しくなる。

「できたら、誰も傷付けたくなかったのに……！」

　本音だった。そんなにうまくいくわけないと思っていても、そうなるよう願っていた。

　しかし現実は無情だ。

　凌箔が連れて来た兵士はそれなりの訓練を受けているようで、衛兵と互ご角かくに戦っている。

「はっ！」

　右手から人の気配がして、慌あわててそちらを向いた。

　敵が太刀たちを振り上げていて、いままさに自分に向かって振り下ろそうとしている所だった。

「させるか！」

　すばやく腰こしの太刀を抜ぬいて、敵の太刀を受け止める。刃やいばをあわせたまま、睨にらみ合った。

「お前達は何者だ！　金で雇やとわれたわけではないだろう？」

　敵は荒あらくれ者でも傭よう兵へいでもなく、訓練された武官のような気がした。

　敵がにやっとする。

「龍宝帝は味方も多いが敵もそれなりにいる。我われ々われもそうだ」

　身なりからして、貴族だとわかった。太刀の扱あつかいになれているから、武官の一人だろう。

「天子に逆らうなど、陽真乙国の貴族にあるまじき行こう為いだ！」

　鋭するどい声を上げると、男は太刀に力を込めた。

「大学寮りように平民を入学させるなど、天子のする事ではない。平民は地にへばりついていればよいのだ」

　その一言に怒いかりの炎ほのおが燃え上がった。全身の力を込めて、太刀ごと敵を押し返す。

「うっ！」

　突とつ然ぜんの事に驚いたのか、敵がよろめいた。

「そんな事を言うやからがいるから、いつまでもこの国は貴族ばかりが得をする世の中なんだ。そんな世の中は絶対に認めない！」

　凜りんとした態度で言い放つ。迫はく力りよくに押されたのか、敵が二、三歩後ずさった。

　敵に向かって太刀を構える。そして振り上げた。

「わたしはわたしの信じた道を行く。邪じや魔まするものは容よう赦しやしない！」

　敵を斬ったのは初めてだ。倒たおれ込む敵を見つめ、手に残った嫌いやな感かん触しよくに顔をしかめる。

　死んではいないだろうが、地面に倒れた敵は気絶したのか動かなかった。

　こんな事がしたかったわけではないが、やりたくなくてもやらなければならない事もある。

　ここで立ち止まるわけにはいかなかった。

　自分にとっての本当の戦いは、これからだった。
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　青丞は敵と衛兵達が入り交じって戦っている庭を見回していた。

「よそ見するとは余裕だな！」

　背後から声が聞こえて振り向くと、敵が太刀を振り上げる所だった。

　青丞はそれを太刀で軽く跳はね返す。敵が驚いたように数歩後ずさった。

「もう一度来るなら、死ぬ気で斬りかかれ。死ぬのが嫌なら不用意に斬りかかってくるな」

　殺気を放つと、敵が震ふるえ上がった。慌てて立ち去る敵を一いち瞥べつして、もう一度庭を見回す。

　捜さがしているのは白桜だ。凌箔が敵を連れて乱入したので、姿を見失っていた。

「いた！」

　白桜は敵を躱かわしつつ、何かを見ていた。その視線の先に目をやって、眉まゆ根ねを寄せる。

　そこにいたのは、衛兵達と戦う凌箔だった。

　凌箔は敵の首領だ。だから、白桜が彼を見ているのは不自然ではない。

　しかし、その眼まな差ざしが敵を見るものではないような気がした。

　まるでそう、何かを祈いのるような目つきだ。

　白珠隊の瑠比人が、さっと白桜に駆け寄った。

　何かを耳打ちすると、白桜が一いつ瞬しゆん考え込んでやがて頷うなずく。

「何を話しているんだ？」

　なにやら真しん剣けんな表情をしている二人が気になった。戦いの最中だから、真剣な顔をするのは当たり前だろう。気になるのは、白桜がどうも思い詰つめたような顔をしている事だ。

　そしてふと、大だい内だい裏りに潜せん入にゆうしてからの白桜の様子がおかしいと感じていた事を思い出す。

　白桜は扇夕の噓うそを暴あばいて大学寮の改革を成功させたいと言って大内裏に来た。

　だが正直に言うと、白桜の狙ねらいはそれだけではないような気がした。

　白桜が女だと、四神の跡あと取とりだけでなく龍宝帝や腹心達にも知られた。

　龍宝帝を説得して大内裏で内密に捜そう査さをする許可を得たが、たとえこのままうまく扇夕を捕とらえられたとしても白桜が女である事実は変わらない。

　扇夕を捕らえられれば、少しは龍宝帝の心証をよくする事もできるが、以前と同じように白虎家の跡取りとして暮らすのは無理だろう。

　たとえ白桜が噓をついていた事が許されたとしても、跡取り不足で白虎一族が追放になるのは防げない。それをよくわかっているだろうに、白桜は必死で扇夕を調べている。

　本当なら、白桜が一番気にするのは一族の今後ではないのだろうか。

　その疑問がずっと頭から離はなれなかった。

　いまの思い詰めたような白桜の顔を見ると、嫌な予感が頭をよぎる。

〝まさか白桜は死んで何もかもを終わりにする気ではないだろうか〟と。

　四神の一族は跡取りがいなければ一族の名を名乗れなくなり、都を追い出される。

　そしてもと四神の一族となった彼らは、神から見捨てられたとして、ひどい迫害を受ける。

　それは死ぬよりも辛つらい事だという。

　しかし、一つだけ例外があった。

　それは跡取りが事故や病気で死んだ場合のみ、一族の名は名乗れなくなるが、都を追放まではされず、屋や敷しきや財産もそのままというものだった。

　白桜の狙いが、命を絶つ事で一族が迫害を受けずにすむようにする事だったとしたら……。

　ざわっと胸むな騒さわぎがした。いてもたってもいられず、白桜を問い質ただす為ために走り出そうとした。

「待て！」

　しかしそこに立ちはだかったのはさきほどの敵だ。しかも仲間を三人連れて来ている。

「さあ、これならお前を倒せる。覚かく悟ごしろ！」

　敵なんて何人いようと眼中になかった。白桜という目的に辿たどりつくまでに邪魔な石ころと同じだ。大きく息を吸い込んで敵を睨みつけた。

「俺はいま、急いでいる。邪魔するなら手加減はできないぞ」

　低い声を上げると、敵はおじけづいた顔をした。

　しかしその中の一人がすぐに強気な顔になる。

「こちらの方が人数は多いんだ。負けるはずがない。行くぞ！」

　それを合図に敵がいっせいに斬りかかってきた。

　青丞は太刀を構える。白桜を早くこの腕うでに抱だきしめたくて仕方なかった。
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「では、それで頼たのみます。瑠比人隊長」

　耳打ちされた内容に、白桜は頷いた。瑠比人が心配そうな目つきになる。

「本当にやるんですか？」

「はい、協力してもらってすみません。でも、一族を守る為にはこれが一番確実なんです」

　瑠比人が考え込むようにやや俯うつむいた。しかしすぐに顔を上げて、小さく頷く。

「私達は白珠隊。白桜隊長の命令は絶対です。たとえどんな命令でも、遂すい行こうしてみせます」

　頼たよりがいのある言葉だった。思わず口元が綻ほころぶ。

「ありがとう。……では、わたしは主上の所に行きます。扇夕を捕つかまえないと」

　紫宸殿の広間の方へと足を向けると、瑠比人が礼をした。

「お気をつけて」

　頷いて駆かけ出した。走りながら庭を見み渡わたすと、敵との戦いは佳か境きように入っている。敵も訓練された兵士のようだが、白珠隊や衛兵達はさすがに敵を捕らえる能力には傑けつ出しゆつしていた。

　庭から廊ろう下かに上がり広間へ入ると、龍宝帝と扇夕が睨み合っている所だった。

「主上！」

「来るな、白桜。決着は私がつける」

　龍宝帝は、太刀を手にしていた。部屋の隅すみにいる如月に目を向けると、彼が頷いた。

「主上にお任せしましょう」

　戸と惑まどいつつも、足を止めて龍宝帝へと目をやった。

「扇夕、馬ば鹿かな事をしたな。大人しくしていれば、神じん祇ぎ官かんの長官として優ゆう遇ぐうされたものを」

　扇夕が憎にく々にくしげな表情で鼻を鳴らした。

「私が神祇官の長官ごときで満足するとでも？　私はあなたよりこの国をまとめる者としてふさわしい。だからたくさんの貴族達が私に賛同した」

　龍宝帝が目を伏ふせた。それが哀あわれみの表情のように見えた。

「お前に賛同した貴族達は、大学寮の改革に反対している者達ばかりだ。お前が大学寮の改革に反対だと四神が告げる夢を見たと言ったから、その尻しり馬うまにのっているだけだ。お前を支持しているわけじゃない」

　扇夕が全身を怒りで震わせて目を剝むいた。

「何だと……！」

「お前が支持されているわけではないと言ったんだ。目を覚ませ、扇夕。私が憎にくいなら、直接私に挑いどんでくればいい。それなのにみんなを巻き込んでこんな真似まねをして。これでは、もうお前を助けられないぞ」

　最後の言葉は悲しみを帯びた声だった。

　これだけの事をされても、弟である扇夕を庇かばいたいという気持ちが見え隠かくれしていた。

「馬鹿にするな！　お前の助けなどいらぬ！」

　扇夕が太刀たちを片手に斬きりかかろうとしたが、龍宝帝はその場から一歩も動かなかった。

「主上、危ない！」

　叫さけんだが、やはり龍宝帝は微び動どうだにしない。悲しそうな目で扇夕を見つめているだけだ。

「……すまない」

　そしてそう呟つぶやいて、太刀を振ふりかざした。

　勝負は一瞬でついた。

　扇夕が信じられないと言いたげな顔をして、倒たおれ込む。龍宝帝がその身体からだを受け止めた。

「死にはしない。だが、それなりに傷は残るぞ。……私はお前が憎いわけでも嫌きらいなわけでもない。ただ、静かにしていてくれればそれでよかったのに……」

　顔を上げた扇夕は、龍宝帝の呟きを聞いても、まだ悔くやしそうな顔をしていた。

　しかしすぐに気を失ったのかぐったりとする。

　近くで見守っていた蔵持卿きようが駆け寄った。そして龍宝帝から扇夕を受け取る。

「あとは私が」

「ああ、頼む」

　龍宝帝がもういつもの冷静な顔つきになって、こちらに目を向けた。

「……白桜、これで計画の一つは遂行できたな。次はもう一つの計画の方だ」

「はい。主上、たとえこれから先、わたしがどうなったとしても、あの事はくれぐれもよろしくお願いします」

　自分が立てた計画は大おお詰づめを迎むかえようとしていた。

　計画が成功するかはこれからの行動と、龍宝帝にかかっている。

　龍宝帝が悩なやむようにやや顔を伏せる。

　しばらくしてからゆっくりと顔を上げ、毅き然ぜんとした表情でまっすぐにこちらを見つめた。

「いいだろう。……お前に一つ言っておきたい事がある。白桜、お前は噓をついてはいたが、私の帝みかどとしての人生の中で、もっとも信しん頼らいできる臣下だった。お前を失うのは惜おしい。……だから死ぬな。これは命令だ」

　それは白虎家の跡取り白桜として生きてきた自分にとって、もっとも名めい誉よな言葉だった。

　いつもだったらすぐに頷うなずくが、そうはできないわけがある。

「……主上の命令は、わたしにとっては絶対です。ですが、今回だけはその命令を遂行できないかもしれません」

　龍宝帝は、表情を崩くずさなかった。ただ、目だけを悲しそうに伏せる。

　胸に手を当てて、小さく微笑ほほえんだ。

「なるべく、ご期待に添そえるようにします。ですが、もしだめだった場合は……」

　その先の事は話をしてあった。龍宝帝が頷いたのを見て、ほっとする。

「では、わたしはこれで。……主上、白桜として大だい内だい裏りで学んだ事は、わたしにとって一番の宝物です。主上は誰だれよりも尊敬できるお方でした。できれば、ずっとお仕えしたかったです」

　謹きん慎しんしていた間、ずっと龍宝帝に伝えたいと思っていた言葉だった。

「では、わたしはまだやる事があるので失礼します」

　せつなげな眼まな差ざしの龍宝帝に頭を下げて、背を向けた。

　これ以上話をしていると、決心が鈍にぶりそうだ。表情を引き締しめて、如月に目をやった。

「如月様、頼みがあります」

　如月がすぐに駆け寄った。事情を話すと、そっと頷く。そして二人で外へと向かった。

　龍宝帝の最後の命令をどうにか遂行したい。

　それにはもう一度、ある人物の説得をする必要があった。







　白桜は、紫し宸しん殿でんの庭先で凌箔の姿を見つけた。

　衛兵達が彼の周りを取り囲んでいる。それでも凌箔はうろたえるそぶりもなかった。

　その場に駆けつけて、衛兵達に向かって声を上げる。

「ここはわたしに任せて。主上の方を頼む」

「しかし……」

「いいから。これは主上のご命令だ」

　衛兵達が目を見合わせた。そして太刀を下ろして、一礼する。

「では、失礼します」

　衛兵達が去るのを見届けて、凌箔に目をやった。

　戦いはまだ続いているが、白珠隊と衛兵達が敵を制圧しつつあった。

　近くには人がいない事を確かく認にんして、そっと声を潜ひそめる。

「……凌箔。話がある」

「ここまで来て、まだ話をするのか？」

　凌箔は余よ裕ゆうありげな笑みを浮うかべていた。しかしその笑みが一いつ瞬しゆんで消える。

　彼が見ているのは自分の後ろだった。

「話があるのは私です」

　背後にいた如月に道を譲ゆずった。

　如月の本当の名は叢雲という。六年前に死んだはずの叢雲の復ふく讐しゆうをする為ため、凌箔は龍宝帝に反旗を翻ひるがえした。しかし叢雲は名前を変えて生きていた。

　凌箔はそれを知っても、復讐をやめるつもりはないようだった。

　表情をなくして、凌箔が一歩後ずさった。如月がそんな彼に向かって歩み寄る。

「久しぶりです。大人になりましたね」

　如月が目を細めた。

「生きている事を黙だまっていて、申し訳ないと思っています。……だから、腹が立つなら私にその怒いかりをぶつけてください」

　如月は淡たん々たんとした口調だったが、眼差しは真しん剣けんなものだった。

「凌箔が怒おこるのも無理はないと思います、怒りはあまんじて受けましょう。ですからこれ以上、主上とこの国を復讐に巻き込むのはやめてください」

　凌箔はただ黙って話を聞いている。

　表情にも変化はないので、何を考えているのかわからなかった。

　如月がそっと右手を差し出す。

「凌箔が望むなら、一いつ緒しよに都を出ましょう。皐月が大宰府にいるので、二人でそこに行って暮らしましょう。たくさん話があります。離はなれている間にあった事を包み隠さず話すつもりなので、かなり長くなると思いますが、時間はたっぷりある」

　如月がゆっくりと笑いかけた。

「本当に立派になった。あの頃ころは他人の視線に怯おびえて引きこもろうとしていたのに。覚えていますか？　あなたに〝負けてはいけません〟と言ったのを」

　俯うつむき加減の凌箔が、はっと目を見開いた。

「あなたは強い。あの時も私の言葉をきっかけにして、外に出て好こう奇きな視線をものともせずにまた走り出した。だからここで復讐をやめる強さも持っているはずです。さあ、私の手をとって。一緒に行きましょう」

　凌箔が目を瞑つぶった。そしてそのまましばらく時間が流れる。

　彼の決断をじっと待つ。やがて凌箔は大きく息を吸い込み、目を開けた。

「……叢雲は死んだ。私の親友はもうこの世にはいない。お前は同じ顔をした別人だ」

　地を這はうような低い声だった。如月が目を見開いてまた彼に近づこうとした。

「凌箔、私は……」

「黙れ！　虫のいい事を言って、私を捕とらえるつもりだろう。お前の策略にはのらぬ！」

　凌箔が鋭するどい視線をこちらに向けた。

「白桜、お前とはどちらが白虎家の跡あと取とりか決着をつけなければならない。こっちに来い！」

　凌箔が背を向けて走り出した。追いかけようとすると、如月もついてくる。

　それに気付いたのか、凌箔が一度立ち止まって片手を上げた。

「叢雲の偽にせ者ものは邪じや魔まだ。そいつらの相手でもしていろ」

　手を振り下ろすと、屈くつ強きような兵士が三人姿を現した。彼らは凌箔の合図で如月の前に立つ。

　さすがに如月が足を止めた。

「如月様、凌箔はわたしが！」

　声をかけて走り出した凌箔のあとを追う。

（如月様の説得に心が動いたように見えたけど……やっぱりだめだったか。だったら、白虎家の跡取りとして、決着はわたしがつけなければ！）

　心に決めて、最後の戦いに臨のぞんだ。







　凌箔が立ち止まったのは、清せい涼りよう殿でんの近くだった。

　辺りには誰もおらず、白桜は息を切らして彼を見つめる。

「凌箔。はっきり言う。わたしは一族を救う為にも、ここで死ぬ覚かく悟ごだ。この命をかけてでも、お前を絶対に捕つかまえる！」

　太刀たちを片手に睨にらみつけたが、凌箔は淡々とした表情をしていた。

「だけど、その前にもう一度話がしたい。……前に話した提案を受け入れてくれないか？」

　扇夕と密会していた船である計画の話をした。協力してくれればたくさんの命が救えると。

　しかし彼は断って姿を消した。

「あんな馬ば鹿かな計画がうまくいくとでも？」

　鼻で笑われたが、真剣な表情を崩さなかった。

「あなたが協力してくれれば、もしかしたらうまくいくかもしれません」

　凌箔が声を立てて笑った。彼のそんな様子は初めてで、思わず目を丸くする。

「成功するかどうかもわからない馬鹿な計画に、私が手を貸すわけがないだろう。もし手伝ったら、私の命だって危ないんだぞ。お前と一緒に死ぬなんてごめんだ」

「わかっています。命が助かるかは、かなりの賭かけになる。でも成功すれば、みんなが助かる可能性が高い」

「可能性が高いとか、もしかしたらとか、そんないいかげんな計画に関かかわるつもりはない。お前の計画は無む謀ぼうすぎる」

　肩かたを竦すくめられたが、それでもじっと見つめた。

「でも、わたしはあなたが手伝ってくれると信じています」

「なぜだ？　私はお前に信しん頼らいされるような何かをした覚えはないが」

「そうですけど、でもわたしは、あなたが優やさしい人だと思うんです」

　そっと微笑ほほえんだ。意外な答えだったのか、凌箔が呆ぼう然ぜんとした。

「私が優しいだと？　よくもそんな噓うそを言うな」

「噓ではないです。あなたは心根は優しいと思う。だって、親友の為に命をかけてこの国の帝みかどに反旗を翻した。捕まれば命だって失うとわかっているのに」

　自分の思いを整理して話を続けた。

「大切な人の為に命をかけられるあなたは、優しくて強い人だと思います。──その強さを、また別の大切な人達を救う為に使いませんか？」

　凌箔が考え込むように目を伏ふせた。

「いまさら、私がそんな事をしても……」

「いいえ、何事にも遅おそすぎるなんて事はありません。いまからでも、あなたは変わる事ができる。如月様が……いえ、叢雲がさっきも言っていました。あなたは強いと」

　凌箔がはっと目を見開いた。

「わたしもそう思います。あなたは強い。弱い立場の人達を守ってやるだけの力を持っています。あなたの助けを必要としている人がいます。わたしもその一人。いまからでも決して遅くはありません。一緒にみんなが助かる道を歩きましょう。……琥珀もそう望んでいます」

　凌箔が考え込むように俯いた。しばらくして顔を上げて、こちらに目をやる。

「さっき、叢雲を連れて来たのはどうしてだ？　私を説得させる為か？」

　突とつ然ぜんの質問に戸と惑まどったが、小さく頷うなずいた。

「ええ、それもありますけど、でもあなたは直接彼の口から話を聞きたいだろうと思って」

　よけいな事だったかもしれないが、二人で向き合って話をする事は、凌箔にとっても如月にとっても必要だと思った。

　凌箔が微笑んだ。それは初めて見るような彼の心からの笑みだった。

「そうか……。叢雲とまた会えて──────嬉うれしかった」

　彼の本音を耳にして、自分がしたのはよけいな事では無かったと悟さとった。
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　青丞は、白桜の姿を捜さがしていた。

　白珠隊と衛兵の活かつ躍やくで、大だい内だい裏りに侵しん入にゆうした敵はほとんど捕らえられていた。

　庭から逃にげた兵士達もいるが、捕まるのは時間の問題だろう。

　白桜の姿を目で確かく認にんしながら戦っていたが、敵が多くて途と中ちゆうで見失った。

　衛兵達から聞いた所によると、凌箔を追って紫し宸しん殿でんから出たようだ。

「おい、白桜はどこだ！」

　駆かけ寄ってきたのは鵬玄だった。

「俺も捜している所だ。凌箔を追っているようだから、早く見付けないと……」

　焦あせっていると、朱咒が太刀を片手に走り寄る。

「白桜の姿を見たって人がいたよ。どうやら宜ぎ陽よう殿でんの方に行ったみたいだ」

　すぐに宜陽殿に向かって三人で走り出した。

　少しでも目を離すと、白桜はいつも危険に足を踏ふみ入れている。手助けしたくても間に合わない場合もあって、またそうなるのではないかと不安でならなかった。

「青丞、嫌いやな予感がするんだが」

　走りながら、鵬玄が厳しい顔つきになった。

「白桜はもしかしたら、死ぬ気かもしれない」

「……！」

　自分も予想していた事なのに、胸を矢で刺さされたような衝しよう撃げきを受けた。

　隣となりを走っていた朱咒がこちらに顔を向けた。

「私も何だかおかしいと思っているんだ。白桜が男だってみんなで証言したけど、主上や側近達はそれが噓だってわかっている。この件がうまくおさまったとしても、白桜は白虎家の跡取りだとはもう名乗れないだろう。つまり、白虎家には跡取りの男子がいなくなる」

　朱咒が息を切らしながらも話を続けた。

「口さがない貴族達は、どうして白桜が跡取りから外されたのかと噂うわさするだろう。そして、白桜がもしかしたら本当に女ではないかと言う者が出てくる可能性は高い。これだけの貴族達の前で、扇夕が女だと告げたからね」

　その先は聞きたくなかった。しかし想像がついて、唇くちびるを嚙かみしめる。

「その噂が立ったら、白虎家は終わりだ。もし本当に女だと知られたら、今度こそ一族全員に罰ばつが科せられる。だから、女だと知られる前に命を絶つ」

　想像を口にして、拳こぶしを握にぎり締しめた。話したくないが、心の中にはとどめておけなかった。

「白虎家には跡取りがいなくなる。本来なら四神の一族は跡取りがいなければ都を追放されるが、病気や事故で跡取りが亡なくなった場合に限り、一族は四神の名を名乗れなくはなるが都から追放にまではならない。それなら、白桜がいま死ねば一族全員は確実に助かる」

　白桜が考えそうな事ではあった。

　謹きん慎しんしてからの白桜の様子がおかしかった事にも気付いていた。だが何か考えがあるのだろうと見守ろうと思った。それが間ま違ちがいだったと悔くやんでももう遅い。

　鵬玄と朱咒と一いつ緒しよに顔を見合わせた。

「急ごう！」

　更さらに足を速めた。無事でいてくれと、心の中で願いながら。







　宜陽殿へと辿たどりついた青丞は建物を見上げて、目を見開いた。

「白桜！」

　広い露ろ台だいでは、白桜と凌箔が太刀を交かわして睨み合っていた。

　白桜が一度太刀をはじき返して距きよ離りをとる。そしてこちらに顔を向けた。

「青丞！」

「すぐに逃げろ。凌箔は俺が捕まえる！」

　宜陽殿の中へ入ろうとすると、露台から凌箔の声がした。

「そうはさせるか！　こうなったのはすべて白桜のせいだ。こいつが邪じや魔ましなければ白虎家の跡あと取とりの座もこの国も私のものだった。絶対に許せない。白桜も地じ獄ごくに道連れにしてやる！」

　凌箔が鬼おにのような形相で片手を上げた。

　そして何かを地面に投げつけると、建物の中から火が上がり、あっという間に大きくなる。

「逃げろ！　白桜っ」

　露台に炎ほのおが迫せまっているのを見て、慌あわてて宜陽殿に入ろうとした。

　しかし入り口に白珠隊の瑠比人と健成が立っている。

「いけません！　いま、うちの隊の者が助けに行っています。入れば火にまかれる恐おそれがあります。下がっていてください！」

「邪魔だ、どけ！」

　鵬玄と一緒に叫さけんだが、瑠比人達は微び動どうだにしなかった。

「強行突とつ破ぱするぞ！」

　叫ぶと鵬玄が頷いた。二人で太刀たちを抜ぬくと頭の上にある露台から声がした。

「青丞！　来ないで」

　少し後ずさって見上げると、露台には凌箔と相対した白桜がいる。

「青丞も鵬玄も絶対に来ないでください。凌箔は白虎家の者。始末はわたしがつけます！」

「そうはいくか！　火が迫っているんだぞ！」

　白桜のすぐ背後には火の手が迫っていた。白桜がこちらに目を向けて、儚はかなげに微笑む。




「────いままで、ありがとう」




　その一言が別れの挨あい拶さつに聞こえた。白桜が表情を引き締めて、凌箔に斬きりかかる。

　刃やいばをあわせて、勢いをつけて身体からだ全体を使って押すと、さすがに凌箔が体勢を崩くずした。

　凌箔と一緒に、白桜も勢いあまったのか床ゆかに倒たおれ込む。

　二人でもみ合いながら転がっていく先は、火の海だ。

「危ない！　白桜！」

　叫んだ時にはもう遅おそかった。火の海の中に、二人の姿は消えていた。

　それを見たとたん、頭が真っ白になった。全身から力が抜けてその場に膝ひざをつく。

　自分が見た光景が夢であってほしい。

　そう祈いのったが、そんな都合のいい事が実際に起こるはずがないとわかっていた。
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　青丞は屋根が燃えて崩れた宜陽殿を見上げて、立ち尽つくしていた。

　白桜を助けに行こうとしたが、火の回りが早くて入り口の辺りも炎えん上じようしていた。

　それでもかまわず入ろうとして、瑠比人に止められた。

　まずは消火をと言われ、その場にいた全員で近くにあった池から水を汲くんで火を消した。

　消火が早かった為ためか宜陽殿は半はん焼しようですんだ。

「死体が二つ出たぞ！」

　声にびくりと反応した。考えを巡めぐらそうとしても、思考が止まっていた。

　隣に立った鵬玄が呆ぼう然ぜんとしている。

「これから先へは足が進まない……」

　妖鬼帝と言われ、悪党達に恐れられた鵬玄とは思えない弱々しい声こわ色いろだった。

「俺もだ……」

　宜陽殿の中に入って白桜を捜さなければ。死体が誰だれなのか確かめなければ。

　わかっているのに、どうしても身体が動かない。

　沈ちん痛つうな面おも持もちをした朱咒が、足を進めた。

「……私が行ってくるよ」

　衛兵達が、宜陽殿の中から運び出した遺体を地面に置いた。

　朱咒が遺体の隣にしゃがみ込み、辛つらそうな表情でかけてある布をそっと上げる。

「違うと言ってくれ……」

　そう祈るしかできなかった。もし白桜ではないと言ってくれたら、何だってするつもりだ。

　朱咒が立ち上がった。そしてこちらに顔を向ける。

「……残念だけど、白桜と凌箔だ。間違いがない。遺体は焼けて判別がつかないけど、骨格をみればわかる」

　骨を専門とした医者の朱咒。その腕うでは陽真乙国一だ。見立てを間違えるはずがない。

　脱だつ力りよくして膝をついた。鵬玄も地面に座り込む。

　二人で顔に手を当てた。信じたくなかった。

　白桜の笑う顔をもう見られないなんて。

　白桜の凜り々りしい声をもう聞けないなんて。

　柔やわらかくて細い身体をもう抱だきしめられないなんて。

　こみ上げてくる悲しみをどう処理していいかわからない。

　身体も声さえも震ふるわせて、空を見上げた。

「白桜……。お前だけを一生愛すると誓ちかう」

　たとえこの世にはもういないとしても。
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「大学寮りように平民達の入学が許されて五年経たつけど、とうとう今年は女性が入学するらしいぜ」

「そうそう。すげーな。それも二人も入学するんだろ。もっとすごい事に、そのうちの一人は今年の入学者の中でも一番いい成績をとったらしいぜ」

　話をしているのは、車宿りで牛の世話をしている従者だった。

『里桜』は彼らに駆かけ寄った。

「すみません。紫し宸しん殿でんはどっちでしたっけ？」

　従者達がこちらを向いて目を丸くした。

「ああっ。その紺こん色いろの単衣ひとえは……。あんたはもしかして、女性入学者の一人かい？」

「はい。入学式に来たんですけど、迷ってしまって。紫宸殿は南にあったはずなのに、どうしていまはないんですか!?」

　今日の入学式を待ちに待っていた。嬉うれしさのあまり入学式に一番乗りしようと思って、早朝に宿を出て大だい内だい裏りに入り、張り切って五年前に紫宸殿があったはずの場所に向かった。

　しかしそこはなぜか更さら地ちになっていた。そんなはずはないと走り回ったせいで、せっかくの新しい制服なのに裾すそが土で汚よごれてしまった。太陽はそろそろ真上に昇のぼろうとしている。

　正午から入学式が始まるので、このままでは遅ち刻こくすると焦あせっていた。

「三年前に建て替かえて、いまは東側にあるんだ。この方向音おん痴ちが」

　背後から声が聞こえて振ふり向くと、従者達が慌てたようにひれ伏ふした。

「ああ！　右大臣様！」

　そこにいたのは、青い束帯に身を包んだ青丞だった。

「宿まで迎むかえに行くと言ったのに、どうして大人しく待っていないんだ！」

　叱しかられて思わず首を竦すくめた。

「すみません。久しぶりに大内裏に行けると思ったら、興奮したのか眠ねむれなくて。どうにもじっとしていられなくて来てしまいました」

　ははっと笑って頭をかく。青丞が呆あきれた顔をした。

「本当に昔から変わらないな。さっさと行くぞ」

「はい。……あ、ありがとうございました！」

　従者達に頭を下げて、青丞に続いて紫宸殿へと向かった。

　並んで歩いていた青丞が、ふと髪かみに目を留める。

「だいぶ伸のびたな」

　背中までの髪は、髪が長ければ長いほど美人の証あかしと言われる陽真乙国の女性にしては短いだろう。だがいまから学生生活を送る事になるので、この長さがちょうどいい。

「ええ。何とか人前には出られるようになりました。去年まではまだ髪は白銀で目は紅色だったから、入学までに黒くならなかったらどうしようかと思っていたんですけど」

　白虎の像に触ふれなければ、数年で髪と目の色はもとに戻もどると聞いていた。

　その話通り、黒髪黒目になるまでは、四年かかった。

　話をしながら、辺りをゆっくりと見回した。大内裏に来るのは、五年ぶりだった。

「何だか少し変わった気がします。前はぎすぎすした雰ふん囲い気きがあったのに、いまはなんというか……明るい光が大内裏にさしている気がして」

「確かに五年前とは違ちがうだろうな。あの時大学寮に入学した者が、いまは官かん吏りとなって働いている。平民を官吏にするなんてと騒さわいだ貴族達もいたが、主上が一いつ喝かつされてみんな黙だまった」

　その一喝する様が目に浮うかぶようだった。

「主上は相変わらずなんですね」

　呟つぶやくと、青丞がむすっとした。

「ああ、そうだぞ。知らなかったのか？　お前と主上は何でも言い合う仲だと思っていた。お前が死んだ〝ふり〟をした時も、主上はすべてご存じだったからな」

　それは五年前の事件の時の事だ。あの時の事を言われると、申し訳ない気持ちでいっぱいになる。

　宜ぎ陽よう殿でんに放たれた炎ほのおの熱さは、いまでも容易に思い出せた──────。
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「凌箔！　こっちにっ」

　白桜は燃えさかる宜陽殿の中で、凌箔に手を伸ばした。

　謹きん慎しんしている間に、みんなが助かるある計画を立てた。

　その計画ではここで凌箔ともども〝死ぬ〟必要があった。

　凌箔が最後まで説得に応じなければ、本当に彼と一いつ緒しよに死ぬつもりだったが、最後の最後で計画に協力すると約束してくれた。

　計画を知っている白珠隊が油をまいて、露ろ台だいに近い場所だけに火をつけた。

　彼らが退路を確保してくれているので、宜陽殿の奥に行けば助かるはずだった。

「……お前だけ行け」

　一緒に逃にげるはずだったのに、凌箔はその場から動かなかった。

　よく見ると、彼は覚かく悟ごを決めた目をしていた。

「これだけの事をして、生き残ろうとは思わない。だから、お前だけ行け」

　じっとしたままの凌箔に、すぐさま駆け寄った。そして思わず右手を振り上げる。

　バシッと音がして、凌箔が驚おどろいたように目を見開いて、赤くなった頰ほおに手を当てた。

　人を叩たたくなんて初めてだ。思いっきり平手打ちしたので、自分の手もジンジンと痛かった。

「あなたは残された者の気持ちがよくわかっているはずです！　親友の叢雲が死んだと思って、絶望感にうちひしがれたんでしょう？　そしてその気持ちがあなたを復ふく讐しゆうへと駆り立てた。ここであなたが死んだら、その絶望を味わう人がいます」

　それが誰だれかと言わなくても、凌箔にはわかったようだ。目を瞬またたかせながら俯うつむいた。

「しかし……」

「しかしも何もありません。あなたがもしここで死んだら、悲しむ人がたくさんいます。あなたを心から大切に思っている人が、外で待っています」

　腰こしに手をやった。腰帯には横笛が差してある。

　それを取り出して、凌箔に向かって掲かかげると、彼が目を見開いた。

「これは琥珀から預かっている笛です。あなたと話せたら渡わたしてほしいと言われました。……これでまた一緒に笛を吹ふきたいと、それが自分の夢なんだと、彼はいつも言っていました」

　屋や敷しきで謹慎している間、琥珀に笛を習っていた。

　琥珀はこの笛を自分にくれた人物にもう一度会いたいと言って、せつなそうな表情をした。

　凌箔が震える手で、その笛を受け取った。

「私は、生きていてもいいのか─────？」

「もちろんです。一緒に行きましょう」

　もう一度手を差し出した。

　凌箔が躊ちゆう躇ちよするそぶりを見せたが、すぐに顔を上げてこちらを見つめる。

　その目には、強い意志の光が宿っていた。

「生き恥はじをさらす事になるが……それでも私が生きる事で喜ぶ者がいるのなら」

　凌箔が手をとってくれた。温かい彼の手をぎゅっと握にぎり締しめる。

「隊長、急いで！」

　背後から聞こえたのは雷人の声だ。彼は退路に火が移らないように、あらかじめ持ち込んでいた大おお樽だるに入った水で消火をしてくれていた。

　凌箔と頷うなずきあって、その退路を走り出す。

　希望の光は、もうすぐそこにあった。







　燃えさかる宜陽殿から命からがら抜ぬけ出した白桜は、凌箔と一緒に頼宗が用意した荷台に隠かくれて、大内裏を脱だつ出しゆつした。

　皐月がいる大宰府に向かうという凌箔と別れて、いまは使われていない合宿所に行き、鍵かぎを管理している瑠比人に中に入れてもらって一晩を過ごした。

　計画ではすぐに都を離はなれて、父と姉が住む田舎いなかに戻る予定だった。

　しかし最後にどうしても会いたい人がいた。

　その人の事を考えると、胸が高鳴って涙なみだが出そうになる。

　だけど悲しい涙ではなくて、幸せな涙だ。こんな気持ちになったのは初めてで、彼に会えると思うと息をするのも苦しいぐらいになった。

　琥珀に頼たのんで、彼の屋敷の門番の気をそらしてもらい、敷しき地ちに入った。鼓こ動どうがだんだん大きくなっていき、心臓が口から飛び出すのではと思った時、彼の姿を見付けた。

　彼は庭に面した廊ろう下かに座り、額に手を当てて俯いていた。

　いつも凜りんとしているのに、落ち込んでいるような様子を見るのは初めてだった。

「青丞……！」

　庭に駆かけ出して、思わず叫さけんだ。

　俯いていた青丞がすぐに顔を上げ、彼らしくなく目を見開いて絶句した。

「……夢、か？」

　半信半疑の声だった。それもそのはずだ。昨日、わざと死ぬ所を彼に見せた。

（一族を救う為ために計画を立てて実行して、うまくいった。だけど、一つだけ失敗したな。生きている事は知られてはならないのに、青丞に会いに来てしまった。計画に従うなら、来てはいけなかったのに……！）

　計画を最後まで完かん璧ぺきに行う為には絶対にしてはいけない事だけど、後こう悔かいはなかった。

「夢ではないです。ちゃんと生きています。最後の最後に、噓うそをついてすみませんでした」

　青丞が信じられないと言いたげな眼まな差ざしで、立ち上がった。

　そしてゆっくりと近づいてくる。

　目を大きく見開いたまま、呆ぼう然ぜんとした表情をしていた。

　青丞がそっと右手を上げた。指先が頰に触れた瞬しゆん間かん、彼の体温が伝わってきた。

「温かい……な。本当に生きているんだな？」

　念を押すように青丞が呟いた。

「はい。会いたかった……！」

　思わず本音がこぼれ出た。青丞が驚いたような顔をしたものの、すぐに破顔する。

　それは氷の貴公子と呼ばれ、いつも冷静な態度を崩くずさない彼にしては珍めずらしく、心からの笑えみだった。

「うわっ！」

　思いっきり抱だきしめられて、思わず声を上げた。

　青丞が首筋に顔を埋うずめて、強く強く抱きしめる。

　息もできないくらいの強さだったけれど、それすら幸せだった。

「よかった、本当によかった。生きていて……」

　声が震ふるえていた。こんな青丞の声を聞くのは初めてだった。

　心配をかけた事が申し訳なかったが、愛いとおしそうに呟く青丞の気持ちが嬉うれしかった。

　彼の香かおりと逞たくましい腕うでに包まれて、嬉しくて胸がいっぱいになる。

　本当は好きだと伝えたい。この溢あふれる想おもいを聞いてほしかった。

　だけど、まだだと自分の心を抑おさえつける。

（わたしはいまから、都を去る事になる。だけど、絶対に戻ってくる。そしてもう一度今度は里桜として彼と肩かたを並べて歩いてみせる。それまで、この恋こい心ごころは心にしまっておこう）

　口には出せない想いの代わりに、精いっぱいの力を込めて抱きしめ返した──────。
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　五年の間に右大臣となった青丞に、もう何百回目かわからない詫わびをする為に、里桜は頭を下げた。

「あの時は計画の事を話さなくて、本当にすみませんでした。だって、直前まで凌箔が協力してくれるかわからなくて。もしだめだった場合は本当に死のうと心に決めていたから、下手へたな事は言えなくて」

　考えていた計画はうまくいった。

　しかし予想外だったのは、あれから五年経たっても青丞がなかなか許してくれない事だ。

　青丞はむっとした顔を隠さずに腕うで組ぐみした。

「お前が死んだと思って、俺がどれだけ辛つらかったと思うんだ。だいたい……」

「ああ、いたいた。二人とも捜さがしたよ」

　右手の方から声がした。顔を向けると、正装した朱咒と鵬玄が駆け寄ってくる所だった。

「やあ、白桜。……あ、じゃなくて、里桜姫ひめ」

　朱咒が口元を押さえた。そして苦く笑しようしつつ呟つぶやく。

「白桜は五年前に死んだ事になっているから、その名前で呼んじゃだめだね」

「そうですよ。気をつけてください。わたしは里桜です」

　髪かみを短く切った鵬玄が頷いた。

　久しぶりに見る彼は、精せい悍かんさが増していて、相変わらずほれぼれするような男ぶりだ。

「ああ、確かにそうだが、大だい内だい裏りで会うと、どうしてもお前を白桜と呼んでしまうな。気をつけなければ」

　腕組みした鵬玄がじっくりとこちらを見つめて、やがて微笑ほほえんだ。

「それにしても、お前が女として大学寮りように入学できる日が本当に来るなんて、あの頃ころは夢のようだと思っていたが……。これもお前の努力が実った結果だ。お前が生きていて、本当によかった」

　死んだふりをしただけで本当は生きていると鵬玄に知らせたのは、あれから数日経ってからだ。田舎に帰る前に、青丞に連れて行ってもらってこっそり顔を見せた。

　鵬玄はしばらく声も出せないぐらい驚おどろいていたが、生きていた事を喜んでくれた。

「あの五年前の事件のあと、お前の考えていた計画の真相を聞かされて、ずいぶん大だい胆たんで無む謀ぼうな事をしたものだと驚いたというのが本音だった。しかしいま考えると、あの計画のおかげでこうしてお前は堂々とまた大内裏に出入りできるようになった。……頑がん張ばったな」

　鵬玄が頭をそっと撫なでてくれた。微笑むと、ふいに青丞に右手を摑つかまれた。

「さっさと行くぞ。そろそろ入学式が始まる」

　手を引っぱって歩き出そうとする青丞を見て、鵬玄が眉まゆ根ねを寄せる。

「青丞、五年経っても、里桜姫の事になると相変わらず心が狭せまいな」

「狭くてけっこうだ。お前は油断ならないからな」

　睨にらみ合った二人を見つめて、ため息をついた。

「やめてください。今から入学式なんですから、もめないでください」

　二人をなだめつつ、みんなで紫し宸しん殿でんに向かって歩いていると、ふいに朱咒が前方を見つめていたずらっぽく笑った。

「おや、もう一人の女性の入学者と、その恋こい人びとだ」

　彼の視線の先にいたのは胡蝶だ。

　五年ぶりに会う彼女は、大人の魅み力りよくも加わって更さらに美しく艶あでやかになっていた。
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「まあ、白桜……いえ、里桜姫！」

　駆け寄ってきた胡蝶と手に手を取り合う。彼女も自分と同じ紺こん色いろの単衣ひとえを着ていた。

「お会いしとうございました。女性の入学者が二人いると聞いていたので、絶対に里桜姫だと思って。……それより朱咒様。話が聞こえてきましたが、訂てい正せいさせてください。この人はわたくしの恋人ではありません！」

　胡蝶が彼女を追いかけてきた青年を指さした。

　青年は背が高く、白銀の髪を結ゆい上げていて、紅の瞳ひとみをしている。

　その髪と瞳は白虎家の血を引く証あかしだった。青年が胸に手を当てて胡蝶に詰つめ寄った。

「あなたより背が高くなったら、俺をちゃんと大人の男として見ると仰おつしやったでしょう。いまはもう俺の方が高いですけど」

　整った顔立ちは、男らしさと品の良さを兼かね備えていた。

　彼は胡蝶より頭一つ大きな背せ丈たけと、広い肩かた幅はばを持っている。

　きっと彼女を抱きしめたら、すっぽり包み込めるだろう体格の良さだ。

「まさか、本当に背が高くなるまでわたくしを想い続けるなんて思いませんでしたもの。もういいかげんになさい、琥珀。あなたなら、若くて可愛かわいらしい姫達がたくさん想いを寄せてくださるでしょうに」

　青年……琥珀は、堂々と首を振ふった。

「嫌いやです。十二歳の時にあなたに一ひと目め惚ぼれして、この恋心を貫つらぬこうと決意したんです。それにあれから五年経ちましたが、他ほかの女性に興味は持てませんでした」

　情熱的な言葉を向けられ、胡蝶は困った顔をしているが、口ほど嫌そうには見えなかった。

「胡蝶姫、あなたに認められたい一心で身体からだを鍛きたえて勉学に励はげみました。今年から大学寮の三回生になります。一いつ緒しよに学生生活を楽しみましょうね」

　にっこり笑った琥珀は心底幸せそうだった。そんな彼を見つめて、目を丸くする。

「久しぶり、琥珀。大きくなったね」

　五年前は自分より背が低かったのに、いまは青丞とほぼ変わらない。

　琥珀がこちらに向き直って苦笑した。

「そんな親しん戚せきのおばさんが、久しぶりに会ったみたいな事を言わないでください」

「いや、まだおばさんと言われるのは納なつ得とくできないけど、一応親戚じゃないか。……白虎家の跡あと取とりになってから、頑張っていると聞いたよ」

　現在の白虎家の跡取りは琥珀だ。それは自分が描えがいた計画通りの結果だった。

　琥珀がふいに真しん剣けんな表情になって、姿勢を正した。

「みなさんが助けてくれるので。……いまさらですが、こうして一堂に集まるのはあれ以来初めてなので、改めてお詫びをさせてください。『兄』の凌箔がご迷めい惑わくをかけました」

　琥珀が深々と頭を下げた。鵬玄が小さく息をつく。

「まさか、琥珀が凌箔の弟だったとはな」

　顔を上げた琥珀をまじまじと見つめる。成長して兄の凌箔とよく似てきた。

　琥珀の隣となりに立ち、みんなに向かって頭を下げた。

「わたしも謝らせてください。みんなには迷惑と心配をかけました。琥珀には、凌箔の弟だという事は黙だまっているようにとわたしが言ったんです。もともと白虎家の跡取りとして男のふりをするのは、琥珀が跡取りになれる十三歳になるまでの約束だったんです」

　琥珀と目を見合わせてから、もう一度みんなを見回した。

「わたしが謹きん慎しん中に立てた計画は、白虎一族の誰だれも罰ばつを受けないですむように、わたしは死んだ事にして、本来の跡取りである琥珀に次の跡取りとして立ってもらうというものでした。ただ、問題がいくつかあって……」

　言葉を引き継つぐように琥珀が口を開いた。

「白桜様が謹慎中だった時、俺はまだ十二歳でした。十三歳にならないと、跡取りとして認められないという決まりがあるので、俺はまだあの時は跡取りになれなかった」

　謹慎していた時、富士山から戻ってきた上総に一番に確かく認にんしたのは、琥珀の正確な年ねん齢れいと誕生日だった。

　男のふりを始めた頃に、二年後には遠とお縁えんの男子が跡取りになれる十三歳に達すると言われていたが、謹慎した頃は琥珀が元服するまでにはあと数ヶ月〝待つ〟必要があったのだ。

「おじいさまに計画を話して、両親と北の地で暮らしていた琥珀を都に連れて来てもらいました。そしておじいさまには事がすむまで、もう一度富士山に旅立ってもらったんです。琥珀が十三歳になっていなかったので、扇夕を泳がせて大人しく謹慎して時間を稼かせぎました」

　あの時は毎日何もできない悔くやしさでいっぱいだった。

　辛くて辛くて仕方なくて、琥珀が教えてくれる笛を吹ふく事でどうにか気持ちを紛まぎらわせた。

　琥珀が十三歳になる春が待ち遠しかった。

　彼が跡取りになれる年齢に達するまでは誰にもこの話はせず、彼には従者として振る舞まってもらっていた。

「琥珀がもう数日で十三歳になる頃まで我が慢まんしていたんですが、扇夕が大学寮の改革を邪じや魔ましようとしていると聞いて、いてもたってもいられなくなって。それで胡蝶姫の協力を得て大だい内だい裏りに潜せん入にゆうして、主上にお目にかかりました」

　いつ手打ちにされるかわからないような緊きん迫ぱく感かんの中、龍宝帝に計画を説明した。

「主上には、わたしが死んだふりをするから琥珀を新たな跡取りとして認めてほしいと願い出ました。それだったら、女を官かん吏りに任命した主上の責任問題は問い質ただされずにすむ。主上にも〝利〟がある話だと説明しました」

　あの時、向き合った龍宝帝からはすさまじい怒いかりが感じられた。いつ斬きられてもおかしくないような状じよう況きようだったが、自分の肩かたに白虎一族全員の命がかかっていると勇気を振り絞しぼった。

「何とか主上の協力を得られましたが、その代わりに入学式までに扇夕の噓うそを暴あばけと命じられたんです」

　龍宝帝にはみんなの前で目立つ死に方をすると約束していた。

　目もく撃げき者は多い方がいい。

　扇夕が入学式で凌箔と何かをするつもりだと知って、その時が絶好の機会だと思った。

　朱咒が腕うで組ぐみしてふふんと笑う。

「私は琥珀を初めて見た時から気付いていたよ。だって、髪や目の色が違ちがうからわかりにくいけど、凌箔と似ていたし。彼に弟がいるのも知っていたからね。それにもうすぐ十三歳だと言っていたから、きっと白桜は琥珀を次の跡取りにするつもりなんだなって思ったよ」

　さすがにこの国で一番賢かしこいと言われる朱咒だ。

　彼には暗に計画に気付いているというような事も言われていた。

　彼の鋭するどさに改めて感心していると、青丞が朱咒をじろりと睨んだ。

「知っていたから、あの火事の時に遺体を白桜と凌箔だなんて噓をついたんだな」

「まあね。遺体は明らかに二人じゃなかった。多分、死罪になった罪人のものだと思ったけど、どうだい？」

「その通りです。瑠比人隊長が兵ひよう部ぶ省しようの知り合いに頼たのんで手配してくれたんです」

　青丞が更にむっとした顔になった。

「白珠隊か。宜ぎ陽よう殿でんが火事になった時も、彼らがお前達を逃にがす手引きをしたんだろう？」

「ええ。わたしが女であると知っても、彼らは協力すると言ってくれた。だから信用して計画を説明して裏方の仕事を全部任せたんです」

　彼らに頼んだのは、扇夕の配下の行方ゆくえを追う事だけではなかった。

　死んだふりをするのに、火を放った宜陽殿で退路を確保する事も頼んでいた。

　そして、みんなに無む謀ぼうだと言われた計画が成功したのは、ある人物の協力があったからだ。

「……兄から、最近連れん絡らくはありましたか？」

　琥珀が心配そうな表情になった。その手には、横笛が握にぎられている。

「ああ。凌箔はいまも大宰府にいるよ。皐月と一緒にね。この間、皐月から文ふみがきて、如月様が会いに来たって書いてあった。三人でゆっくり話をして、わかりあえたって」

　扇夕の噓を暴いて、凌箔の協力を得て二人とも死んだ事にする。

　それが当初立てていた計画だ。本当なら自分一人死んだ事にしてもかまわなかったが、できれば凌箔にやり直してほしいと思った。親友の為ために復ふく讐しゆうを企くわだてた気持ちはわかるからだ。

　だから船で凌箔と会った時にその計画を説明したが、彼には拒こばまれた。

「最初に凌箔に話した計画では、彼に扇夕を裏切ってもらう予定でした。凌箔に、扇夕は噓をついていると証言してもらって、二人で死ぬふりをするつもりだった。跡取りが病気や事故で死んだ場合に限り、交代が認められる。だからわたしが死んで琥珀が白虎家の跡取りになれば、一族は罰を受けなくてすむ。でも凌箔に断られてしまって」

　仕方なく、代だい替たい案を考えた。

　扇夕の噓を暴く為に白珠隊の協力を仰あおぎ、彼の配下を捜さがしてもらった。

　ぎりぎりまで凌箔を説得するつもりで白珠隊にも準備を頼んだが、もしだめだった場合は彼をそのままにしておくわけにはいかない。あの時は凌箔と一緒に本当に死ぬ覚かく悟ごだった。

「一か八ばちかの賭かけだったけど、何とか凌箔が直前で協力してくれる気になって助かったんだ。これも琥珀のおかげだよ。その笛は、あの時わたしが預かったものだよね。凌箔が大宰府に行く時に、君に持っていてほしいと言って、また返してくれた」

　琥珀が小さく微笑ほほえんで、笛を見つめた。

「ええ。もともと兄にもらったものなんです。兄は笛が得意で、幼い時に兄の真似まねをして、よく一いつ緒しよに吹いていたんです。兄が白虎家の跡取りとして都に行く時、俺は寂さびしくてすごく泣いて。そうしたら兄はもっと練習してうまくなれと言って、大事にしていた笛をくれたんです」

　五年前の事件の時、凌箔を説得する時に使ってほしいと琥珀から笛を預かっていた。

　この笛に兄弟としての思い出が詰つまっている。凌箔も笛の事を覚えているはずだからと。

　そして宜陽殿の火事の時死のうとしていた凌箔は、琥珀の思いの詰まった笛を見て、踏ふみとどまってくれた。

「俺は謀む反ほんを起こそうとしている兄を止めようと思って、都に来ました。兄は船で俺の顔を見て、すぐ弟だと気付いてくれた。だけど計画を聞いても協力はしないと言った。あの頃ころはどうやったら兄が思いとどまってくれるか、そればかり考えていました」

　琥珀の肩にそっと手を置いた。

「琥珀はよくやってくれたよ。慣れない従者の仕事も一いつ生しよう懸けん命めいだったし。それに、やっぱり琥珀がいたから、凌箔は最後に協力してくれる気になったんだと思う」

　ふと宜陽殿が火の海になった時の事を思い出して、背筋がぞっとした。

「凌箔と火の海に飛びこんだふりをして、白珠隊が確保してくれていた退路をつかって外に逃げ出したんだけど、あれもかなり命がけだった。でもそのかいはあったよ。いまでは琥珀が白虎家の跡取りになって一族は安あん泰たいだ。おじいさまも相変わらずのようだし」

　琥珀が困ったような顔で、苦く笑しようした。

「ええ。里桜に会いたいと毎日呟つぶやいているのがちょっとうっとうしいですが、左大臣として辣らつ腕わんをふるわれています。……あの時はまだ子どもで必死に走り回っていて、何が何だかよくわからなかったけど、でも頑がん張ばってよかった」

　琥珀の言葉に大きく頷うなずいた。

「ああ、頑張ってよかった。おかげで白虎一族は誰も罰を受けずにすんだ。……本音を言うと、あのまま白桜として都に残りたいって思いも強かったんだ。だけどさすがにずっと男のふりをし続けるのは無理があったし」

　笑えみを浮うかべたが、寂しい表情になっているのは自分でもわかった。

　琥珀が腕組みをして首を傾かしげる。

「ずっと疑問に思っていた事があったんですけど、四神の跡あと取とりは本当に男でなくてはならないのでしょうか？」

　思わず目を見開いて、琥珀を見つめた。

「それは……実はわたしもずっと気になっていたんだ。だって、わたしが四神の像に触ふれて髪かみと目の色が変化したという事は、四神が跡取りとして認めたという事だ。だったら、四神にとって男女の区別は関係ないんじゃないのかなって。……わたしが思うに、跡取りは男でなければならないというのは、四神の意志ではなくこの国の風潮がそうさせたのではないのかな」

　女性が発言力を持たない国。それがいままでの陽真乙国だ。

　だが、これからは違う。そう思いながら、胸に手を当てた。

　そこには大学寮りようの合格発表があった数日後に届いた文が入っている。

　差出人不明で何も書かれていない白紙の文だったが、椿つばきの花びらが一枚挟はさんであった。

　その椿の花びらは、ある人物を思い出させた。

『椿の花が好きです。潔いさぎよい散り方と美しさに誇ほこり高さを感じるんです』

　そう言って口元を綻ほころばせたのは、幼い頃ころからずっと一緒にいた想月だった。

　忌み神一族だった彼とは敵対もしたが、心から気を許した相手でもあった。

　想月は大だい内だい裏りで謀反を起こそうとして失敗し、いまは生死すらわからない。

　だがこの文は彼から送られたものだという確信があった。

（想月はきっとどこかで見守ってくれているんだ。大学寮に合格したわたしに、椿のように誇り高く生きてほしいと願ってくれているに違いない。また会えたら、女性として官かん吏りになったと胸を張って報告したい……！）

　その思いを胸に、大きく息を吸い込んだ。

「女性の大学寮への入学が許されたんだ。この国はきっといまから大きく変わる。いつかきっと、男女の区別なく四神の跡取りになれるような世の中がくるとわたしは信じている」

　力強く言葉を発すると、琥珀が胸に手を当てた。

「ここにいる四神の跡取りと、女性初の大学寮の入学者である胡蝶姫ひめや里桜様が協力すれば、きっとそんな世の中を目指せるはずです。俺も新たな白虎家の跡取りとして精いっぱい努力するつもりです」

　琥珀の凜り々りしい表情が眩まぶしかった。

「頼もしいな。……琥珀に跡取りを譲ゆずって良かった。わたしが死んだ事になったから、跡取りの交代も滞とどこおりなかったし」

「いいや。滞りはあったぞ」

　じろりと青丞に睨にらまれて、小さくなった。

「まだ怒おこってるんですか。もう五年も前の事なんだし、そろそろ許してください」

「許せるか！　俺はその計画を知らされていなかったから、お前が本当に死んだと思ったんだぞ。火の海に消えたお前を見た時の俺の気持ちがわかるか。いいか、これからは絶対に俺に隠かくし事はするんじゃないぞ！」

　迫はく力りよくに負けて、慌あわてて頷いた。胡蝶が青丞との間に割って入ってくれる。

「もういいではありませんか。今日はおめでたい入学式なのですよ。──里桜姫、とうとうこの日が来ましたわね。今日のこの喜びは、あなたが命をかけて勝ち取ったものです。それがいかせるかは今後のあなたとわたくしの行動にかかっています」

「ええ、女性の入学がようやく認められた。でも一期生であるわたしと胡蝶姫が何か不ふ祥しよう事じを起こせば、すぐに女性の入学は取りやめになるでしょう」

　女性は御み簾すの中に座ってじっとして暮らす。

　それが長い間、陽真乙国の貴族の中では常識になっている。

　その常識を打ち破る気は満々だ。胡蝶と目を見合わせた。

「わたし達のやることなすことに注目が集まるでしょう。ですが、わたしは負けません。必ず女性初の官吏になってみせます。もちろん、胡蝶姫、あなたと二人で！」

　夢を口にすると、現実になる気がした。

　そしてそれは手が届く所まできている。

　胡蝶が興奮したように頰ほおを染めて大きく頷いた。

「ええ、ともに頑張りましょう。わたくし達が夢見た世の中が実現するまで、歩みをとめません。……女性に戻もどっても、忙いそがしくなりますわね」

　二人で笑いあい、入学式がある紫し宸しん殿でんへと顔を向けた。

　希望の光を浴びて、全員で大きな一歩を踏み出した。
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　入学式も終わり、里桜は紫宸殿の隅すみにある桜の木を眺ながめていた。

　祝いの宴うたげにみんな向かったようで、庭には人ひと影かげはなかった。

　辺りにははらはらと、桃もも色いろの花びらが舞まっている。

「十年桜か。いい名前だな」

「言こと葉ば遣づかいに気をつけないと、大学寮で浮いてしまうぞ」

　青丞の声だ。振ふり向くと、彼がゆっくりと歩み寄ってくる所だった。

「もうすぐ祝いの宴が始まる。もうみんな宴がある宴えんの松まつ原ばらに行ってるぞ」

「すみません。この桜を近くで見てみたくて」

　彼と桜を見上げる。まるで今日の入学式を祝福するかのように、桃色の桜は満開だった。

「この十年桜は、五年前のあの騒そう動どうのあと、主上が平民達の入学を記念して植樹されたんだ。あの時すでに、主上と腹心達の間ではここに新たな紫宸殿を建てると決められていたそうで、せっかくだからこの場所に植えようという事になってな。十年後には身分も男女の区別もない世の中になっているよう願って、十年桜と名付けられた」

「五年前に植えたにしてはけっこう立派な桜ですね」

「主上が苗なえ木ぎから植えたら、桜が咲さくのがいつになるかわからないと言われてな。だったら、最初からそれなりの大きさのものを植えようと提案されて」

　青丞がその時の事を思い出したのかため息をついた。

「それも植樹する二日前に言い出されてな。俺と如月で条件にあう桜を捜さがすのに苦労した」

　龍宝帝はどうやら相変わらずのようだ。さきほど入学式で久しぶりに顔を見たが、あまり年をとった感じもなく、精力的に政治を行っているようだった。

「大変でしたね。でもとても綺き麗れいです。満開の桜の下での入学式はいい思い出になりました。……こうやって大学寮の入学式に女として出られるなんて、夢のようです。また一緒に働ける日がくるといいんですが」

　微笑ほほえむと、青丞がそっと手を伸のばした。頰に触れた温かい手は、五年前と変わっていない。

「お前の頑張り次し第だいだが、また一いつ緒しよに働けると信じている。卒業まで大変だろうが、頑張れ。俺もできるだけの協力はするから」

　青丞の言葉が嬉うれしくて仕方なかった。この五年間、生きているのがばれてはまずいので、生まれ育った田舎いなかにいた。髪と目の色が黒に戻らないうちは、おいそれと外出もできなかった。

　その間、女性も大学寮に入学できる日がきっとくるはずと信じて学問に励はげんだ。

　それを支えてくれたのは、田舎に足あし繁しげく通って学問を教えてくれた青丞だ。

「入学できたのは青丞のおかげです。都からわたしの田舎まで通ってくるのは大変だったのに、何度も会いに来てくれた。……ありがとう」

　学問を教える時は厳しいが、それも合格できるようにと心を鬼おににした彼の優やさしさだ。

　そういう所は昔からちっとも変わっていなかった。

「お前が入学できたなら、それでいい。これからは都で会えるな。大学寮へは白虎家の屋や敷しきから通うのだろう？」

「はい。さすがに寄宿舎には女性を受け入れる用意がないという事なので」

　いつもあまり表情を変えない彼にしては珍めずらしく、満面に笑みを浮かべている。

「では、これからも学問を教えてやる。胡蝶は男女問わず首席で入学したが、お前はかなりぎりぎりだったようだぞ。気を抜ぬいたら落第だ」

　きつい言葉だったが本当の事だ。小さくなって頷いた。

「努力します……」

「よし、じゃあ宴に行くか」

　歩き出した青丞の背中を見て、ずっと考えていた事を実行に移すならいまだと思った。

　息を吸い込んで、両足を踏ふん張る。

「あの……青丞！」

　声を上げると、青丞が立ち止まって振り向いた。

「どうした？」

　優しい笑えみが背中を押した。意を決して、胸に手を当てる。

「ずっと……五年前のあの時からずっと、言いたかった事があったんです。でも、青丞と対等になってからじゃないと言えないと思って」

　青丞が不思議そうに首を傾かしげた。

「俺とお前は対等だ。いままでもこれからも」

「いいえ。わたしは〝白桜〟ではなく〝里桜〟として……本当の自分の姿で青丞と向き合いたかった。そして青丞と対等な立場になりたかったんです。その為ためには大学寮りように入学して官吏になってからと考えていたんですけど、それだとまだかなり時間がかかるなと思って」

　正直な感想を伝えて、すぐ近くまで歩み寄った青丞を見上げた。

　きっといまの自分の頰は赤く染まっていると思う。

　恥はずかしくて逃にげ出したいし、青丞に見つめられると、心臓が飛び跳はねて仕方ない。

　それでも何とか深呼吸して気持ちを落ち着かせた。

「大学寮に入学して、青丞と対等になる為の一歩を進めました。……だから言います。わたしはずっと青丞と一緒にいたいと思っています。青丞を誰だれにも渡わたしたくない」

　それは正直な気持ちだった。

　扇夕の妹である蛍姫ひめと彼が結けつ婚こんするという噂うわさを聞いた時、苦しくて息もできなかった。

　青丞を誰にも渡したくないという気持ちがこみ上げて来て、自分の気持ちを抑おさえるのに必死だった。あの時初めて感じた気持ちは、いまも変わらず心の中にあった。

　青丞の紺こん碧ぺきの瞳ひとみをじっと見つめる。




「青丞が好きです。ずっと一緒にいてください」




　この言葉を言うのに、どれだけかかっただろう。

　女に戻れる日がきたら、そして彼と対等な立場になれたら、自分から告白しようと決めていた。大きく息を吸い込んで、背せ伸のびをした。そして彼の形のいい唇くちびるに口付ける。

　とたんに顔が真っ赤になった。

　すぐに離はなれて俯うつむいた。自分の行動に一番驚おどろいているのは自分自身だ。

　突とつ然ぜんの告白は青丞にとっても予想外だったようだ。

　大きく目を見開いていたが、やがて膝ひざをついて、俯いた顔をのぞき込んでくる。

「俺もお前が好きだ。この気持ちはいままでもこれからもずっと変わらない」

　青丞が跪ひざまずいたまま、そっと両手を握にぎった。

「里桜、愛している。ずっと一緒にいよう」

　優しい微笑みを浮うかべ、青丞がゆっくりと顔を近づけて口付けた。

　女としての新しい人生は、甘い口付けと、身も心もとろけそうなほどの幸せから始まった。









　あとがき




　こんにちは。伊い藤とうたつきです。

『白桜四神　十年桜に願いを込めて！』をお送りしました。

　とうとう最終巻です！

　男装女子ものが書きたくて始めたシリーズですが、最初はすぐに終わってしまうかもと不安を抱かかえつつ書いていました。

　ですが読んで下さる皆みなさんのおかげで、こんなに長く続けられました。

　ありがとうございました！







　長く続けさせてもらっただけあって、いろんな思い出があります。

　このシリーズの間にプライベートでも立て続けに結けつ婚こん、妊にん娠しん、出産といろいろありました。

　シリーズが始まった時はまだ独身で、結婚式の直前まで三巻の原げん稿こう書いてたなとか、臨月も六巻の原稿書いてたなとか、子どものおむつを替かえながら八巻書いてたなとか。

　思い起こすと仕事ばっかりしていたんですが、『白桜四神』は大好きなお話で書いていてとても楽しかったので、苦になりませんでした。

　十巻を書き終わって、もう最後なんだと思うと寂さびしくて涙なみだが出ましたが、自分でもやりきったという思いが強く、悔くいなく最終巻を迎むかえられてとても幸せです。







　イラストを描かいて下さった硝しよう音おとあや先生。

　毎回美び麗れいなイラストをありがとうございました。

　先生の描かれる白桜達は可愛かわいらしくていきいきしていて、毎回イラストを見るのが楽しみでした。これからも先生のファンとして、応おう援えんしています。







『白桜四神』を担当して下さった、三人の歴代編集者様。

　ぼけっとしていて、とんちんかんな事を言う私を導いて下さって感謝しております！

　特にこのシリーズの間はプライベートでいろいろあったので、担当さん達にはご迷めい惑わくをかけました。精神的にも肉体的にも大変な時期だったので、担当さんの細やかな配はい慮りよと励はげましに、いつも救われていました。

　ありがとうございました！







　読んで下さった皆さんには、最大級の感謝を捧ささげたいと思います。

　頭の片かた隅すみにでも、こんなシリーズがあったなと記き憶おくに残して頂けると、白桜達の物語は皆さんの心の中で続いていくのだと思います。

　そんな風に皆さんの心の中に残れる物語になっていたら、すごく嬉うれしいです。

　最後までありがとうございました！







　ありがたい事に、二ヶ月連続刊行させてもらう事になりまして、来月（２０１６年６月１日）に新シリーズが発売になります。

　こちらも『白桜四神』に負まけず劣おとらず、いろんな意味でハラハラドキドキできる楽しいお話になっているので、よかったら読んでもらえると嬉しいです。

　それでは、またお会いできる事を祈いのって。





伊藤たつき　　




















カバー・口絵・本文イラスト／硝音あや

デザイン／寺田鷹樹（AFTERGLOW）











白はく桜おう四し神じん




十じゆう年ねん桜ざくらに願ねがいを込こめて！








伊い藤とうたつき
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